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ご注意

保証

HP製品、 またはサービスの保証は、 当該製品、 およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定

されるものと します。 ここでの記載は、 追加保証を提供するものではありません。 ここに含まれる技術的、

編集上の誤り、 または欠如について、 HPはいかなる責任も負いません。

ここに記載する情報は、 予告なしに変更されることがあります。

権利の制限

機密性のあるコンピューターソフ トウェアです。 これらを所有、 使用、 または複製するには、 HPからの有効

な使用許諾が必要です。 商用コンピューターソフ トウェア、 コンピューターソフ トウェアに関する文書類、

および商用アイテムの技術データは、FAR12.211および12.212の規定に従い、ベンダーの標準商用ライセンス

に基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 2001-2014 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Adobe®は、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社)の登録商標です。

Intel®およびItanium®は、 Intel Coporationの米国およびその他の国における登録商標です。

Microsoft®、 Windows®、 およびWindows® XPは， Microsoft Corporationの米国における登録商標です。

Oracleと Javaは、 Oracle Corporationおよびその関連会社の登録商標です。

UNIX®は、 The Open Groupの登録商標です。

サポート

次のHPソフ トウェアサポートオンラインのWebサイ ト を参照して ください。

http://support.openview.hp.com 

このサイ トでは、 HPのお客様窓口のほか、 HPソフ トウェアが提供する製品、 サービス、 およびサポートに関

する詳細情報をご覧いただけます。 

HPソフ トウェアオンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様のビジネスを管理するのに必要

な対話型の技術サポートツールに、 素早く効率的にアクセスできます。 HPソフ トウェアサポートのWebサイ

トでは、 次のようなことができます。

• 関心のあるナレッジドキュ メン トの検索

• サポートケースの登録とエンハンスメン ト要求のト ラ ッキング

• ソフ トウェアパッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HPサポート窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソフ トウェアカスタマーとの意見交換

• ソフ トウェアト レーニングの検索と登録
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一部のサポート を除き、 サポートのご利用には、 HP Passportユーザーとしてご登録の上、 サインインしてい

ただ く必要があります。 また、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必要です。 HP Passport IDを登

録するには、 次のWebサイ トにアクセスして ください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

アクセスレベルの詳細については、 次のWebサイ トをご覧ください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

サポートマ ト リクス

サポートおよび互換性情報については、 関連する製品リ リースのサポートマ ト リ クスを参照して く ださい。

サポートマト リクスと製品マニュアルは、 次のHPソフ トウェアサポートオンラインのWebサイ トで参照でき

ます。

http://h20230.www2.hp.com/sc/support_matrices.jsp

また、 本リ リースの 『HP Server Automation Support and Compatibility Matrix』 は、 次のHP ソフ トウェアサ

ポートオンラインの製品マニュアルWebサイ トからダウンロードできます。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

ドキュ メン トの更新情報

このリ リースのServer Automation製品の 新のドキュメン トは、すべて次のSA Documentation Libraryから入手

できます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/
SA_10_docLibrary.html

SA Documentation Library では、 このリ リースに関連するガイド ライン、 リ リースノード、 サポートマ ト リク

ス、 およびホワイ トペーパーにアクセスできます。 また、 フルドキュメン トセッ ト を一括してダウンロード

することもできます。 SA Documentation Libraryは、 リ リースごとに更新されます。 また、 リ リースノートが

更新されたときや、 新しいホワイ トペーパーが発行されたときにも更新されます。

情報リソースを見つける方法

Server Automationの情報リソースは、 次のいずれの方法でもアクセスできます。

方法1: 新しいSA Documentation Libraryから、 新のドキュメン トにタイ トルとバージ ョ ンを指定してアクセ

スします。

方法2: [All Manuals Download] からローカルディレク ト リにフルドキュメン ト メン トセッ ト を保存します。

方法3: サポート されるリ リースのHP製品ドキュ メン ト を HP ソフ トウェアドキュ メン トポータルで検索し

ます。

各ドキュ メン トにアクセスするには、 次の手順を実行します。

1 SA 10.x Documentation Libraryにアクセスします。 

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/
SA_10_docLibrary.html  

2 HP Passportの資格情報を使ってログインします。

3 ドキュ メン トのタイ トルとバージ ョ ンを指定して、 [go] をクリ ックします。
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ローカルディ レク ト リ内の完全なドキュメン トセッ ト を使用するには、 次の手順を実行します。

1 フルドキュメン トセッ ト をローカルディ レク ト リにダウンロードするには、 次の手順を実行します。

a SA Documentation Libraryにアクセスします。 

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/
SA_10_docLibrary.html  

b HP Passportの資格情報を使ってログインします。

c SA 10.1バージョ ンの [All Manuals Download] タイ トルを探します。

d [go] リンクをクリ ックして、 ローカルディ レク ト リにZIPファイルをダウンロード します。

e ファイルを解凍します。

2 ローカルディレク ト リ内のドキュメン ト を探すには、 ドキュ メン ト カタログ (docCatalog.html) を使用し

ます。 ローカルディ レク ト リにダウンロード したドキュ メン トの索引ポータルが表示されます。

3 ドキュ メン トセッ ト内のすべてのドキュメン ト を対象としてキーワードを検索するには、 次の手順を実

行します。

a ローカルディレク ト リ内の任意のPDFドキュ メン ト を開きます。

b [編集] > [高度な検索] を選択します (またはShift＋Ctrl＋Fキー )。

c [以下の場所にあるすべてのPDF文書] オプシ ョ ンを選択し、 ローカルディ レク ト リを指定します。

d キーワードを入力し、 [検索] をクリ ックします。

HPソフ トウェアドキュ メン トポータルで追加ドキュメン ト を探すには、 次の手順を実行します。

HPソフ トウェアドキュ メン トポータルにアクセスします。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

このサイ ト を利用するには、 HP Passport への登録とサインインが必要です。 HP Passport ID の登録は、 HP

Passportのサインインページの [New users - please register] リンクをクリ ックして ください。

適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様は、更新版または 新版をご入手いただけます。

詳細は、 HPの営業担当にお問い合わせく ださい。 改訂状況については、 「ドキュ メン トの更新情報」 を参照

して ください。

製品エディシ ョ ン

Server Automationには、 次の2つの製品エディシ ョ ンがあります。

• Server Automation (SA) は、 Server AutomationのUltimate Editionです。 Server Automationについては、『SAリ

リースノート』 および 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して ください。

• Server Automation Virtual Appliance (SAVA) は、 Server AutomationのPremium Editionです。 SAVAの機能につ

いては、 『SAVA Release Notes』 および 『SAVAクイックガイド』 を参照して ください。 
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第1章 Service Automation Visualizer
HP Service Automation Visualizerの概要

HP Service Automation Visualizer (SAV) では、 IT環境内に分散したビジネスアプリケーシ ョ ンの詳細情報を物理

的および論理的に表示して、 ビジネスアプリケーシ ョ ンの運用アーキテクチャーと動作の管理を行う ことが

できます。 

SAV では、 データセンター内の選択したサーバーやデバイスをスキャンして、 ビジネスアプリケーシ ョ ンや

ネッ トワーク上の他のコンポーネン ト との関係に関する情報をさまざまな角度から視覚化できます。 SAV で

は、ビジネスアプリケーシ ョ ンやスト レージコンポーネン トの署名ベースの定義を作成できます。これらは、

階層状にモデル化されます。 これにより、 ビジネスアプリケーシ ョ ンのすべてのコンポーネン トがどのよう

に関係しているかを詳細かつ包括的に把握することができます。 

SAV で提供されるビジネスアプリケーシ ョ ンに関する詳細なイ メージには、 関連する物理サーバーと仮想

サーバー、 ネッ トワークおよびスト レージデバイス、 およびこれらを接続する物理接続と論理接続がすべて

含まれます。ビジネスアプリケーシ ョ ンのプロセスと相互関係をより適切に把握すると、ビジネスアプリケー

シ ョ ンがどのように分散しているかがわかり、 エラーが発生した場合に効果的に対処しやすく なります。 

SAVでは、 ビジネスアプリケーシ ョ ンのスナップシ ョ ッ ト  (1回のみまたは繰り返し ) を取得して、 結果を比較

することにより、 ある時点でのビジネスアプリケーシ ョ ンの差異を表示して比較することができます。 2 つ

のスナップシ ョ ッ トの結果を比較して発生した変化を確認し、 差異を修復することができます。 

また、 SAV ではコンプライアンス情報を確認することもできます。 これにより、 サーバーやデバイスのコン

プライアンスレベルを監視し、 コンプライアンス違反状態のサーバーやデバイスのト ラブルシューティング

を行う ことができます。 

SAVはHP Server Automation (SA)、 Network Automation (NA)、 Storage Essentials (SE) の機能と密接に統合されま

す。 ただし、 視覚化できるデータの種類や、 SAVで実行できるタスクは、 実行するライセンスを持つSA製品

やSAとSAVで使用するように構成された製品によって異なります。

SAVクライアン ト とSAクライアン ト

Service Automation Visualizer (SAV) クライアン トは個別ライセンス製品で、 実行するにはSAが必要です。 

SAV内でNetwork Automation (NA) のネッ トワーク情報を視覚化するには、 SAコアと統合されたNAのライセン

スバージ ョ ンと、 SAVを実行してNAデータを表示する追加ライセンスの両方が必要です。 

SAVでアレイ、 スイッチ、 ボリュームなどのSANオブジェク ト を視覚化するには、 Storage Essentials (SE) バー

ジョ ン6.1.1以後が必要で、Server AutomationのSE Connectorコンポーネン ト をSAコアにインストールして構成

してお く必要があります。

また、個別ライセンス製品であるService Automation Reporter (SAR) の検索とレポートの結果の中で、サーバー

やデバイスを視覚化することもできます。 

SAV、 NA、 SE、 またはSARを未購入で、 これらの製品の購入を希望する場合は、 営業担当者までお問い合わせ

ください。
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SAVのプラッ ト フォームサポート

SAVでサポート されるOSとハードウェアアーキテクチャーについては、 SAVのプラッ ト フォームサポート  (85

ページ) を参照して ください。 

SAV機能の概要

SAVでは、 次のタスクを実行できます。

• 階層化されたビジネスアプリケーシ ョ ンのプロセスファ ミ リ、接続、依存関係、スト レージの検出、マッ

ピング、 視覚化を行う

• 仮想サーバー上で実行されるビジネスアプリケーシ ョ ンを表示して、 仮想サーバーとハイパーバイザー

の関係や、 仮想スイッチとポートグループを表示する  (VMware ESXのみ)

• アプリケーシ ョ ンビュー、 サーバービュー、 ネッ トワークビュー (仮想ネッ トワークデバイスを含む )、
論理スト レージ接続と物理ストレージ接続を表示するスト レージおよび SAN ビュー、 スキャン対象に関

連する詳細なインベン ト リ情報と インフラス ト ラ クチャー情報を表示するインフラス ト ラ クチャー
ビューなど、 ビジネスアプリケーシ ョ ンに関する情報をさまざまな物理レイアウト と論理レイアウトで
表示する

• 表領域やデータベースファイルとの接続を含めて Oracleデータベースインスタンスを表示する  (REDO ロ

グを含む) 

• 認識されたアプリケーシ ョ ン署名とス ト レージ署名を階層構造のアプリケーシ ョ ンに構成して、 オペ

レーシ ョ ンが適切に行われていることを分析するための論理ビューを作成する

• ビジネスアプリケーシ ョ ンのプロセスファ ミ リをアプリケーシ ョ ン署名とス ト レージ署名にマッピング

して、 カスタム配色でハイライ ト表示する

• ビジネスアプリケーシ ョ ンのスナップシ ョ ッ トの作成、 スケジュール設定、 比較を行い、 すべてのデー

タをスナップシ ョ ッ トに収集する

• ビジネスアプリケーシ ョ ンのスナップシ ョ ッ ト をフ ィルター処理して、 探しているデータを正確に見つ

け出す

• 適なアプリケーシ ョ ン定義を表すビジネスアプリケーシ ョ ンテンプレートを作成して共有する

• デバイスまたはGlobal File System (OGFS) でスクリプ ト を実行する  (1回のみまたはスケジュール設定

ベース)

• ト ラブルシューテ ィングや問題の解決を行うために、 デバイスエクスプローラー、 ネッ トワークデバイ

スエクスプローラー、 Global Shell、 リモート ターミナル、 およびNAS インタフ ェースを起動して詳細な

分析や調査対象のシステムでアクシ ョ ンを実行する

• マップを.gif、 .jpg、 および.svgファイルへエクスポートする

• テーブル ([プロパティ ] タブと  [インフラスト ラクチャー ] タブ) を.csvファイルへエクスポートする

SAV前提条件

SAVでデバイスと関係をスキャンして表示するには、 次の要件を満たしている必要があります。

• SAコアの管理対象サーバーをスキャンして表示するには、バージ ョ ン7.0以上のサーバーエージェン トが

必要です。 ただし、 VMware ESXiサーバーの場合は、 SAエージェン トがな く てもSAVでサーバーをスキャ

ンして表示することができます。

• Storage Essentials (SE) と接続するように構成した SA コアが必要です。 詳細については、 Storage Visibility
and Automationのドキュメン ト を参照して ください。 

• ネッ トワークデバイスおよび接続をスキャンするには、 NA 7.0以上のサーバーが必要です。
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サポート対象オペレーティングシステム

SAVでは、 AIX、 Linux、 HP-UX、 Solaris、 VMware ESX、 およびWindowsオペレーティングシステムを実行する管

理対象サーバーに関するデータを収集して表示します。Linuxオペレーティングシステムで非標準カーネルを

実行している場合、 SAVはオペレーティ ングシステムのバージ ョ ンだけでな く、 カーネルのバージ ョ ンにも

依存する可能性があります。

SAVプラッ ト フォームのサポートに関する詳細については、 『SA Support and Compatibility Matrix』 を参照して

ください。

SAVの使用例

実際のデータセンターでのSAVの使用方法がわかるように、 一般的な使用例を使って説明します。 

• SAVの起動

• サーバー上でのビジネスアプリケーシ ョ ンの検出とマッピング

• 関連するネッ トワークおよびスト レージ情報の表示

• ビジネスアプリケーシ ョ ン定義の定義

• 問題のト ラブルシューテ ィングとアクシ ョ ンの実行

SAVの起動

新たに採用されたアプリケーシ ョ ン管理者が、 ビジネスアプリケーシ ョ ンに新しい機能を追加しよう と して

います。 このアプリケーシ ョ ンは前任者が管理していましたが、 前任者はほとんどドキュメン ト を残してい

ません。 管理者はアプリケーシ ョ ンのソースコードを入手しましたが、 アプリケーシ ョ ンの各要素が運用の

観点からどのように関係しているのか把握できていません。 

アプリケーシ ョ ンの全体像を把握するため、 管理者はSAクライアン ト を開いて、 アプリケーシ ョ ンが実行さ

れるサーバー群 (一部はリモートス ト レージを使用) を選択し、 SAVを起動します。

SAVの起動の詳細については、 SAVの起動 (17ページ) を参照して く ださい。 

サーバー上でのビジネスアプリケーシ ョ ンの検出とマッピング

SAVは選択されたサーバーをスキャンして、 選択されたサーバー上で実行されるすべてのアプリケーシ ョ ン

に関係するすべてのアプリケーシ ョ ン、 署名、 プロセスとプロセスファ ミ リ、 ファイルシステム、 ローカル

スト レージと リモートス ト レージ、 データベース接続、 およびその他の接続を検出します。 SAV には、 アプ

リケーシ ョ ン  (プロセスとプロセスファ ミ リ )、 サーバー、 および関連する接続の詳細な 「マップ」 と、 関連

するネッ トワークの関係、 リモートス ト レージ、 SAN接続が表示されます。

アプリケーション管理者は、 この情報を詳細に調べ、 2つのサーバー (その一方が管理者が管理するサーバー )

と 2 つのネッ トワークデバイスを含むアイテムのリスト を確認します。 サーバーマップを参照しながら、 管

理対象サーバーを表すボックスを選択すると、 [プロパティ ] ペインが開いてサーバーに関する詳細情報が表

示されます。 管理者はサーバーに仮想マシンに関連する情報があることに気付きます。 これにより、 ビジネ

スアプリケーシ ョ ンが仮想マシンインスタンス上で実行されている可能性があることがわかります。 

管理者がSAV ツールバーの [仮想 /物理的含有関係の表示 ] をクリ ックすると、 管理対象サーバーがハイ

パーバイザー上で実行される仮想マシンであるこ とがマップに表示されます。 管理者がハイパーバイザー

サーバーをダブルクリ ッ クして展開すると、 そのサーバー内に管理対象サーバーが表示されます。 これで、

ビジネスアプリケーシ ョ ンがVMwareの仮想マシン  (VM) 上で実行されていることがわかり、 VMが実行される
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物理ホスト  (ハイパーバイザー ) を把握できます。 また、 ハイパーバイザーサーバーがSANディスクアレイに

接続されていることもわかったため、 サーバー上のファイルシステムとス ト レージデバイスとの間の接続を

確認することができます。

SAVのマップの詳細については、 SAVのマップ (28ページ) を参照して く ださい。

関連するネッ トワークおよびスト レージ情報の表示

続いて、 管理者はネッ トワークマップを選択し、 管理対象サーバーを再度確認して、 サーバーが別のボック

スと緑の線で接続されていることに気付きます。 管理者がそのボックスをクリ ックしてプロパティ を調べた

ところ、そのボックスはVMwareの仮想スイッチで、 Ciscoスイッチに接続されていることがわかりました。管

理者は、 ビジネスアプリケーシ ョ ンがネッ トワーク経由で通信する際に使用される VLAN、 ポートグループ、

スイッチポート、 およびネッ トワークインタフェースを正確に把握することができます。 これで、 管理者は

ビジネスアプリケーシ ョ ンの物理ネッ トワークと仮想ネッ トワークの構成を把握できました。

管理者が管理対象サーバーから出ている線を詳細に調べたところ、 黒い太線がある IPアドレスに向かってい

ることに気付きました。 その線をクリ ックしたところ、 その線がポート 1433上での他のホスト との64本の接

続を表すものであることがわかりました。 この線はビジネスアプリケーシ ョ ンで使用しているデータベース

のように見えます。 管理者は管理対象サーバーの先にあるボックスを右クリ ックして、 [デバイスの追加] を

選択します。 検出されたデータベースが選択されているこ とを示すウィ ン ドウが表示されます。 管理者が

[追加] ボタンをクリ ックすると、 スナップシ ョ ッ トが更新されて、 新しいサーバーが追加されます。 

管理者は黒い太線が新しいサーバーにつながっていることを確認し、 ド リルダウンして、 黒い太線の先にあ

るのがSQLサーバーのプロセスであることを特定します。 管理者がこのような確認作業を続けた結果、 ビジ

ネスアプリケーシ ョ ンは10個の異なるサーバーに分散して実行されていることがわかりました。 また、 SQL

サーバーのプロセスファ ミ リがサーバー上の異なる 2 つのファイルシステム上で実行され、 これらのファイ

ルシステムがSANディスクアレイ上に格納されていることもわかりました。 ディスクアレイとの接続は茶色

であるため、 リモートス ト レージデバイスに問題がないことがわかりました。 

ビジネスアプリケーシ ョ ン定義の定義

当然ながらアプリケーシ ョ ン管理者は、 ビジネスアプリケーシ ョ ンの表示と管理が必要になるたびに、 この

ようなマッピングや検出をすべて手動で実行することは望みません。 管理者は、 ベンダーのドキュメン トに

ビジネスアプリケーシ ョ ンの論理アーキテクチャー図が記載されていることを知っているので、 作業を容易

にするために、 SAVを使用してビジネスアプリケーシ ョ ン図を作成します。

初に管理者はビジネスアプリケーシ ョ ンの論理階層を作成します。 管理者は [階層] ツリーを選択して、 ビ

ジネスアプリケーシ ョ ンのメインの4つの階層 (Web、 アプリケーシ ョ ン、データベース、 ス ト レージ) を作成

します。 また、 認証サービスおよび統合サービス用のサブ階層を作成します。 続いて、 管理者は各階層に追\

加するアプリケーシ ョ ン署名を定義し、 認識された署名がどの階層に当てはまるかを指定します。 また、 ス

ト レージ階層では、 NAS フ ァイラーやディスクス ト レージ上の関連するス ト レージを取得するためのス ト

レージ署名を作成します。 

各階層で再利用可能なアプリケーシ ョ ン署名とスト レージ署名を作成するため、 管理者はプロセス名、 開い

ているファイル、 リスナーポート、 コマンド ライン、 環境変数など、 署名を認識するのに使用する条件を指

定します。 

管理者はビジネスアプリケーシ ョ ンの階層ごとにこれを繰り返して、 各階層内の署名を色分けします。 ビジ

ネスアプリケーシ ョ ンを階層マップ、 サーバーマップ、 ス ト レージマップで視覚化する際に、 管理者はビジ

ネスアプリケーシ ョ ンの各階層を異なる色で表示できます。次にSAVを起動したときに、ビジネスアプリケー

シ ョ ンはこの定義に従ってマッピングされて表示されます。

後に、 管理者は同じビジネスアプリケーシ ョ ンを使用する他のユーザーが再利用できるように、 ビジネス

アプリケーシ ョ ン定義を保存します。 

ビジネスアプリケーシ ョ ンの作成に関する詳細については、 ビジネスアプリケーシ ョ ン定義の作成 (63 ペー

ジ) を参照して ください。
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問題のト ラブルシューテ ィ ングとアクシ ョ ンの実行

ビジネスアプリケーシ ョ ンの状態をいつでも追跡できるようにするには、 アプリケーシ ョ ン管理者は、 SAV

ツールバーの [スナップシ ョ ッ トの更新] を継続的にクリ ックして、新しいスナップシ ョ ッ ト を作成しま

す。 個々のスナップシ ョ ッ トはSAクライアン ト ライブラリまたはローカルシステムに保存できます。 保存し

たスナップシ ョ ッ ト を使用すると、 ビジネスアプリケーシ ョ ンの以前のスナップシ ョ ッ ト を現在の状態と比

較して、 重要な差異を発見したり、 エラーのト ラブルシューティングを行ったりすることができます。

たとえば、 いずれかの時点でビジネスアプリケーシ ョ ンが正し く機能せずに処理が停止した場合、 管理者は

保存したビジネスアプリケーシ ョ ンを開いて、 比較機能を選択し、 スナップシ ョ ッ ト間の差異を視覚化して

ビジネスアプリケーシ ョ ンの現在の状態と直前の正常な状態とを比較することができます。 スナップシ ョ ッ

トの比較を行う ことで、 特定のデバイスが他のデバイスと通信していないかどうかなど、 さまざまな状態を

確認することができます。 たとえば、 ネッワークマップを詳細に確認して、 同じ図のVMware ESXハイパーバ

イザーにインタフェースが欠落していることを特定し、 [ リモート ターミナルを開く ] を選択して問題を修正

することができます。

スナップシ ョ ッ トの詳細については、 スナップシ ョ ッ トの比較 (75ページ) を参照して ください。 

SAVの仕組み

SAVの主要な機能はビジネスアプリケーシ ョ ンを詳細に視覚化して、 ビジネスアプリケーシ ョ ンのすべての

要素とプロセス、 およびビジネスアプリケーシ ョ ンに関係するサーバーとデバイスの間の関係を示すこと

です。 

SAVでは、1つまたは複数のサーバー、ネッ トワーク、ス ト レージデバイスをスキャンして情報を収集し、マッ

プと階層に表示して、 ビジネスアプリケーシ ョ ンに関係するすべてのプロセスとプロセスファ ミ リ、 接続、

およびデバイスを視覚化します。各SAVセッシ ョ ンを使用してビジネスアプリケーシ ョ ンの作成、視覚化、分

析、 定義、 共有、 およびト ラブルシューティングを行う ことができます。 各セッシ ョ ンは、 ビジネスアプリ

ケーシ ョ ンと してSAクライアン ト ライブラリ  (またはローカルシステム) に保存できます。 

[スナップシ ョ ッ トの更新 ] をクリ ックすると、 SAVビジネスアプリケーシ ョ ンの現在の状態をスキャン

して保存できます。 これらのスキャン結果 ( 「スナップショ ッ ト」 という ) は、 比較機能 (ツールバーの [比較]

ボタンで起動) を使用して1対1で比較することができます。

データ収集と表示

SAVでは、 デバイス (サーバー、 ネッ トワークデバイス、 ス ト レージデバイス) をスキャンして、 SAVスナップ

シ ョ ッ トのリアルタイムの結果として収集されたデータに基づいてマップを作成することができます。 デバ

イスデータはサーバーから直接収集されて、 スナップシ ョ ッ トに記録されます。 ネッ トワークデバイスデー

タはスキャンされて、 NAS ごとのスキャン結果に記録されます (Network Automationデータモデルから SAV に

よって取得されます)。選択したデバイスに関連するスト レージデータは、 SEデータモデルからスキャンされ

ます。 

SAV を起動すると、 選択した管理対象デバイス上で一連のプログラムが実行されてデータを収集します。 こ

のスキャン処理では、 これらのデバイス上で実行中のプロセスとデバイス間の接続に関するデータが収集さ

れます。また、詳細な構成情報や、接続とプロセスに関する現在の実行時状態に関する情報も収集されます。

続いて、 SAVはサーバーデータ、 ネッ トワークデータ、 およびスト レージデバイスデータを結合して、 サー

バー、 インタフェース、 スイッチとスイッチポート、 ファイルシステム、 ローカルストレージと リモートス

ト レージの接続状況を表示します。
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SAVツールバーの [スナップシ ョ ッ トの更新] をクリ ックすると、新しいスナップシ ョ ッ トが作成されて、

ビジネスアプリケーシ ョ ン  (ビジネスアプリケーシ ョ ンが実行されるサーバーとデバイス) およびビジネスア

プリケーシ ョ ン定義をスキャンしたときに収集されるすべての情報が取り込まれます。 

SAVはSA、 NA、 SEから収集した情報を使用し、 アーキテクチャーを利用して追加データ  (実行中のプロセス、

オープンポート、 ログインしているユーザー数など ) をオンデマンドで収集します。 また、 ビジネスアプリ

ケーシ ョ ンデータをマッピングして、 運用環境の視覚化と分析を行います。

SAV では、 管理対象サーバー、 ネッ トワーク、 およびスト レージデバイスに関する以下の情報を収集して表

示します。

• 管理対象サーバー上で実行中のプロセスとプロセスファ ミ リ  (一致する可能性のあるアプリケーシ ョ ン

署名)

• これらのプロセス間のTCP接続とUDP接続

• 詳細な構成情報

• サーバー、 接続、 プロセスに関する現在の実行時情報

• サーバー上のファイルシステム、 およびファイルシステムのプロセスファ ミ リによる使用状況、 ファイ

バーチャネルポートへのマッピング状況、 ローカルおよびリモートス ト レージとの依存関係

• サーバー、 インタフェース、 アダプター、 スイッチと仮想スイッチ、 およびスイッチポート接続

• ローカルおよびリモートス ト レージデバイス、 それらのスト レージデバイスとサーバー、 SANスイッチ、

その他のスト レージデバイスとの接続状況

SAVによるこのデータの解釈については、 プロセス、 プロセスファ ミ リ、 拡張プロセスファ ミ リ  (14ページ ) 

を参照して ください。 オブジェク ト タイプ  (プロセスファ ミ リやネッ トワークインタフェースなど) 別に収集

されたデータを検索する手順については、 SAVデータのフ ィルター処理 (80ページ) を参照して ください。

SAVビジネスアプリケーシ ョ ン

ビジネスアプリケーシ ョ ンは、 通常複数のサーバーで実行されるサービス、 ネッ トワーク接続 (LAN および

SAN)、 およびスト レージデバイスを含む複雑な集まりです。 SAVでは、 ビジネスアプリケーシ ョ ンは、 [階層

] ツリーに表示されるビジネスアプリケーシ ョ ン定義 (階層、 アプリケーシ ョ ン署名とスト レージ署名、 およ

びプロパティの定義) と、 ビジネスアプリケーシ ョ ンの署名、 プロセス (およびプロセスファ ミ リ )、 ファイル

システム、 スト レージデバイス、 外部クライアン ト間の関係や依存関係を視覚化する一連のマップで構成さ

れます。 

SAVのビジネスアプリケーシ ョ ンは、 SAVでスキャンして表示されたサーバー上で実行されているビジネスア

プリケーシ ョ ンの実際のインスタンスにマッピングされます。 ビジネスアプリケーシ ョ ン  (階層マップに表

示) は、 SAVのアプリケーシ ョ ン定義 ([階層] ツリーで指定) にマッピングされる管理対象サーバー上で実行中

のプロセスのコレクシ ョ ンです。 また、 ビジネスアプリケーシ ョ ンには、 ス ト レージデバイスや、 スト レー

ジデバイスとサーバーで実行中のプロセスファ ミ リ との関係や接続状況を含めることもできます。 

SAVのビジネスアプリケーシ ョ ンに関する説明は、 次のセクシ ョ ンにも記載されています。 

• [階層] ツリー

• 階層の作成によるビジネスアプリケーシ ョ ンのモデル化

• アプリケーシ ョ ン署名

• プロセス、 プロセスファ ミ リ、 拡張プロセスファ ミ リ

• スト レージ署名

SAVアプリケーシ ョ ンの作成方法については、 デバイスでのスクリプ トの実行 (62ページ) を参照して く だ

さい。
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[階層] ツリー

[階層] ツリーはビジネスアプリケーシ ョ ンの論理ビューで、 ビジネスアプリケーシ ョ ンのインフラスト ラク

チャーを階層的に表します。 [階層] ツリーの表示形式は、 階層マップの表示とは異なります。 [階層] ツリー

には階層とサブ階層が含まれ、 これらの階層にアプリケーシ ョ ン署名とス ト レージ署名を含めることができ

ます。 

各アプリケーシ ョ ン署名内にはプロセスファ ミ リが実行されるサーバーやデバイスが含まれ、 サーバーやデ

バイス内にはプロセスファ ミ リが含まれます。 スト レージ署名はアプリケーシ ョ ン署名と似ています。 ただ

し、 ス ト レージ署名は、 (アプリケーシ ョ ン署名の場合のように ) プロセスファ ミ リではな く、 ス ト レージボ

リュームと一致します。 これにより、 ス ト レージの依存関係をすばやく見つけて分類することができます。

[階層] ツリーのイメージは、 図1を参照して く ださい。 

図1 [階層] ツリー

[階層] ツリーの下部にあるデフォルト署名は、階層マップには表示されません。代わりに、ネッ トワークマッ

プ、 サーバーマップ、 ス ト レージマップ、 SANマップ内でハイライ ト表示されます。

署名に一致するプロセスファ ミ リが存在しない場合、 [階層] ツリー内でその署名とその署名を含む階層の横

に警告アイコン が表示されます。

階層の作成によるビジネスアプリケーシ ョ ンのモデル化

階層を作成すると、ビジネスアプリケーシ ョ ンの論理構造をモデル化して、すべてのプロセスとプロセスファ

ミ リを複数のサーバー上で実行されている要素の図として表し、 サーバー間の接続、 サーバーに接続してい

るクライアン ト、 およびそれらの依存関係を表示することができます。 階層の定義には、 プロセスファ ミ リ

[階層] ペイン。

ユーザー作成の階層と、
アプリケーシ ョ ン署名

およびストレージ署名を表示

Weblogicプロセスファ ミ リー。

サーバー上で実行されている
プロセスのうち、

そのアプリケーシ ョ ン署名と
一致するもの

スト レージ署名。
管理対象スト レージ

アレイ上のボリュームと
一致する署名

デフォルト。

共通で使用される

アプリケーシ ョ ン署名
Service Automation Visualizer 13



が階層のアプリケーシ ョ ン署名と一致するサーバーを制限するデバイスフ ィルターを含めたり、 ボリューム

またはファイルシステムが階層のスト レージ署名と一致するスト レージデバイスを含めたりすることができ

ます。

各アプリケーシ ョ ンは、一連の階層とサブ階層で構成されます。階層には、 LinuxでApacheを実行するWeb層、

WindowsでWebLogicを実行するアプリケーシ ョ ン層、 SolarisでOracleを実行するデータベース層、 ディスクア

レイやNASファイラーを表すスト レージ層などがあります。 

階層は [階層 ] ツリー内で アイコンで表されます。 階層には、 アプリケーシ ョ ン署名、 スト レージ署名、

およびオプシ ョ ンでサブ階層を含めることができます。 

ビジネスアプリケーシ ョ ン階層の作成方法については、 ビジネスアプリケーシ ョ ンの階層 (65ページ) を参照

して ください。 

アプリケーシ ョ ン署名

アプリケーシ ョ ン署名は、 Apache、 Oracle、 BEA WebLogic、 Microsoft® SQL Serverといったアプリケーシ ョ ンを

含むプロセスまたはプロセスファ ミ リを表すオブジェク トです。 

アプリケーシ ョ ン署名は、[階層] ツリー内で アイコンで表されます。アプリケーシ ョ ン署名オブジェク

トは、 署名とビジュアル表示設定で構成されます。

署名はSAVがプロセスファ ミ リを識別するための、 ユーザーが設定する一連のルールです。 この一連のルー

ルでは、 プロセス名、 開いているファイル、 コマンド ライン、 環境変数、 接続先ポート、 モジュール、 実行

可能ファイルのパス、 およびリスナーポートなどのデータを使用します。 SAV で署名ルールの定義に従って

スキャン中にプロセスまたはプロセスファ ミ リが検出された場合、 検出されたプロセスまたはプロセスファ

ミ リは署名に追加され、 マップ内でハイライ ト表示されます。 

設定ではアプリケーシ ョ ンコンポーネン トのエイリアスを指定します。 これらは各種マップの指定された背

景色と前景色のテキストで表示されます。

アプリケーシ ョ ン署名の作成について詳し くは、 アプリケーシ ョ ン署名またはス ト レージ署名の作成 (69

ページ) を参照して ください。 

プロセス、 プロセスファ ミ リ、 拡張プロセスファ ミ リ

SAVでは、 プロセスはUNIXまたはWindows環境におけるプログラムの実行中のインスタンスです。 プロセス

は検出されて、 プロセスファ ミ リ と拡張プロセスファ ミ リに集約されます。 

プロセスフ ァ ミ リは、 同じ UNIX セッシ ョ ン  ( 同じ名前と GID) に含まれるプロセスの集まり、 または同じ

Windowsセッシ ョ ン  (同じ名前とログインセッシ ョ ンID) に含まれるプロセスの集まりです。 

プロセスファ ミ リは、アプリケーシ ョ ン  (またはデバイス) のツリー内で アイコンで表されます(単体のプ

ロセスは必ずプロセスファ ミ リにまとめて表示されるため、プロセスファ ミ リのアイコンで表されます)。 プ

ロセスファ ミ リが他のもの (他のプロセスファ ミ リなど ) に接続されている場合は、 アプリケーシ ョ ン  ( また

はデバイス) のツリー内で アイコンで表されます。

拡張プロセスファ ミ リは、 SAV でヒューリステ ィ ッ クを使用して関連性があると計算された一連のプロセ

スであり、 必ずしも同じプロセス階層のメンバーではありません。 

拡張プロセスファ ミ リは アイコンで表されます。
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スト レージ署名

スキャンされた管理対象サーバーがスト レージインベン ト リスナップシ ョ ッ ト を用いて構成され、 SEスキャ

ナーがSAコアと統合するように構成されている場合は、 論理スト レージ階層をモデル化することにより、 ス

ト レージデバイスやSAN とビジネスアプリケーシ ョ ンで使用されるプロセスとの関係を視覚化して理解する

こともできます。

ス ト レージ署名はアプリケーシ ョ ン署名と似ています。 ただし、 ス ト レージ署名は、 (アプリケーシ ョ ン署名

の場合のように ) プロセスファ ミ リではな く、 ス ト レージボリュームと一致します。 これにより、 ス ト レー

ジの依存関係をすばやく見つけて分類することができます。

スト レージ署名は [階層] ツリー内に作成されます。 階層マップでは、 署名のプロパティの色と名前の変更可

能な設定に従ってスト レージ署名を表示します。 

スト レージ署名は、 [階層 ] ツリー内で アイコンで表されます。 スト レージ署名オブジェク トは、 ス ト

レージボリュームの名前、 LUN名と ID、 エクスポート先のパス、 および関連する製造メーカー情報 (関連する

デバイスの製造メーカー名やモデル番号) で構成されます。 

現在のスキャンで実際のどのボリュームとも一致しないス ト レージ署名には、 警告 アイコンが表示され

ます。

ス ト レージ署名の作成に関する詳細については、 アプリケーシ ョ ン署名またはス ト レージ署名の作成 (69

ページ) および正規表現の例 (83ページ) を参照して ください。

[デバイス] ツリー

[デバイス ] ツリーは、 管理対象サーバー、 プロセスファ ミ リ、 ネッ トワークおよびスト レージデバイスに関

する 上位の情報を示すツリーベースの論理ビューです。 このツリーでは、 ネッ トワークマップ、 サーバー

マップ、 ス ト レージマップ、 SANマップに表示される 上位の情報と同じ情報が階層的に表示されます。 

[デバイス] ツリーには、 サーバー、 ネッ トワークデバイス、 ス ト レージデバイス (物理および仮想) が 上位

ノード と して表示されます。 サーバーにはプロセスファ ミ リ と拡張プロセスファ ミ リが含まれます。 ネッ ト

ワークデバイスには、 VLAN、 ポート、 ポートグループ (VMware仮想スイッチ) が含まれます。 

[デバイス] ツリーでVMware ESXiハイパーバイザーサーバーを展開して、 プロセス情報を表示することはでき

ません。

[デバイス] ツリーのストレージデバイスには、 次の要素が表示されます。 

• NASファイラー、 エクスポート したファイルシステム、 サーバーで使用するマップ済みLUN

• SANアレイとLUNがサーバーにマップされているボリューム 

• SANスイッチとファイバーチャネルポート

[デバイス] ツリーには、 SAVを起動したときにスキャンされた仮想デバイスも表示されます。 [仮想化] ボタン

を選択すると、 これらの仮想デバイスをハイパーバイザーの下にまとめて表示することができます。 このツ

リーには、 次の内容が含まれます。

• 仮想サーバー。

• VMware仮想スイッチ (vSwitch)。 仮想スイッチを展開すると、 ポートグループを表示できます。 

• Solaris グローバルゾーンを展開すると、 実行中のすべてのプロセスを表示できます。 ただし、 このプロ

セス一覧には、 現在のスキャンに含まれない非グローバルゾーンのプロセスも含まれます。

[デバイス] ツリーのオブジェク トの [プロパティ ] ペインの属性には、 次の内容が含まれます。

Oracle 

— Oracle実行可能ファイル

— Oracleデータベースインスタンス
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— データベース内の表領域

WebLogic

— アプリケーシ ョ ン

— Webアプリケーシ ョ ン

— EJB

— JDBC接続プール

Microsoft IIS

— Webサイ ト

— FTPサイ ト

— バインド

これらのオブジェク トのオンラインヘルプを参照するには、 [デバイス] ツリーでオブジェク ト を選択し、SAV

ウィンドウの左下にある  [プロパティ ] タブを選択して、 キーボードの [F1] キーを押して ください。 

図2は、 サーバー、 ネッ トワークデバイス、 ス ト レージデバイス、 SANデバイスが表示された [デバイス ] ツ

リーを示しています。

図2 [デバイス] ツリー
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サーバーデバイスに関連するエラーがある場合、 [デバイス ] ツリーのサーバーの上にエラーアイコン が

表示されます (たとえば、 SAからサーバーに到達不能な場合など )。 [デバイス ] ツリーでデバイスノードの上

にマウスポインターを置く と、 ツールチップにエラーの内容が表示されます (図3を参照)。

図3 [デバイス] ツリーのサーバーノードでデバイススキャンエラーを示すツールチップ  

発生する可能性のあるデバイスエラーの詳細については、 SAVのスキャンエラーメ ッセージ (83ページ) を参

照して ください。

SAVの起動

SAVは、 次の方法で起動できます。 

• サーバーまたはサーバーグループから起動 (ド ラ ッグアンド ドロップまたはメニューを使用)

• SAクライアン ト ライブラリから起動

• 検索またはレポートの結果から起動

• スト レージまたはネッ トワークデバイス (またはデバイスグループ) から起動

• SARクライアン ト内でレポートまたは検索の結果から起動

SAV を起動すると、 選択したサーバーまたはデバイスの詳細なスキャンが実行されます。 これには、 すべて

の仮想サーバーとそれぞれのハイパーバイザーも含まれます。 

SAVでサーバーまたはデバイスをスキャンする方法の詳細については、 データ収集と表示 (11ページ ) を参照

して ください。 

SARクライアン トからのSAVの起動の詳細については、 『SAR User’s Guide』 を参照して ください。
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SAV を使用するには、 分析の許可のアクセス権が必要です。 また、 スキャンする管理対象サーバーへの読み

取りアクセスも必要です。SAVを実行するのに管理対象サーバーへの書き込みアクセスは必要ありません。た

だし、 リモート ターミナルの起動やスクリプ トの実行など、 サーバー上でアクシ ョ ンを実行するには、 書き

込みアクセスが必要です。

SAV内で仮想化日付を表示するには、 ユーザーが属するユーザーグループで、 仮想化サーバーの表示に関す

るアクセス権を  [はい ] に設定する必要があります ( このアクセス権がない場合、 仮想サーバーは通常の物理

サーバーと同じように表示されます)。 アクセス権の取得については、 SAの管理者にお問い合わせください。

アクセス権の詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。

次の場所では、 SAクライアン ト内からSAVを起動することができます。 

• サーバー、 デバイス、 またはデバイスグループからのSAVの起動

• SAクライアン ト ライブラリからのビジネスアプリケーシ ョ ンの起動

• 検索結果からのSAVの起動 - SAクライアン トまたはSARクライアン ト

• 生成されたレポートからのSAVの起動 - SAクライアン トまたはSARクライアン ト

サーバー、 デバイス、 またはデバイスグループからのSAVの起動

SAVのサーバー (仮想サーバーまたはハイパーバイザー )、 デバイス (サーバー、 スト レージデバイス、 または

ネッ トワークデバイス)、 またはデバイスグループを起動するには、 次の手順を実行します。 

1 次のいずれかの場所からSAクライアン ト を起動します。 

• SA Web クライアン トホームページの [Power Tools] セクシ ョ ンのSA クライアン トのリンクをクリ ッ

クします。

• デスク ト ップのSA クライアン トアイコンをダブルクリ ックします (SA クライアン トのインストール

時にデスク ト ップにアイコンを設置している場合)。

• [スタート ] メニューから  [すべてのプログラム] > [HP Server Automationクライアン ト ] を選択します。

2 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] ツリーを選択します。

3 デバイスグループ、 サーバーリスト、 またはスト レージリストからデバイスを選択し、 次のいずれかの

アクシ ョ ンを実行します。

• [アクシ ョ ン] メニューから、 [次で開く ] > [HP Service Automation Visualizer] を選択します。 

または

• 右クリ ックして、 メニューから  [次で開く ] > [HP ] を選択します。

または

• [ツール] メニューから、 [HP Service Automation Visualizer] > [選択アイテムを開く ] を選択します。

または

• サーバーを選択して、 SAVの開いているウィ ンドウにド ラッグします。 その後、 SAVで新しいデバイ

スをスキャンして表示できるように、メインツールバーの [スナップシ ョ ッ トの更新] をクリ ッ

クします。 

スキャンが完了すると、 SAV アプリケーシ ョ ンウィ ン ドウが開き、 選択したデバイスが [ デバイス ] ツ

リー、 [階層] ツリー、 [プロパティ ] ペイン、 サーバーマップ、 ネッ トワークマップ、 階層マップ、 [イン

フラスト ラクチャー ] ペインに表示されます。

SAVのスキャンに時間がかかる場合は、 途中でキャンセルできます。 スキャンのタイムアウト値の設定

方法の詳細については、 スキャンのタイムアウト設定 (60ページ) を参照して ください。
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仮想サーバーまたは仮想サーバーのハイパーバイザーを選択し、 SAV で開く場合は、 仮想化関係のスキャン

を実行するかどうか ( つまり、 選択したサーバーに関連する仮想サーバーとホストサーバーをスキャンする

かどうか ) の選択を 初に求められます。 この場合は、 選択したサーバーに関連する仮想サーバーまたはハ

イパーバイザーの数に応じて、スキャンが完了するまでに要する時間が長く なる可能性があります。仮想サー

バーのスキャンの設定を制御する場合は、 「仮想化設定」 (59ページ) を参照して ください。

SAクライアン ト ライブラリからのビジネスアプリケーシ ョ ンの起動

ビジネスアプリケーシ ョ ンはライブラリから起動することができます。 ビジネスアプリケーシ ョ ンは、 通常

複数のサーバーで実行されるサービス、 ネッ トワーク接続 (LANおよびSAN)、 およびスト レージデバイスを含

む複雑な集まりです。 SAV では、 ビジネスアプリケーシ ョ ンは、 [階層 ] ツリーに表示されるビジネスアプリ

ケーシ ョ ン定義 (階層、 アプリケーシ ョ ン署名とス ト レージ署名、 およびプロパティの定義) と、 ビジネスア

プリケーシ ョ ンの署名、 プロセス (およびプロセスファ ミ リ )、 ファイルシステム、 スト レージデバイス、 外

部クライアン ト間の関係や依存関係を視覚化する一連のマップで構成されます。

図4 SAクライアン ト ライブラリのビジネスアプリケーシ ョ ン  

SAV ビジネスアプリケーシ ョ ンの作成と保存の詳細については、 ビジネスアプリケーシ ョ ン定義の作成 (63

ページ) およびビジネスアプリケーシ ョ ンの保存 (71ページ) を参照して ください。

SAクライアン ト ライブラリからSAVを起動するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [タイプ別] を選択します。

2 ビジネスアプリケーシ ョ ンオブジェク ト を削除します。 右側のコンテンツペインに、 表示するアクセス

権のあるSAVのすべてのビジネスアプリケーシ ョ ンが表示されます。 

3 ビジネスアプリケーシ ョ ンを開いてSAVを起動するには、ビジネスアプリケーシ ョ ンを選択し、右クリ ッ

クして [開く ] を選択します。 
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検索結果からのSAVの起動 - SAクライアン トまたはSARクライアン ト

SAクライアン トまたはSARクライアン トで検索結果からSAVを起動するには、 次の手順を実行します。 

1 次のいずれかの場所からSAクライアン ト を起動します。 

• SA Web クライアン トホームページの [Power Tools] セクシ ョ ンのSA クライアン トのリンクをクリ ッ

クします。

• デスク ト ップのSA クライアン トアイコンをダブルクリ ックします (SA クライアン トのインストール

時にデスク ト ップにアイコンを設置している場合)。

• [スタート ] メニューから  [すべてのプログラム] > [HP Server Automationクライアン ト ] を選択します。

または、 次の手順でSARクライアン ト を起動します。 

• [スタート ] メニューから  [すべてのプログラム] > [HP Server Automationクライアン ト ] を選択します。

2 [検索] パネルで、サーバーの検索を実行します。 たとえば、上部のドロップダウンリストで、サーバー、

ビジネスアプリケーシ ョ ン、SANスイッチ、またはスト レージシステムを選択して、緑の検索ボタン を

クリ ックします。

3 検索結果で、 1つまたは複数のサーバーを選択して、 次のいずれかのアクシ ョ ンを実行します。 

• [アクシ ョ ン] メニューから  [Service Automation Visualizer] を選択します。 

または

• [ツール] メニューから、 [Service Automation Visualizer] > [選択アイテムを開く ] を選択します。

スキャンが完了すると、 SAV アプリケーシ ョ ンウィ ン ドウが開き、 選択したデバイスが [ デバイス ] ツ

リー、 [階層] ツリー、 [プロパティ ] ペイン、 サーバーマップ、 ネッ トワークマップ、 階層マップ、 [イン

フラスト ラクチャー ] ペインに表示されます。

生成されたレポートからのSAVの起動 - SAクライアン トまたはSARクライアン ト

SAクライアン トまたはSARクライアン トのレポートの結果からSAVを起動するには、 次の手順を実行します。 

1 [ スタート ] メニューから  [すべてのプログラム ] > [HP Business Service Automation] > [HP Server

Automation Client] を選択します。

または、 次の手順でSARクライアン ト を起動します。 

[ ス ター ト ] メ ニューから  [ すべてのプログラム ] > [HP Business Service Automation] > [HP Server

Automation Reporter] を選択します。

2 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [レポート ] を選択します。

3 [レポート ] を展開してレポートを選択します。 レポートの結果にサーバーが表示されます。

4 レポートの結果で、個別のサーバーまたは複数のサーバーにド リルダウンしてそれらを選択し、右クリ ッ

クして [Service Automation Visualizer] を選択します。

スキャンが完了すると、 SAV アプリケーシ ョ ンウィ ン ドウが開き、 選択したデバイスが [ デバイス ] ツ

リー、 [階層] ツリー、 [プロパティ ] ペイン、 サーバーマップ、 ネッ トワークマップ、 階層マップ、 [イン

フラスト ラクチャー ] ペインに表示されます。

デバイスグループで SAV を起動したとき、 または以前のスキャンを更新したときに、 スキャンの対象になる

サーバーはスキャンを実行する時点でのデバイスグループのメンバーで構成されます。 メンバーシップは時

間とともに変わる可能性があります。 そのため、 同じ選択内容でスキャンを 2回行った場合、 スキャンされ

るサーバーの組み合わせが異なる可能性があります。
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SAVからのStorage Essentialsの起動

SAコアがStorage Essentialsを使用して構成されている場合は、SAV内でSANアレイからStorage Essentialsを起動

することができます。

SAV内でStorage Essentialsを起動するには、 次の手順を実行します。 

1 SAVアプリケーシ ョ ンウィンドウ内で、 SANマップを選択します。 

2 スト レージアレイを選択し、 右クリ ックして [Open HP Storage Essentials] を選択します。 

SAVユーザーインタフェース

SAVのユーザーインタフェースには、 ビジネスアプリケーシ ョ ンとビジネスアプリケーシ ョ ンに関連するす

べてのプロセス、 接続、 およびデバイスが表示されます。 このため、 ユーザーインタフェースには、 次の要

素が用意されています。 

• アプリケーシ ョ ンの物理レイアウト、論理レイアウトおよび仮想レイアウトを表示するSAVのマップ (28

ページ) を参照して ください。

• アプリケーシ ョ ンの物理レイアウト と論理レイアウト を表示する [階層] ツリー (13ページ ) および [デバ

イス] ツリー (15ページ) を参照して ください。

• 選択したオブジェク ト、 署名、 プロセス、 または接続に関する詳細な情報を提供する SAVのプロパティ

(42ページ) を参照して く ださい。

• オブジェク ト を比較するためのスナップシ ョ ッ トの比較 (75ページ) を参照して ください。

• ツリーおよびマップのオブジェク トに関する詳細を表示する動的なツールバーと詳細なツールチップ。 
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図5に、 SAVで表示される情報のタイプを示します。

図5 Service Automation Visualizerのユーザーインタフェース 

SAVのツールバー

SAVのツールバーでは、 さまざまなレイアウトのビューやツリーの開く /閉じる、 サイズ変更、 構成の他に、

スクリプ トの実行、 Global Shellの起動、 SAVスナップシ ョ ッ トの作成、スナップシ ョ ッ トの比較などを行う こ

とができます。

[階層] ペイン。

ビジネスアプリケー
シ ョ ンとアプリケーシ ョ ン

署名を表示
階層マップ。

ビジネスアプリケー
シ ョ ンと、 物理および
論理依存関係を表示
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選択されたツリーやビューによって、 ツールバーの一部のアイコンは使用できな く なります。 SAVのツール

バーのアイコンの説明は、 表1を参照して ください。 

表1 SAVのツールバーのアイコン

ツールバーの

アイコン 説明

メインのツールバー

新しい情報を収集して表示し、スキャン結果を更新します。このボタンをクリ ックす

ると、 そのたびにSAVによって新しいSAVスナップシ ョ ッ トが作成されます。 スナッ

プシ ョ ッ トはビジネスアプリケーシ ョ ンの一部として保存され、スナップシ ョ ッ トの

比較で使用することができます。 

以前に保存した.vamまたは.vatファイルを開くか、 またはSAライブラリからビジネス

アプリケーシ ョ ンを開きます。

現在のビジネスアプリケーシ ョ ン  ( マップを含む ) を .vam または .vat ファイルとして

ローカルフ ァイルシステム、 SA クライアン ト ライブラ リ、 またはGlobal File System

(OGFS) に保存します。現在のビジネスアプリケーシ ョ ンを以前に保存していない場合

は、 [名前を付けて保存] ウィンドウが表示されます。

選択したマップを印刷します。ページ設定 (複数ページの印刷など) や印刷するマップ

のタイ トルなどを指定する  [印刷] ウィンドウが表示されます。

[階層 ] ツリーで選択したビジネスアプリケーシ ョ ンやスト レージ署名または選択し

た階層を切り取って、 クリ ップボードに保存します。

[ 階層 ] ツリーでビジネスアプリケーシ ョ ンコンポーネン トやス ト レージ署名をコ

ピーして、 クリ ップボードに保存します。

[階層 ] ツリーまたは階層マップで選択したアプリケーシ ョ ン階層または署名を削除

します。

選択したデバイス (サーバー、スト レージデバイス、ネッ トワークデバイス) に対して

デバイスエクスプローラーを開きます。

サーバー (SAクライアン ト ) またはネッ トワークデバイス (NAクライアン ト ) のコンプ

ライアンスビューを開きます。 

選択したネッ トワークデバイスに対して NA を開きます ( コアがNA に対応している

場合)。

[リモート ターミナルを開く ] ウィンドウを開きます。 このウィンドウでは、 リモート

ターミナルのログインIDを選択します。
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SAクライアン トで [スクリプ トの実行] ウィンドウを起動するか (サーバーの場合)、ま
たはNA クライアン トの [新規タスク ] - [ コマンドスクリプ トの実行 ] ページを起動し

ます (ネッ トワークデバイスの場合)。 

Global Shellセッシ ョ ンを開きます。 

[OGFSスクリプ トの実行] ウィンドウを起動します。 

選択した仮想サーバー (VMまたはSolarisローカルゾーン) を開始します。

選択した仮想サーバー (VMまたはSolarisローカルゾーン) を停止します。

選択した仮想サーバー (VMのみ) を一時停止します。

選択した仮想サーバー (VMまたはSolarisローカルゾーン) を再開します。

現在ロード されているスキャン結果をフ ィルター処理して、関連するデータを見つけ
ることができます。詳細については、 SAVデータのフ ィルター処理 (80ページ) を参照

して く ださい。 

SAV スナップシ ョ ッ トの比較を行う ことができます。 クリ ックすると、 SAV ウィンド

ウの下部に [比較] ペインが表示されます。 も う一度クリ ックすると、 [比較] ペインは

表示されな く なります。スキャン結果の比較の詳細については、スナップシ ョ ッ トの
比較 (75ページ) を参照して く ださい。 

サーバーマップ、 ス ト レージマップ、 [デバイス] ツリーで、 ホスト内の仮想サーバー

または仮想スイッチの間の仮想化関係を表示します。 

[プロパティ ] ペインのツールバー

[ プロパテ ィ ] ペインで選択したオブジェク トのプロパティ をアルファベッ ト順に並

べ替えます。 

選択したプロパティ属性に関する関連情報を表示します。

プロパティのすべてのカテゴリを展開します。 

プロパティのすべてのカテゴリを折りたたみます。 

表1 SAVのツールバーのアイコン （続き）

ツールバーの

アイコン 説明
24 第1章



ビジネスアプリケーシ ョ ンに連絡先を追加します ([ 階層 ] ツリーでビジネスアプリ

ケーシ ョ ンの 上位ノードを選択したときにのみ使用できます)。

ビジネスアプリケーシ ョ ンの連絡先を削除します ([ 階層 ] ツリーでビジネスアプリ

ケーシ ョ ンの 上位ノードを選択したときにのみ使用できます)。

[プロパティ ] ペインまたはテーブルの内容 ( インフラスト ラクチャーや差異など ) を

.csvファイルにエクスポート します。 

マップのツールバー

選択したビューを回転して、 縦/横方向の切り替えを行います。 

選択したビューのすべてのコンポーネン ト を描画し直します。 手動で修正したコン

ポーネン トのサイズ設定はそのまま維持されます。 

[階層 ] ツリー内の選択した階層または選択したマップ内の閉じているフォルダーを

展開します。階層は、その階層に含まれるビジネスアプリケーシ ョ ンコンポーネン ト

まで展開されます。 ビジネスアプリケーシ ョ ンコンポーネン トの下にある管理対象

サーバーは展開されません。

[階層 ] ツリー内のすべての階層または選択したビュー内の閉じているコンポーネン

ト を折りたたみます。

[階層] ツリー内のすべての階層または選択したマップ内の署名を開きます。

[階層] ツリー内の選択した階層または選択したマップ内のフォルダーを閉じます。

選択したビューをズームインします (表示サイズを大き く します)。

選択したビューをズームアウト します (表示サイズを小さ く します)。

画面のサイズに合うように、現在アクテ ィブなビュー内の選択したコンポーネン トの

サイズを変更します。

表1 SAVのツールバーのアイコン （続き）

ツールバーの

アイコン 説明
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メニューと メニューオプシ ョ ン

このセクシ ョ ンでは、 メニューと メニューオプシ ョ ンについて説明します (説明の必要がないものについて

は省略します)。

[ファイル] メニュー

変更を加えたビジネスアプリケーシ ョ ン定義をデフォルトに設定する場合は、 [ ファイル ] メニューから  [デ

フォルトテンプレート と して設定] を選択します。

ビジネスアプリケーシ ョ ン定義に変更を加えた後で、 以前に保存したデフォルトのビジネスアプリケーシ ョ

ンに戻す場合は、 [ファイル] メニューから  [デフォルトテンプレートのリセッ ト ] を選択します。

保存済みのビジネスアプリケーシ ョ ンテンプレート をインポートする場合は、[ファイル] メニューから  [テン

プレートのインポート ] を選択して、 選択したテンプレート をインポート します。

ビジネスアプリケーシ ョ ンテンプレートの詳細については、 ビジネスアプリケーシ ョ ンテンプレート  (64

ページ) を参照して ください。

[表示] メニュー

デフォルトで、[レイアウトのアニメーシ ョ ン表示] オプシ ョ ンはオンになっています (先頭にチェ ックマーク

が付きます )。 このため、 更新の場合を含めて、 マップを描画するたびにアニメーシ ョ ン表示されます (オブ

ジェク トが動いて表示されます )。 [レイアウトのアニメーシ ョ ン表示] オプシ ョ ンがオフ  (チェ ックマークな

し ) の場合、 描画するたびにマップがアニメーシ ョ ン表示されることはありません (オブジェク トは動いて表

示されません)。

SAVでのデバイスの追加と削除

SAV でデバイスを開いて表示し、 ビジネスアプリケーシ ョ ン定義の作成が済んだら、 初のスナップシ ョ ッ

トにデバイスを追加して、 他のデバイス (サーバー、 ネッ トワークデバイス、 ス ト レージデバイスなど) がビ

ジネスアプリケーシ ョ ンの現在の状態にどのように関係しているのかを確認することができます。 

たとえば、 ビジネスアプリケーシ ョ ンを作成したが、 使用しているすべてのストレージデバイスについて確

信が持てない場合があります。 あるいは、 ビジネスアプリケーシ ョ ンに接続されているのに、 初にスキャ

ンされていない管理対象サーバーが見つかることもあります。 これらは、 SAV アプリケーシ ョ ンウィ ンドウ

に容易に追加することができます。

画面のサイズに合うように、現在アクテ ィブなマップ内のすべてのコンポーネン トの

サイズを変更します。

IPCのすべての線に、 関連するプロ ト コル (SSHやHTTPなど ) のラベルを付けます。 プ

ロ ト コルは、サーバーマップ、ネッ トワークマップ、階層マップで表示されます。 プ

ロ ト コル表示モードは、 マップごとに適用されます。

階層マップを切り替え、プロセスファ ミ リのタイ トルバーにホストサーバー名を表示

します。

表1 SAVのツールバーのアイコン （続き）

ツールバーの

アイコン 説明
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デバイスを追加する際に表示される  [デバイスの追加 ] ウィンドウの設定に応じて、 SAVスナップシ ョ ッ トが

自動的に更新され、 選択したデバイスがスキャンされます。 SAV で新し く追加されたデバイスが自動的にス

キャンされないようにするには、デバイスを追加して、ウィンドウのチェ ックボックスをオフにし、SAVツー

ルバーの [スナップシ ョ ッ トの更新] をクリ ックして後でデバイスをスキャンすることができます。 

また、 スキャンしたデバイスの中にスナップシ ョ ッ トに必要ないデバイスが見つかって、 それらを削除する

必要がある場合には、 デバイスを選択して簡単に削除することができます。 

SAV で更新やデバイスのスキャンが正常に機能しない場合は、 エラーが発生している可能性があります。 発

生する可能性のあるエラーについては、 SAVのスキャンエラーメ ッセージ (83ページ) を参照して ください。 

SAVへのデバイスの追加

SAVにデバイスを追加するには、 次の手順を実行します。 

1 SAV内の任意の場所で、 右クリ ックまたは [アプリケーシ ョ ン ] メニューから  [デバイスの追加] を選択し

ます。 

2 [デバイスの追加] ウィンドウの左側のペインでデバイスのカテゴリを選択すると、 それに対応するデバ

イスが右側のペインに表示されます。 サーバー、 デバイスグループ、 ネッ トワークデバイス、 ス ト レー
ジデバイスなどを追加できます。

[検出された依存関係] カテゴリには、 SAVによってSAVの既存のスナップシ ョ ッ ト内のデバイスと関

係があるか、 接続されていることが検出されたデバイスが表示されます。 

[スキャン結果の更新] オプシ ョ ンを選択すると、[追加] をクリ ックしたときにSAVスナップシ ョ ッ ト

が自動的に更新されます。

3 追加するデバイスを選択したら、 [追加] をクリ ックします。 結果は必ず保存して ください。 結果を保存

しないと、 新し く追加したデバイスはビジネスアプリケーシ ョ ンに保存されません。 

4 [スキャン結果の更新] オプシ ョ ンが選択されていない場合に、 SAVツールバーの [スナップシ ョ ッ トの更

新] をクリ ックすると、 SAVによって新し く追加したデバイスがスキャンされます。 デバイスがSAV
に追加された後に更新されていない場合、 これらのデバイスはマップ内で半透明のボックスとして表示
され、 プロパティ情報は表示されません。 

スナップシ ョ ッ ト を更新せずにビジネスアプリケーシ ョ ンを保存またはエクスポート しよう とすると、 ビジ

ネスアプリケーシ ョ ンを保存するかどうかを確認するダイアログが表示されます。 ビジネスアプリケーシ ョ

ンに新しい情報を追加する場合は、 保存やエクスポート を行う前にスナップシ ョ ッ ト を更新する必要があり

ます。 

SAVからのデバイスの削除

SAVからデバイスを削除するには、 次の手順を実行します。

1 SAV内で、 いずれかのマップまたは [デバイス ] ペインでデバイスを選択し、 右クリ ックまたは [ アプリ

ケーシ ョ ン] メニューから  [デバイスの削除] を選択します。 

2 選択したデバイスを削除するかどうかを確認するメ ッセージが表示されます。 [はい] をクリ ックしてデ

バイスを削除します。 

3 SAVスナップシ ョ ッ ト を 新の状態にするため、 SAV ツールバーの [ スナップシ ョ ッ トの更新 ] をク

リ ックして SAV でスナップシ ョ ッ ト を更新し、 新し く追加されたデバイスをスキャンした後に、 ビジネ

スアプリケーシ ョ ンを保存します。 

デバイスがスキャンから削除されると、 そのデバイスとそのデバイスに対するすべての接続および外部
クライアン トのすべての IPアドレスがマップ、 ツリー、 テーブルから削除されます。 これには、 スキャ

ン内の他の管理対象サーバーへのリンクも含まれます。 
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[スナップシ ョ ッ トの更新] をクリ ックしたときに、 これらの他の管理対象サーバーへのリンクはク

ライアン ト IPまたはその他の依存関係として表示されることがあります。

スナップシ ョ ッ ト を更新せずにビジネスアプリケーシ ョ ンを保存またはエクスポート しよう とすると、 ビジ

ネスアプリケーシ ョ ンを保存するかどうかを確認するダイアログが表示されます。 ビジネスアプリケーシ ョ

ンに新しい情報を追加する場合は、 保存やエクスポート を行う前にスナップシ ョ ッ ト を更新する必要があり

ます。 

SAVのマップ

SAVでは、階層マップ、サーバーマップ、ネッ トワークマップ、ス ト レージマップ、 SANマップの5種類のマッ

プにより、ユーザー環境内の管理対象サーバー、ネッ トワーク/スト レージデバイス、および接続を物理的お

よび論理的に表示します。

SAVでは、 アプリケーシ ョ ンがどのように機能しているかを確認するために次のマップを利用できます。 

• 階層マップ

• サーバーマップ

• ネッ トワークマップ

• スト レージマップ

• SANマップ

SAVのマップを表示する以外にも、 次の操作を行う ことができます。 

• マップ内に仮想化関係を表示します (仮想サーバーや仮想デバイス、ハイパーバイザー、スイッチなど)。

サーバーマップでの仮想サーバー関係の表示 (30ページ) を参照して ください。 

• マップを .gif、 .jpg、 または .svgファイルへエクスポート します。 マップの印刷 (41ページ ) を参照して く

ださい。

• マップを1枚の紙または複数枚の紙に印刷します。 マップの印刷 (41ページ) を参照して ください。

• サーバーマップやネッ トワークマップでIPCサービス名 (HTTPやSMTPなど) を表示します。マップでのIPC
サービス名の表示 (41ページ) を参照して ください。 

階層マップ

階層マップでは、 ビジネスアプリケーシ ョ ンの階層、 およびビジネスアプリケーシ ョ ンのアプリケーシ ョ ン

署名、 スト レージ署名、 外部クライアン トの間の接続、 その他の依存関係など、 ビジネスアプリケーシ ョ ン

の論理構造を表示します。 デフォルトでは、 階層を作成してアプリケーシ ョ ンを含む署名を定義するまで、

このマップには何も表示されません。 階層の作成 (66ページ) を参照して ください。

また、階層マップには、アプリケーシ ョ ンに接続されている外部IPアドレス (クライアン ト IP) と、アプリケー

シ ョ ンから接続して使用する外部IPアドレス (外部の依存関係) も表示されます。 

スト レージ署名はアプリケーシ ョ ン署名と似ています。 ただし、 ス ト レージ署名は、 (アプリケーシ ョ ン署名

の場合のように ) プロセスファ ミ リではな く、 ス ト レージボリュームと一致します。 これにより、 ス ト レー

ジの依存関係をすばやく見つけて分類することができます。 階層マップでは、 署名のプロパティの色と名前

の変更可能な設定に従ってスト レージ署名を表示します。

現在のスキャンで実際のどのボリュームとも一致しないスト レージ署名には、 アプリケーシ ョ ン署名と同様

に、 警告アイコンが表示されます。
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署名は1つの階層内で分類でき、 プロセスファ ミ リをアプリケーシ ョ ンの名前付き要素として認識するのに

使用できます。 プロセスファ ミ リを持たない階層は階層マップに表示されます。 これらは個別の階層内でグ

ループ化し、 色と名前を変更して区別して表示することができます。 図6を参照して ください。

図6 階層マップ    

アプリケーシ ョ ン  (またはスト レージ) 署名に関連するプロセスファ ミ リ  (またはストレージデバイス) がない

場合、 階層オブジェク トのタイ トルバーに警告アイコン が表示されます (例: )。

VMware ESXiハイパーバイザーサーバーは階層マップに表示されませんが、 サーバー上にホスト された VM を

表示することはできます。 

サーバーマップ

サーバーマップには、 階層マップの要素と一連の (仮想または物理) サーバーとの対応関係を示す物理レイア

ウトが表示されます。 これには、 サーバー上で実行中のプロセスファ ミ リ とこれらのプロセスファ ミ リ同士

の接続状況も含まれます。

サーバーマップには、 アプリケーシ ョ ンに接続されている外部 IPアドレス ( クライアン ト IP) と、 アプリケー

シ ョ ンから接続して使用する外部IPアドレス (外部の依存関係) が表示されます。 これらの外部接続のいずれ

かがSAの管理対象サーバーである場合、 SAVは接続をサーバーとして表示します。 

これらのサーバーをスキャンに含める必要がある場合は、 サーバーを右クリ ックして [追加 ] を選択します。

デバイス: デバイスを追加した後で、 SAVツールバーの [スナップシ ョ ッ トの更新] をクリ ックします。 

また、 サーバーマップとネッ トワークマップでは、 DNSサーバー要素にスキャン内のすべてのサーバーで使

用中のDNSサーバーが表示されます。 これらのサーバーのいずれかに関して管理対象サーバー情報がわかっ

ている場合は、 右クリ ックしてデバイスの追加を実行することができます。 このDNSサーバーノードに対す

る接続は表示されません。 

Application Tier 
containing several Java 

process families and 
multiple connections
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サーバーマップでプロセス (およびプロセスが実行されているデバイス) 間の接続に使用されているサービス

のタイプ (http、 sshなど) を確認する場合は、 [IPCサービス名をマップに表示] ボタンをクリ ックします。 

サーバーマップでは、VMware ESXiハイパーバイザーサーバーを展開してプロセス情報を表示することはでき

ません。

サーバーマップでの仮想サーバー関係の表示

SAV で仮想サーバーまたは仮想デバイスをスキャンした場合や、 他の仮想デバイスを含むデバイスや他の仮

想デバイスと接続されたデバイスをスキャンした場合、 [仮想/物理的含有関係の表示] をクリ ックする

と、 サーバーマップ (および仮想デバイスを表示するその他のマップ) に仮想サーバーと仮想サーバーをホス

トする物理デバイスとの関係が表示されます。 

このボタンをクリ ックすると、 仮想サーバーをホスト しているハイパーバイザー内に仮想サーバーが表示さ
れるため、 仮想サーバーと物理サーバーを見分けて、 仮想サーバーと物理サーバーの関係を確認することが
できます。 

図7では、 サーバーマップに物理 (非仮想) サーバー (上) と仮想サーバー (下) が表示され、 タイ トルバーにハ

イパーバイザー名が表示されています。

図7 サーバーマップ  

仮想サーバーテク ノロジーでは、 ハイパーバイザーのみをスキャンしてハイパーバイザーのゲストをスキャ
ンしない場合、 仮想サーバーに関する限られた情報しか表示されず、 仮想サーバーを開いて内容を確認する
ことはできません。

スキャンされるすべてのSolarisグローバルゾーンに対して、 仮想マップに 「その他のゾーン」 という名前の

リストが表示されます。 これには、 実際には非グローバルゾーンで実行されていて、 スキャンに含まれてい
なかった、 グローバルゾーンに表示されるすべてのプロセスが含まれます。 

VMware ESXハイパーバイザーでは、 仮想マシンと仮想スイッチのポートグループとの間の接続 (この接続は、

常にデュプレックスが一致する緑色のイーサネッ ト接続として表示されます ) に加えて、 仮想スイッチが仮

想マシンとともに表示されます。

Physical, non-
virtual server
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VMware ESXiハイパーバイザーサーバーには、 プロセスファ ミ リや実行時情報は表示されません。 

SAV で表示できる情報は、 ハイパーバイザーまたは仮想サーバーにエージェン トがインス トールされている

かどうかによっても異なります。 

次に例を示します。 

• エージェン トが仮想サーバーにインストールされ、 ハイパーバイザーにはインストールされていない場

合があります。 この場合、 SAV にはスキャンされた仮想サーバーだけが表示され、 ハイパーバイサーは

表示されません。 

• エージェン トがハイパーバイザーにインストールされ、 ゲスト仮想サーバーの一部またはすべてにイン

ス トールされていない場合があります。 この場合、 SAV にはすべてのゲス ト仮想サーバーが表示されま

すが、 表示される仮想サーバーの情報は限られます。 この場合は、 仮想サーバーを開いてド リルダウン
することはできません。 

仮想サーバーを開いたときに、 サーバーボックスの配置をマップ内で適切に表示できない場合は、 SAV ツー

ルバーの [レイアウトの回転] アイコン をクリ ックして、 レイアウト を回転させてサーバーマップを異な

る形で表示できます。

仮想サーバーの開始、 停止、 サスペンド、 およびリセッ ト

仮想サーバーと仮想サーバーの関係を表示するだけでな く、 SAV内で仮想サーバーの停止、 一時停止、 開始、

およびリセッ ト を行う こともできます (物理的なハイパーバイザーサーバーではこれらの操作を行う ことは

できません )。 SAV ツールバーを使用するか、 仮想サーバーを右ク リ ッ クするこ とによ り、 仮想サーバー

(VMware VMまたはSolarisゾーン) に対して次の機能を実行することができます。 

• 仮想サーバーの開始: 仮想サーバーを一時停止している場合は、 仮想サーバーが再開されます。 この

機能は、 選択した仮想サーバーが停止または一時停止されている場合に使用できます。

• 仮想サーバーの停止: 選択した実行中の仮想サーバーを停止します。

• 仮想サーバーのサスペンド : 選択した実行中の仮想サーバーを一時停止します。 VMwareのVMのみで

使用できます。 Solarisローカルゾーンでは使用できません。

• 仮想サーバーの再開 : 選択したオブジェク トが実行中の仮想サーバーである場合にこれらを再開し

ます。

仮想サーバーを開始、 停止、 サスペンド、 またはリセッ トするには、 次の手順を実行します。 

1 仮想サーバーを表示するSAVのいずれかのマップ  (サーバー、 ネッ トワーク、 ス ト レージ、 SAN) で、 仮想

サーバーを選択します。

2 右クリ ックまたは [管理] メニューから、 [開始]、 [停止]、 [サスペンド ]、 または [選択した仮想サーバー

の再開] を選択します。 

3 仮想サーバーとそれぞれのハイパーバイザーとの関係を確認する場合は、 SAV ツールバーで [仮想 /物理

的含有関係の表示] をクリ ックします。

マップ内でのMicrosoft IIS、 Oracleデータベース、 およびWebLogic

マップでは、 Microsoft IIS、 Oracleデータベース、 またはWebLogic をド リルダウンして、 次のオブジェク ト を

展開できます。

WebLogicのプロセスファ ミ リ : 

• Webアプリケーシ ョ ン

• EJB
Service Automation Visualizer 31



• JDBC接続プール

Oracleデータベースのプロセスファ ミ リ :  

• Oracleデータベースインスタンス

• Oracle表領域

• Oracleデータファイル

• Microsoft IISのプロセスファ ミ リ : 

• Webサイ ト

• FTPサイ ト

ネッ トワークマップ

ネッ トワークマップには、 ネッ トワーク内でのアプリケーシ ョ ンの要素間の接続状況を表す物理レイアウト

(および仮想レイアウト ) が表示されます。これには、サーバーの上のネッ トワークインタフェース、サーバー

が接続されているデバイス (スイッチおよび仮想スイッチ ) も含まれます。 また、 SAVには、 ネッ トワーク環

境内にあるファイアウォールやロードバランサーも表示されます。 

このマップでは、 サーバー上のネッ トワークインタフェースを介して接続されたプロセスファ ミ リ と、 サー

バーのネッ トワークインタフェースが接続されたポート とポートグループ、 VLAN、 およびリスナーを表示で

きます。 ネッ トワークの要素はすべて緑で表示されます。 

また、ネッ トワークマップには、アプリケーシ ョ ンに接続されている外部IPアドレス (クライアン ト IP) と、ア

プリケーシ ョ ンから接続して使用する外部IPアドレス (外部の依存関係) も表示されます。 これらの外部接続

のいずれかがSAの管理対象サーバーである場合、 SAVは接続をサーバーとして表示します。 

これらのサーバーをスキャンに含める必要がある場合は、 ネッ トワークマップ内を右クリ ックして [ デバイ

スの追加] を選択し、 SAVツールバーの [スナップシ ョ ッ トの更新] をクリ ックします。 

ネッ トワークマップには、スナップシ ョ ッ ト内のすべてのサーバーで使用中のDNSサーバーも表示されます。

これらのサーバーのいずれかに関して管理対象サーバー情報がわかっている場合は、 右クリ ックしてデバイ

スの追加を実行することができます。 

ネッ トワークマップでプロセス (およびプロセスが実行されているデバイス) 間の接続に使用されているサー

ビスのタイプ (http、sshなど) を確認する場合は、[IPCサービス名をマップに表示] ボタンをクリ ックします。 

ネッ トワークマップでVMware ESXiハイパーバイザーサーバーのネッ トワークインタフェースを展開して、プ

ロセス情報を表示することはできません。

拡張レイヤー 1 (L1) ネッ トワークグラフ

ネッ トワークマップには、 スキャンされたサーバーに直接接続されたデバイスだけでな く、 スキャンされた

サーバーに接続されたデバイスと接続しているデバイスも表示されます。 ネッ トワークマップには、 次の物

理L1ネッ トワーク情報が表示されます。 

• スキャンされたサーバーに接続された、 SAVで検出できるすべてのスイッチが表示されます

• スナップシ ョ ッ ト内の任意の2つのサーバー間の 短パス (ホップ数 ) 上にあるすべてのネッ トワークデ

バイスが表示されます

• 以下を含む関連するすべてのネッ トワークデバイス: 

— ビジネスアプリケーシ ョ ンのスナップシ ョ ッ トに手動で追加されたネッ トワークデバイス

— ビジネスアプリケーシ ョ ンの以前のスナップシ ョ ッ トに表示されていたが、 ビジネスアプリケー

シ ョ ンからまだ手動で削除されていなかったネッ トワークデバイス
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— 相互に接続された任意の2つのデバイス間のすべての物理 (L1) 接続

ネッ トワーク速度とデュプレックスの一致

ネッ トワークマップでは、 次の色分けを使用して、 インタフェースとネッ トワークデバイスとの間で速度や

デュプレックスが一致しないレイヤー 1接続がハイライ ト表示されます。 

• 緑の線と矢印は、 デュプレックスと速度が一致することを示します。

• 赤い線と矢印は、 デュプレックスまたは速度が一致しないことを示します。

• グレーの線と矢印は、 デュプレックスまたは速度の一致を判断するのに十分な情報が収集されていない

ことを示します。

ACLとサーバープール構成

ネッ トワークデバイス ( ファイアウォール、 ロードバランサー、 ルーター、 スイッチ ) では、 ACL とサーバー

プール構成 (ロードバランサーのみ) の情報を確認することができます。 

ACLとサーバープール構成の表示および比較の詳細については、ACLとサーバープール構成 (72ページ) を参照

して ください。

仮想ネッ トワークデバイス

仮想ネッ トワークデバイスと仮想ネッ トワークデバイスが実行されている物理デバイスや接続されている物

理デバイスとの関係を確認する場合は、 SAVツールバーで [仮想/物理的含有関係の表示] をクリ ックし

ます。 

VMware仮想スイッチは、仮想マシンまたはその他のネッ トワークデバイスとともに表示されます。その間の

接続は、 デュプレックスが一致する、 緑色のイーサネッ ト接続として表示されます。 

ネッ トワークインタフェースとネッ トワークデバイスでは、 次の記号を使用します。 

•  ネッ トワークデバイス: ([デバイス] ツリーに表示) スイッチまたは仮想スイッチ。 

•  ネッ トワークインタフェースカード  (NIC): 使用可能な場合、 NICはIPアドレスと接続されたプロセス

とともに表示されます。 

•  リスナー : 複数のネッ トワークインタフェースでリ ッスンしているプロセスファ ミ リや複数のネッ

トワークインタフェースに接続されているプロセスファ ミ リは、 ネッ トワークマップ内に複数回表示さ

れます。

•  ネッ トワークデバイスポート :  

•  仮想LAN:  

接続されていないネッ トワークデバイスも表示されます。 ネッ トワークデバイスがサーバーに接続されてい

るか、その他のネッ トワークデバイスに接続されるかがわからない場合は、[デバイス] ツリー内のネッ トワー

クデバイスの横に警告アイコン が表示されます。 SAVのスキャンエラーメ ッセージ (83ページ) を参照し

て ください。
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図8には、 ネッ トワークマップに表示されたネッ トワークデバイス (緑 )、 サーバー上のネッ トワークインタ

フェースに接続されたスイッチ、 スイッチのポート と MACアドレスが表示されています。 また、 接続線上に

マウスを置く と表示される接続の速度とデュプレックスの情報も表示されています。

図8 ネッ トワークマップ  

スト レージマップ

スト レージマップでは、 SAV でスキャンしたサーバーによって使用されるすべての論理スト レージ要素の依

存関係が表示されます。 

このマップでは、サーバーとサーバー上で実行されるプロセスファ ミ リが表示されます。また、ローカルディ

スク、 NAS ファイラー、 ファイバーチャネルディスクアレイによってファイルを保管および処理するファイ

ルシステム、 ローカルまたはリモートのスト レージデバイスも表示されます。 また、 プロセスファ ミ リ、 プ
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ロセスで開いているファイル、 ファイルの保存先との関係が表示されます。 これらのファイルシステムが存

在するローカルスト レージ (ディスク ) やリモートス ト レージ (SAN またはNFS) も表示されます。 マルチパス

SAN接続も表示され、 ダウンしている接続は赤で表示されます。 

図9 SANアレイとOracleデータベースのマッピングを示すスト レージマップ  

このマップには、 次のデータが表示されます。

• サーバー : 各サーバー上のすべてのプロセスファ ミ リ と、 (開いているすべてのファイルを介した ) ファ

イルシステムとの関係を表示します。 これらのファイルシステムは、 NAS ファイラー、 ローカルディス

ク、またはスト レージアレイのリモートボリュームから提供されます。ス ト レージマップでは、サーバー

上で実行中のアプリケーシ ョ ンとファイルシステムとの関係や、 これらのプロセスファ ミ リで使用され

るデータの格納場所 (ローカルまたはリモート ) を表示できます。 

• データベース (Oracle): Oracleデータベースインスタンス、 表領域、 および各表領域に接続されたデータ

ベースファイルを表示します。 データベースファイルは、 格納先の物理ファイルシステム上に表示され

ます。

• ファイルシステム: タイ トルバーにファイルシステムのパス名を表示し、そのファイルシステム上にある、

開いているすべてのファイルの一覧を表示します。 また、 ファイルシステムごとに、 ローカルまたはリ

モートス ト レージとの間の接続線が表示されます。

• 依存関係: プロセスファ ミ リがファイルを開いている各ファイルシステム上で、オープンファイルリスト

がどのように使用されているかを示す線を表示します。 また、 NFS マウン トのファイルシステムとホス

ト先のNAS ファイラー上のエクスポート されたボリュームとの関係や、 ファイルシステムがホスト され

るリモートス ト レージアレイボリュームやローカルディスクとの関係を示す接続線も表示されます。

• LUNマッピング : サーバーとディスクアレイとのマッピングを表示します。 マルチパスリンク  (茶色で表

示) の線はストレージデバイスまでのパスの数に応じて太く表示されます (パスの数が多いほど、 線が太

く表示されます)。マルチパスリンクの1つ以上のパスがダウンしている場合は、赤い線で表示されます。

• ローカルディスク : すべてのローカルディスクを1つのディスク要素にグループ化します。 ディスク要素

を展開すると、 他のディスクを表示することができます。

サーバー上で実行され
ているOracleデータベース

アプリケーシ ョ ン。
ファイルシステムと

スト レージの関係を表示

SAN アレイ。
ディスクとアプケーシ ョ ン

プロセスへの関係を表示
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• SAN アレイ : スナップシ ョ ッ ト内のサーバーにマッピングされて使用されているストレージディスクアレ

イを表示します。 スキャンされるスト レージアレイの中で、 どのアプリケーシ ョ ンでも使用されていな

いものには、 使用中のアレイと区別するため、 特別なアイコンが表示されます。 SAN アレイを展開した

場合、 LUNがサーバーにマップされているアレイ内のボリュームのみが表示されます。 SANアレイのバッ

クアップも表示されます。

• NAS ファイラー : スナップシ ョ ッ トに含まれるサーバーで使用中のNAS ファイラー (茶色のボックスで表

示 ) 上に格納されたすべてのエクスポート済みファイルシステムを表示します。 スキャンされるファイ

ラーの中で、 どのアプリケーシ ョ ンでも使用されていないものには、 使用中のファイラーと区別するた

め、 特別なアイコンが表示されます。 ファイラー上のディスクを使用するその他のサーバーやデバイス

は、 エクスポート されたファイルシステムとして表示されます。 また、 そのディスクをポイン トするそ

の他のコンシューマーのスクロールリスト も表示されます。

ス ト レージおよびSAのアクセス権の表示

ユーザーがスト レージデバイス (SAN ファブリ ックやアレイなど ) を表示するアクセス権を持たないグループ

に属している場合でも、 ユーザーはSAV スナップシ ョ ッ ト内の一部のタイプのスト レージ情報を表示できる

可能性があります。

具体的には、ユーザーが 「ビジネスアプリケーシ ョ ンの管理: 読み取り /書き込み」 のアクセス権を持つ1つ以

上のグループに属している場合、 そのグループにデバイスやオブジェク ト を表示するための個別のアクセス

権が付与されていな く ても、ユーザーは、 SAVスナップシ ョ ッ ト内のファブリ ック  (スイッチ)、 ス ト レージア

レイ、 ネッ トワークデバイス、 VM情報などのSAVスナップシ ョ ッ ト内のデバイスやオブジェク ト を表示する

ことができます。 

ユーザーが 「ビジネスアプリケーシ ョ ンの管理 : 読み取り /書き込み」 のアクセス権を持たない1つ以上のグ

ループに属している場合は、 そのグループに個別のアクセス権が付与されている場合にかぎり、 SAV スナッ

プシ ョ ッ ト内のSANファブリ ック  (スイッチ )、 ス ト レージアレイ、 ネッ トワークデバイス、 VM情報を表示す

ることができます。 

たとえば、ユーザーが 「ビジネスアプリケーシ ョ ンの管理: 読み取り /書き込み」 のアクセス権を持つ1つまた

は複数のグループに属していて、 「フ ァブリ ッ クの管理」 のアクセス権が 「なし」 である場合、 ユーザーは

SAVスナップシ ョ ッ ト内のファブリ ック  (およびSANスイッチ) を表示することができます。

ユーザーグループのアクセス権の詳細については、 『SA 管理ガイド』 を参照して ください。 
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SANマップ

SAN マップはスト レージマップのスーパーセッ トであり、 すべてのサーバーとそれらのファイバーチャネル

アダプター ( ファイバーチャネルポート を含む )、 および SAN内のスイッチへの各アダプター接続を含めて、

SAVスナップシ ョ ッ ト内のファイバーチャネルスト レージエリアネッ トワークを視覚的に表示します。 

図10 サーバーからSANアレイへのスト レージト ラフ ィ ックをルーティングするファイバーチャネル

スイッチが表示されたSANマップ  

SANマップには、 次のデータが表示されます。

• サーバーとそれらのファイバーチャネルアダプター (ファイバーチャネルポートを含む)、およびSAN内の

スイッチへの各アダプター接続。 

• スナップシ ョ ッ トに含まれるすべてのSANアレイとNASファイラー (サーバー、 スイッチ、 ス ト レージデ

バイス間の物理接続を表示)。 

• ファイルシステム (および開いているすべてのファイル) とそれらのローカルまたはリモートス ト レージ

との関係。

• ファイルシステムとスト レージデバイスとの間のLUNマッピング (茶色の実線で表示)。

• SAN スイッチ。 スイッチを展開すると、 各スイッチの使用中のすべてのポートが表示されます。 このス

ナップシ ョ ッ ト内で使用されていないポートは、 無関係ポートのスクロールリストに収集されます。

• 仮想SANスイッチとポート SAVツールバーの [仮想/物理的含有関係の表示] をクリ ックすると、 親

の物理スイッチ内にある仮想スイッチが表示されます。 
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• デバイス間の論理接続が実線で表示されます。 接続がダウンしているか不一致がある場合、 線は赤で表

示されます。 接続が機能していて不一致がない場合、 線は黒で表示されます。 線の太さは接続の数を表

します。

• 実際の物理SAN接続 (ファイバーチャネルケーブル) は茶色の破線で表示され、 サーバーとディスクアレ

イの間のLUNマッピング接続は茶色の実線で表示されます。 

SAVの [インフラス ト ラクチャー ] ペイン

[ インフラスト ラクチャー ] ペインには、 SAV でスキャンしたデバイスに関連する詳細なインベン ト リ とイン

フラス ト ラクチャー情報が表示されます。 このペインには、 SAV スナップシ ョ ッ ト内のさまざまなオブジェ

ク トのフラッ ト リス トに、 それぞれの詳細なプロパティが表示されます。

[インフラスト ラクチャー ] ペインでドロップダウンリスト を使用すると、 オブジェク トのカテゴリやプロパ

ティでフ ィルターをかけて、 スナップシ ョ ッ ト内のすべてのサーバーやすべてのSAN アレイのように、 オブ

ジェク ト を表示したり、 並べ替えたりすることができます。 その後、 列を並べ替え、 リス ト内の各項目の属

性を比較することができます。 たとえば、 [サーバー ] を選択してスナップシ ョ ッ ト内の検出されたすべての

サーバーの負荷平均を確認したり、 サーバーを負荷平均で並べ替えたりすることができます。 または、 ビジ

ネスアプリケーシ ョ ンのすべてのサーバーやネッ トワークデバイスで、 コンプライアンスポリシーが使用さ

れていることを確認することができます。

図11 SAVの [インフラスト ラクチャー ] ペインにプロセスファ ミ リを表示

[ インフラスト ラクチャー ] ペインには、 SAV でスキャンした内容に応じて、 次のタイプのオブジェク ト カテ

ゴリが表示されます。

• バインド  (IIS)

• コンプライアンスポリシー

• データベース
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• データベースファイル

• ディスク

• ファイバーチャネルアダプター

• ファイバーチャネルポート

• ファイルシステム

• NASファイラー

• LUNボリューム

• NFSエクスポート ファイルシステム

• ネッ トワークデバイス

• ネッ トワークインタフェース

• ネッ トワークポート

• プロセスファ ミ リ

• SANアレイ

• SANスイッチ

• SANゾーン

• サーバー

• 表領域

• VLAN

[インフラスト ラクチャー ] ペインには、VMware ESXiハイパーバイザーサーバーの実行時状態の情報は表示さ

れません。

マップで使用される記号

SAVのネッ トワークマップ、 サーバーマップ、 階層マップでは、 線、 矢印、 菱型などのさまざまな記号を使

用します。 このセクシ ョ ンでは、 次のトピックで使用するSAVのマップ記号について説明します。 

• プロセスおよびリンク接続の記号

• マップのプロセスおよびネッ トワーク接続の記号

• ビューの.gif、 .jpg、 または.svgファイルへのエクスポート

• マップの印刷

• ソーススナップシ ョ ッ ト と比較スナップシ ョ ッ ト

プロセスおよびリンク接続の記号

SAVのマップでは、 線と矢印はプロセスファ ミ リ間の接続を表します。 SAVでは、 接続のソースとターゲッ ト

の両方がわかっている場合と、 ソースとターゲッ トのどちらか一方しかわからない場合があります。

これらのプロセスの接続関係を表すため、 SAVでは、 次の線と矢印を使用します。

• ソース不明 - 菱型 : ソースに菱型の付いた矢印は、 SAVで接続のソースが認識されていないことを示

します。 プロセス接続のソースから実線が出ている  (つまり、 菱型が表示されていない ) 場合、 SAVは接

続のソースを認識しています。 
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• ターゲッ ト不明 - 白抜きの矢印: 白抜きの矢印は、不明なプロセスファ ミ リ ターゲッ トへの受信接続

を表します。 

• リモート IPから  - 塗りつぶされた矢印: 塗りつぶされた矢印は、 ターゲッ トのプロセスファ ミ リがわ

かっている場合のTCPやUDPなどのリモート IPからの受信クライアン ト接続を表します。 

• プロセスから  - 線付き矢印: 線付き矢印は、ターゲッ トのプロセスファ ミ リがわかっている場合のプ

ロセスファ ミ リからの接続を表します。 

マップのプロセスおよびネッ トワーク接続の記号

SAVのマップでは、 線はデバイス間の以下の接続を表します。

• クライアン ト リンク : クライアン ト IPアドレスのラベルが付いた内部接続です。

• プロセスリンク : プロセスファ ミ リ間の一連のTCPまたはUDP接続です。このリンクは、ネッ トワークサー

ビス (ネッ トワーク接続の待ち受けなど) を提供するプロセスや、 他のプロセスまたはサーバーへの接続

を持つプロセスを表します。

• レイヤー 1接続: サーバーのネッ トワーク/スト レージインタフェースとスイッチポート /スイッチとの間

の物理リンクです。 レイヤー 1接続は、 マップ内で色付きの破線で表されます。 これらの接続記号は、

仮想サーバーとデバイスの接続でも使用されます。 

 緑の破線は、 デュプレックスの不一致が存在しないことを示します。

 赤の破線は、 デュプレックスの不一致が存在することを示します。

 グレーの破線は、 少な く とも1つの値が不明であるため、 デュプレックスの不一致の

有無を特定できないことを示します。

 茶色の実線は、(スト レージマップでの) サーバーからディスクアレイへのLUNマッピ

ング接続を表します。

 茶色の破線は、物理的なファイバーチャネルケーブル接続を表します (SANマップと

スト レージマップのみ)。

• 線の太さ : 線の太さは、 リンクに関連付けられた接続の数を表します。 図12のように、 接続の数が少な

い場合は細い線で表され、 接続の数が大き く なるに従って太い線で表されます。

図12 線の太さとプロセス接続の関係 

ビューの.gif、 .jpg、 または.svgファイルへのエクスポート

ビューは、 .gif、 .jpg、 または.svgファイルにエクスポート して他のアプリケーシ ョ ンで図に注釈を付けたり、

Webブラウザーで表示したりできます。
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マップを画像ファイルにエクスポートするには、 次の手順を実行します。

1 [表示] メニューから  [ビューのエクスポート ] を選択します(または、 マップの右上にある  [ビューのエク

スポート ] ボタンをクリ ックします)。

2 ファイルのエクスポート先のディレク ト リを選択します。

3 .gif、 .jpg、 または.svgのいずれかの拡張子を含むファイル名を入力します。

4 [ビューのエクスポート ] をクリ ックします。

プロパティの .csv ファイルへのエクスポートについては、 プロパティ情報の .csv ファイルへのエクスポート

(43ページ) を参照して く ださい。

マップの印刷

マップを 1枚または複数枚の紙に印刷することができます。 また、 わかりやすいようにマップにタイ トルを

付けることもできます。

印刷するマップが細かく複雑である場合には、 ズームイン /ズームアウト を使用したり、 行や列を作成して

マップを複数のページに分割したり して、 調整することができます。 こ うすると、 マップを複数枚の紙に印

刷することができるため、 マップが読みやすく なります。

印刷する前にマップを調整するには、 次の手順を実行します。

• ズームイン またはズームアウト をクリ ックして、 印刷する前にマップのサイズを拡大または縮

小します。

• マップのタイ トルを入力します。

マップを印刷するには、 次の手順を実行します。

1 [ファイル] メニューから、 [印刷] を選択するか、 ツールバーアイコンを選択します。

2 (オプシ ョ ン ) [印刷] ウィンドウで、 ページ設定とプリンターオプシ ョ ンを指定します。 これには、 印刷

するマップに表示するタイ トルも含まれます。

3 [印刷] をクリ ックします。

マップでのIPCサービス名の表示

ネッ トワークマップまたはサーバーマップでプロセス (およびプロセスが実行されているデバイス) 間の接続

に使用されているサービスのタイプ (http、 sshなど ) を確認する場合は、 SAVツールバーの [IPCサービス名を

マップに表示] ボタンをクリ ックします。 各接続線にサービス名が表示されます。 

サーバーマップまたはネッ トワークマップでIPCサービス名を表示するには、 次の手順を実行します。 

1 SAV内でサーバーマップまたはネッ トワークマップを選択します。

2 [表示] メニューから、 [IPCサービス名をマップに表示] を選択します。 

または

3 SAVツールバーで [IPCサービス名をマップに表示] をクリ ックします。
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SAVのプロパティ

SAVでは、 [デバイス] ツリー、 [階層] ツリー、 [インフラスト ラクチャー ] ペイン、 および任意のマップで選択

したコンポーネン トの詳細なプロパティが表示されます。

[プロパティ ] ペインに表示される情報は、 サーバー、 ネッ トワークデバイス、 ス ト レージデバイス、 プロセ

スファ ミ リ、階層、 アプリケーシ ョ ン/スト レージ署名、およびリンクなどのコンポーネン ト タイプによって

異なります。 このページには、 選択したオブジェク トのタイプに応じて、 ログインユーザー数、 負荷平均、

スワップの使用状況、 メモリの使用状況、 アプリケーシ ョ ンコンポーネン ト、 ネッ トワークデバイス、 ネッ

トワークポート、 VLAN、 階層、 リンクなどが表示されます。 また、 各ネッ トワークインタフェースのMACア

ドレスが表示されます (図13を参照)。

図13 サーバーの [プロパティ ] ペイン        
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プロパティ情報の.csvファイルへのエクスポート

[プロパティ ] ペインに含まれる内容は.csv形式にエクスポートできるため、表計算ソフ トでSAVオブジェク ト

のプロパティ を表示することができます。

[プロパティ ] ペインの内容を.csvファイルにエクスポートするには、 次の手順を実行します。 

1 SAVのマップまたは階層内で、 オブジェク ト を選択します。 

2 選択したオブジェク トの [プロパティ ] ペイン内で、 [ビューのエクスポート ] ボタンをクリ ックします。

3 [CSVにエクスポート ] ウィンドウで、 場所とファイル名 (拡張子.csv) を選択して、 [保存] をクリ ックします。

[階層] ツリー [階層] ツリー : 階層、 プロセスファ ミ リ、 署名のプロパティ

SAVの [階層] ツリーやマップには、 次のSAV要素に関するプロパティ情報が表示されます。 

• ビジネスアプリケーシ ョ ンのプロパティ  (43ページ) 

• プロセスファ ミ リのプロパティ

• 拡張プロセスファ ミ リのプロパティ

• 階層のプロパティ

• アプリケーシ ョ ン署名のプロパティ

• スト レージ署名のプロパティ

VMware ESXiハイパーバイザーサーバーは [階層] ツリーには表示されませんが、 ここでは、サーバーにホスト

されたVMを表示することができます。 

ビジネスアプリケーシ ョ ンのプロパティ

ビジネスアプリケーシ ョ ンでは、 アプリケーシ ョ ン階層やアプリケーシ ョ ン / スト レージ署名を作成できま

す。そのため、SAVでアプリケーシ ョ ンのプロセスやデータセンター内のストレージデバイスを認識して、階

層マップに表示することができます。

ビジネスアプリケーシ ョ ンの [プロパティ ] ペインには、次の情報が表示されます (*付きのプロパティは編集

可能なフ ィールドです)。

• 名前 (*): ビジネスアプリケーシ ョ ンの名前。

• 説明 (*): ビジネスアプリケーシ ョ ンの説明。

• 階層: このビジネスアプリケーシ ョ ンに含まれる階層数。

• 連絡先 (*): ユーザーが作成した連絡先 ([アプリケーシ ョ ン] メニュー )。 

• カスタムフ ィールド  (*): 作成したカスタムフ ィールドは編集可能です。 

プロセスファ ミ リのプロパティ

プロセスファ ミ リはプロセスの集まりです。 プロセスファ ミ リの [プロパティ ] ペインには、次の情報が表示

されます。

• 名前: プロセスファ ミ リの制御プロセスの名前。

• ファ ミ リ ID: プロセスファ ミ リに付与された一意のID。 
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• 拡張ファ ミ リ : 拡張プロセスファ ミ リの名前 (選択したプロセスファ ミ リが拡張プロセスファ ミ リに属す

る場合)。 

• 大常駐メモリ : プロセスファ ミ リによって使用される 大固定メモリ  (バイ ト単位)。 

• 大仮想メモリ : プロセスファ ミ リによって使用される 大固定メモリ  (バイ ト単位)。 

• 大実行時間: プロセスが実行されている時間の長さ。 

• 合計CPU時間: プロセスがCPUリソースを使用した時間の長さの合計。 

• 大CPU利用率: プロセスが使用したCPUリソースの合計量。 

• グループID: UNIXのプロセスファ ミ リのグループIDおよびWindowsのセッシ ョ ンID。

• リスナー : 各リスナーのインタフェースとポート。

• 着信接続: プロセスファ ミ リに着信する接続。 プロセスファ ミ リ  (既知の場合。 プロセスファ ミ リが既知

でない場合はIPアドレス) およびインタフェースごとにグループ化されます。 

• 発信接続: プロセスファ ミ リから発信する接続。 プロセスファ ミ リ  (既知の場合。 プロセスファ ミ リが既

知でない場合はIPアドレス) およびインタフェースごとにグループ化されます。 

• モジュール: プロセスファ ミ リに関連する共有ライブラリ。 これには、 WindowsのDLLとUNIXの共有オブ

ジェク ト ファイルが含まれます。 

• 開いているファイル: プロセスファ ミ リが現在開いているファイル。 

• ソフ トウェアパッケージ: プロセスファ ミ リが現在開いているファイルに関連するパッケージ。 

• プロセス: プロセスファ ミ リ内の個別プロセスの数。 プロセスごとに次の情報が表示されます。 

— PID: プロセスID。

— ユーザー : プロセスが実行されているユーザー ID。

— コマンド ライン: プロセスの開始に使用するコマンドライン。 

— パス: プロセスライブラリへのパス。 

— メモリ統計: プロセスによって使用される物理メモリの割合 (プロセスの常駐サイズ (バイ ト ) とプロ

セスの仮想サイズ (バイ ト ))。 

— 実行時間: プロセスが実行されている時間 (ミ リ秒)。

— CPU統計: プロセスが開始以降に使用した合計CPU時間とプロセスが使用したCPUの割合 

— 環境: プロセスの環境における各環境変数の名前と値。 

拡張プロセスファ ミ リのプロパティ

拡張プロセスフ ァ ミ リはプロセスフ ァ ミ リの集まりです。 あるプロセスフ ァ ミ リのリスナーポート と同じ

ポートに別のプロセスファ ミ リが接続する場合、 これらのプロセスファ ミ リはSAV によって拡張ファ ミ リ と

して結合されます。 拡張プロセスファ ミ リの [プロパティ ] ペインには、 次の情報が表示されます。 

• 名前: 拡張プロセスファ ミ リの名前。 

• プロセスファ ミ リ : すべてのプロセスファ ミ リのリスト。

• 着信接続: プロセスファ ミ リに着信する接続。 プロセスファ ミ リ  (既知の場合。 プロセスファ ミ リが既知

でない場合はIPアドレス) およびインタフェースごとにグループ化されます。 

• 発信接続: プロセスファ ミ リから発信する接続。 プロセスファ ミ リ  (既知の場合。 プロセスファ ミ リが既

知でない場合はIPアドレス) およびインタフェースごとにグループ化されます。 
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階層のプロパティ

階層の [プロパティ ] ペインには、次の情報が表示されます (*付きのプロパティは編集可能なフ ィールドです)。

• 名前(*): [階層] ツリーに表示されるアプリケーシ ョ ン階層の名前。 

• サブ階層: 階層内で現在認識されているサブ階層の数。

• アプリケーシ ョ ン署名: 階層内で現在認識されているアプリケーシ ョ ン署名の数。

• スト レージ署名: 階層内で現在認識されているスト レージ署名の数。 

• デバイスフ ィルター (*): この階層に関連するデバイス。 アプリケーシ ョ ン署名やストレージ署名が一致

するデバイスのみをフ ィルター処理します。
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階層フォルダーのプロパティ

階層の [プロパティ ] ペインには、 次の情報が表示されます。

• 名前: [階層] ツリーに表示されるフォルダーの名前。 

• アプリケーシ ョ ン階層: フォルダー内で現在認識されているサブ階層の数。

• アプリケーシ ョ ン署名: フォルダー内で現在認識されているアプリケーシ ョ ン署名の数。

• スト レージ署名: フォルダー内で現在認識されているスト レージ署名の数。

• デバイスフ ィルター : このフォルダー内の署名に関連するデバイス。 アプリケーシ ョ ン署名やストレー

ジ署名が一致するデバイスのみをフ ィルター処理します。

アプリケーシ ョ ン署名のプロパティ

アプリケーシ ョ ンの [ プロパテ ィ ] ペインには、 次の情報が表示されます (*付きのプロパテ ィは編集可能な

フ ィールドです)。

• 名前(*): [階層] ツリーに表示されるアプリケーシ ョ ンコンポーネン トの名前。 

• エイリアス (*): 各種ビューに表示されるアプリケーシ ョ ンコンポーネン トの名前。 名前がエイリアスと

して表示されます。

• ファ ミ リ : このアプリケーシ ョ ンコンポーネン ト と して認識されたプロセスファ ミ リの数。 

• プロセス名 (*): このアプリケーシ ョ ンコンポーネン ト を認識するために使用されるプロセス名のフ ィル

ター。 

• コマンド ライン : このアプリケーシ ョ ンコンポーネン ト を認識するために使用されるコマンド ラインの

フ ィルター。

• 実行可能ファイルのパス (*): このアプリケーシ ョ ンコンポーネン ト を認識するために使用される実行可

能ファイルパスのフ ィルター。

• 開いているファイル (*): このアプリケーシ ョ ンコンポーネン ト を認識するために使用される開いている

ファイルのフ ィルター。 

• モジュール (*): プロセスファ ミ リに関連する共有ライブラリ  (WindowsのDLL ファイルと Unixの共有オブ

ジェク ト ファイル)。

• 環境変数 (*): アプリケーシ ョ ン署名に関連するプロセスファ ミ リ と一致する環境変数の名前または値。

NAMEは環境変数の名前で、VALUEは環境変数の値です。完全な一致を見つける場合は、両方 (NAME=VALUE)
を使用します。

• 接続先ポート  (*): サーバーが接続されているポート。

• リスナーポート  (*): このアプリケーシ ョ ンコンポーネン ト を認識するために使用するリ ッスンポート。 

• 背景色 (*): 各種マップに表示される背景色。

• 前景色 (*): 各種マップに表示されるテキストの色。

ス ト レージ署名のプロパティ

スト レージ署名の [プロパティ ] ペインには、 次の情報が表示されます。

• 名前 (*): [階層] ツリーに表示されるスト レージコンポーネン トの名前。 

• エイリアス (*): 各種ビューに表示されるスト レージコンポーネン トの名前。 定義されていない場合、 名

前がエイリアスとして表示されます。

• リモートボリューム: この署名で定義されているスト レージボリュームの数。 

• LUN ID (*): 正規表現を使用してLUNを定義し、 サーバーが接続されているスト レージボリュームを表すこ

とができます。

• LUN名 (*): このLUNに指定された名前。

• エクスポート先のパス (*): このLUNへのエクスポート先のパス。 
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• メーカー (*): このLUNを製造した会社。

• モデル (*): このLUNのモデル名またはモデル番号。 

• 背景色 (*): 各種マップに表示される背景色。

• 前景色 (*): 各種マップに表示されるテキストの色。

[デバイス] ツリー : サーバーおよびネッ トワークデバイスのプロパティ  

SAV には、 サーバー、 ネッ トワークデバイス、 およびサーバーとネッ トワークデバイスの間の接続に関する

プロパティ情報が表示されます。 

• サーバーのプロパティ

• DNSサーバーのプロパティ

• コンプライアンスポリシーを含むサーバーおよびデバイスのプロパティ

• 仮想サーバーのプロパティ

• サーバーおよびネッ トワークデバイスのリンクプロパティ

• ネッ トワークデバイスのプロパティ

• 仮想スイッチのプロパティ

• ポートグループのプロパティ

• ネッ トワークインタフェースの [プロパティ ] ペイン

管理対象サーバーがスト レージインベン ト リスナップシ ョ ッ ト を用いて構成され、 SEスキャナーが関連する

SEサーバーと統合するように構成されている場合、 サーバーのプロパティには関連するスト レージと詳細な

ファイルシステムの情報も表示されます。

サーバーのプロパティ

サーバーの [プロパティ ] ペインには、 次の情報が表示されます。

• 名前: サーバーのホスト名。

• サーバー ID: SAでサーバーに割り当てられる一意のID。

• オペレーティングシステム: サーバーのオペレーティングシステム。 

• カーネル: オペレーティングシステムのカーネルバージ ョ ン  (該当する場合)。 

• エージェン トバージ ョ ン: サーバーの管理とスキャンを行うためのサーバーエージェン トのバージ ョ ン。 

• 終レポート時刻: サーバーエージェン トがSAコアと通信した 新の時刻。 

• アップタイム: サーバーの電源がオンになっている時間の長さ。 

• コードセッ ト : サーバーのロケールの文字エンコード。

• ユーザー : 現在ログインしているユーザーの数。 

• 負荷平均: 1分間、 5分間、 および15分間の負荷平均。 Windowsオペレーティングシステムを実行するサー

バーの負荷平均には不明と表示されます。 これは、 負荷平均がMicrosoftによってサポート されていない

ためです。

• メモリの使用: 合計の空きメモリ容量。

• スワップの使用: 合計のスワップ容量とスワップイン/スワップアウトの状況。

• DNSサーバー : 選択したサーバー用に構成されているすべてのDNSサーバー。
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• 仮想マシン / ゾーン : 選択したサーバーがハイパーバイザー (Solaris グローバルゾーンまたはVMware ESX

サーバー ) である場合は、 リス ト を展開して、 すべてのゾーン  (Solaris) や仮想マシン  (VMware ESX) を表

示することができます。 各仮想マシンまたはゾーンには、 それぞれのサーバーのプロパティが表示され

ます。 詳細については、 仮想サーバーのプロパティ  (50ページ) を参照して ください。

• ルート : 選択したサーバー上で構成されているすべての静的ルート。 

• インタフェース: ネッ トワークインタフェースの数。サーバー上のインタフェースごとに、次の情報が表

示されます。 

— MACアドレス

— ブロードキャストアドレス

— サブネッ トマスク

— デバイス

• FCA: 選択したサーバーに設置されているすべてのファイバーチャネルアダプター (HBA)。

• ファイルシステム: 選択したサーバーで使用中のすべてのファイルシステム。 ファイルシステムごとに、

ド ライブ文字、 マウン トポイン ト、 マウン トオプシ ョ ン、 ファイルシステムのタイプ、 ファイルシステ

ムで使用される論理ブロックデバイス、 空き容量、 使用率、 各ファイルシステムに関連するデバイスな

どのプロパティが表示されます。 

• ディスク : 選択したサーバーに搭載されているすべての物理ディスク。 

サーバーをSAVに追加した後にスナップシ ョ ッ ト を更新していない場合、 マップや [デバイス ] タブに表示さ

れるサーバーは薄いグレー表示になります。 更新を開始するまで、 プロパティ情報は空欄になります。 

DNSサーバーのプロパティ

DNSサーバーのプロパティには、 次の情報が表示されます。

• 名前: DNSサーバーの名前。

• IP Address: DNSサーバーのIPアドレス。

• サーバー : このDNSサーバーを使用する各サーバーのプロパティ を表示します。 個別のサーバープロパ

ティについては、 サーバーのプロパティ  (47ページ) を参照して ください。

コンプライアンスポリシーを含むサーバーおよびデバイスのプロパティ

サーバーやネッ トワークデバイスにコンプライアンスポリシーが関連付けられている場合 ( ソフ トウェア、

AppConfig、 パッチ、 監査、 デュプレックス )、 アタ ッチされたすべてのポリシーのロールアップコンプライ

アンスステータスが、 サーバーのプロパティに表示されます。 コンプライアンスリスト を展開すると、 サー

バーにアタ ッチされた個別のコンプライアンスポリシーを表示することができます。 

コンプライアンスカテゴリごとに、 次のいずれかのコンプライアンスステータスが表示されます。 

• コンプライアンス : コンプライアンススキャンが正常に実行され、 実際のサーバーまたはデバイスの

構成がポリシーで定義された条件と一致しています。

• 部分的 : コンプライアンススキャンは正常に実行されましたが、サーバーまたはデバイスの構成はポ

リシーで定義されたコンプライアンス条件に完全に適合しているわけではありません。

• 非コンプライアンス : コンプライアンススキャンは実行されましたが、 実際のサーバーまたはデバイ

スの構成がポリシーで定義された条件と一致しませんでした。

• スキャン失敗 : コンプライアンススキャンを実行できませんでした。
48 第1章



• スキャンが必要 : スキャン結果が利用できません。コンプライアンススキャンが実行されていないか

(新規インストールの場合など )、 後にコンプライアンスダッシュボードに情報が報告された後にサー

バーの構成が変更されている可能性があります。

• スキャン中 : コンプライアンススキャンが現在実行されています。

SAクライアン トでデバイスエクスプローラーまたはリモート ターミナルを起動し、 プロパティウィンドウで

コンプライアンスステータスのリンクをクリ ックすると、 コンプライアンスの不適合を表示して修復するこ
とができます。 NA対応コアで、 コンプライアンスステータスのリンクをクリ ックすると、 NAのWeb インタ

フェースが起動します。 

デバイスエクスプローラー、 リモート ターミナル、 またはGlobal Shellの起動については、 SAVでのデバイス

の追加と削除 (26ページ) を参照して ください。

図14に、サーバーのプロパティ とサーバーに関するコンプライアンス情報を示します。サーバーに非コンプ

ライアンスなコンプライアンスポリシーがある場合は、 メインのコンプライアンスポリシー行に表示される
ステータスが非コンプライアンスになります (図14を参照)。

図14 サーバープロパティのコンプライアンス情報  

SAVスナップシ ョ ッ トはコンプライアンススキャンと同じものではありませんが、両者には関係があります。

コンプライアンススキャンはSAクライアン トまたはNAクライアン トから実行できます。コンプライアンスス

キャンでは、 サーバーまたはデバイスのコンプライアンスステータスをチェ ックして、 この情報をSAクライ

アン ト内のコンプライアンスダッシュボード  (拡張により、 SAVのサーバーのプロパティ )、 またはNAクライ

アン トのユーザーインタフェースの [ポリシーコンプライアンス] ページにレポート します。 

サーバーにアタ ッチされている
コンプライアンスポリシー。

サーバーの [プロパティ ] ペインに

ステータスが表示されます。
ポリシーをクリ ックすると、
デバイスエクスプローラーの
コンプライアンスビューが起動
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SAV に表示される実際のコンプライアンス状態は、 後にサーバーまたはデバイスをスキャンしてから変

わっている可能性があります。 新の情報を反映するには、 SAV ツールバーの [ スナップシ ョ ッ トの更新 ]

をクリ ックします。 コンプライアンスの詳細については、 『SAユーザーガイド : 監査とコンプライアン

ス』 を参照して ください。 

仮想サーバーのプロパティ

仮想サーバーのプロパティには、物理サーバーと同じ情報が表示されます。 ただし、 VMwareとSolaris 10のハ

イパーバイザーには、ホスト しているすべての仮想サーバーが表示されます。 VMware ESXiハイパーバイザー

サーバーは [階層] ツリーには表示されませんが、 ここでは、サーバーにホスト されたVMを表示することがで

きます。 ホスト されている各仮想サーバーを展開して、 それぞれのプロパティ を表示できます。 反対に、 各

仮想サーバーのプロパティには、仮想サーバーをホスト しているハイパーバイザーが表示されます。図15は、

この機能を説明しています。

図15 仮想サーバーのプロパティ   

ハイパーバイザー (VMWare)。
ハイパーバイザー

サーバーの [プロパティ ] 
ペインにホスト された
仮想サーバー (VM) が

表示されます
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サーバーおよびネッ トワークデバイスのリンクプロパティ

サーバー、外部接続、 およびネッ トワークデバイスの間のリンクに関する  [プロパティ ] ペインには、次の情

報が表示されます。

• プロ ト コル: TCPまたはUDP。

• ポート : このリンクに関連するターゲッ トポート。 

• 接続: このリンクに関連する接続の数。 接続ごとに次の情報が表示されます。 

— エンドポイン ト : プロセスファ ミ リ  (既知の場合)。 IPアドレス (既知でない場合)。

— エフェ メラルポート番号: オペレーティングシステムによって割り当てられるランダムなポート。

レプリケーシ ョ ン

• レプリケーシ ョ ンタイプ: この選択したスト レージアレイのレプリケーシ ョ ンのタイプ。 

• コピータイプ: レプリケーシ ョ ンのコピーのタイプ。

• ステータス: ボリュームレプリケーターのステータス。 

• ソース: レプリケーシ ョ ンのソースボリューム。

• ターゲッ ト : レプリケーシ ョ ンのターゲッ トボリューム。

レイヤー 1リンクのプロパティ

レイヤー 1 リンクのプロパティは、 デバイス間の物理接続を表します。 このプロパティには、 次の情報が表

示されます。 

• Eff.デュプレックス: 2つのデバイス間の実効デュプレックス。表示されるデュプレックスは実際のデュプ

レックスです。 SAV でデュプレックスを決定できない場合は、 構成されているデュプレックスが使用さ

れます。 

• Eff.速度: 2つのデバイス間の実効速度。 表示される速度は実際の速度です。 SAVで速度を決定できない場

合は、 ポート用に構成されている速度が使用されます。

• ポート :  

— 名前: ポート用に構成されている名前。 

— MACアドレス: このポートに割り当てられているMACアドレス。 

— デュプレックス: このポートに構成されているデュプレックス設定 (フル、 ハーフ、 または自動)。

— ネゴシエート されたデュプレックス: ネゴシエート されたデュプレックス (実際と異なる可能性があ

ります)。 

— 速度: このポートに構成されている速度。

— ネゴシエート された速度: このポートのネゴシエート された速度 (構成された速度と異なる可能性が

あります)。

— ネッ トワークインタフェース: このポートに接続されているネッ トワークインタフェース。 

— ピアのMACアドレス: このポートに接続されている他のMACアドレス。 

• インタフェース: このポートに接続されているすべてのネッ トワークインタフェース。 

IPCリンク

プロセス間通信 (IPC) リンクのプロパテ ィは、 ビジネスアプリケーシ ョ ン内のプロセス間のリンクを表しま

す。 このプロパティは、 次の属性で構成されます。 
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• プロ ト コル: プロセス間通信に使用されるプロ ト コル。 通常は、 TCPまたはUDPです。

• 接続: このリンクに関連する接続の数。

• ターゲッ トアドレス: リンクのターゲッ トのIPアドレス。

• ソースアドレス: プロセス接続のソースIPアドレス。

ネッ トワークデバイスのプロパティ

ネッ トワークデバイス (ルーター、 スイッチ、 ファイアウォール、 ロードバランサーなど) の [プロパティ ] ペ
インには、 次の情報が表示されます。

• 名前: ネッ トワークデバイスの名前。

• 終レポート時刻: NAによって 後に正常に実行されたネッ トワークデバイスのスナップシ ョ ッ トの

日付。

• 製造メーカー : ネッ トワークデバイスの製造元ベンダー。 

• モデル: ネッ トワークデバイスのモデル番号。

• オペレーティングシステム: ネッ トワークデバイス上で実行しているオペレーティングシステム。 

• ファームウェアバージ ョ ン: デバイスのファームウェアバージ ョ ン番号。

• 資産タグ: ネッ トワークデバイスを ト ラ ッキングするために割り当てられた番号。 

• VLAN: このネッ トワークデバイスが持つVLANの合計数。

• ポート : このネッ トワークデバイスが持つポートの合計数。

• ACL構成: デバイス用に構成されたACLを表示するためのリンクが表示されます。 ACL構成を表示または比

較するには、 [管理] メニューから  [ACL構成の表示] を選択します。 この操作を行う と、 ACLが構成された、

選択したネッ トワークデバイスに関する  [ACL構成の表示] ダイアログが表示されます。 

2つのネッ トワークデバイスを選択し、 右クリ ックして [ACL構成の比較] を選択すると、 ACLが構成され

た選択したネッ トワークデバイスに関する  [ACL構成の比較] ダイアログが表示されます。これにより、同

じスナップシ ョ ッ ト内の2つのデバイスのACL構成を比較することができます。 また、 比較モードの場合

は、 2つのスナップシ ョ ッ ト内の同じデバイスのACL構成を比較することができます。 詳細については、

ACLとサーバープール構成 (72ページ) を参照して く ださい。

• サーバープール : 選択したデバイスのサーバープールのメンバーを表示するためのリンクが表示されま

す。 ロードバランサーの場合は、 [プロパティ ] ペインの [サーバープール] リンクをクリ ックするか、 [管
理 ] メニューから  [サーバープール構成の表示 ] を選択して、 サーバープールのメンバーを表示すること

ができます。 

[デバイス] ツリーで2つのロードバランサーを選択し、右クリ ックして [サーバープール構成の比較] を選

択すると、 [サーバープール構成の比較 ] ウィンドウを表示して構成の差異を確認することができます。

詳細については、 ACLとサーバープール構成 (72ページ) を参照して く ださい。

• コンプライアンス: ネッ トワークデバイスにコンプライアンスポリシーが関連付けられている場合、プロ

パティにコンプライアンスステータスが表示されます。 コンプライアンスステータスについては、 コン
プライアンスポリシーを含むサーバーおよびデバイスのプロパティ  (48ページ) を参照して ください。

ネッ トワークデバイスポート

ネッ トワークデバイスポートのプロパティには、 次の情報が表示されます。

• 名前: ポート用に構成されている名前。

• MACアドレス: このポートに割り当てられているメディアアクセス制御ID。

• デュプレックス: 構成されているデュプレックス (収集可能な場合)。

• ネゴシエート されたデュプレックス: ネゴシエート されたデュプレックス (収集可能な場合)。 

• 速度: 構成されている速度 (Mbps) (収集可能な場合)。
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• ネゴシエート された速度: ネゴシエート された速度 (Mbps) (収集可能な場合)。

• ピアのMACアドレス: このポートに接続されている他のMACアドレス。 

仮想スイッチのプロパティ

仮想スイッチのプロパティには、 次の情報が表示されます。 

• ポートグループ: これらを展開すると、選択した仮想スイッチ用に構成されているポートグループを表示

できます。

• ネッ トワークインタフェース: これらを展開すると、選択した仮想スイッチに割り当てられたネッ トワー

クインタフェースを表示できます。
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ポートグループのプロパティ

ポートグループのプロパティには、 次の情報が表示されます。

• ポートグループ名: ポートグループの名前。

• VLAN ID: ポートグループのVLAN ID。 これはVMware管理ユーザーインタフェースのオプシ ョ ンです。

ネッ トワークインタフェースの [プロパティ ] ペイン

ネッ トワークインタフェースの [プロパティ ] ペインには、 次の情報が表示されます。

• IPアドレス: ネッ トワークインタフェースに関連付けられたIPアドレス。

• MACアドレス: ネッ トワークインタフェースに関連付けられたメディアアクセス制御ID。

• サブネッ トマスク : ネッ トワークインタフェースに関連付けられたサブネッ ト。

• ブロードキャストアドレス: ネッ トワークインタフェースに関連付けられたブロードキャストアドレス。

• デバイス: ネッ トワークインタフェースに関連付けられたデバイス。

• デュプレックス: 構成されているデュプレックス (収集可能な場合)。

• ネゴシエート されたデュプレックス: ネゴシエート されたデュプレックス (収集可能な場合)。 

• 速度: 構成されている速度 (Mbps) (収集可能な場合)。

• ネゴシエート された速度: ネゴシエート された速度 (Mbps) (収集可能な場合)。

• ルート : ネッ トワークインタフェースとサーバーには、 静的ルート情報が表示されます。 VMware ESXiハ

イパーバイザーサーバーには、 ルート情報は表示されません。

ス ト レージおよびSANのプロパティ

SAVでは、 スト レージおよびSANに関連する次の要素についてのプロパティ情報が表示されます。 

• サーバーのスト レージに関するプロパティ

• ファイルシステム

• LUN ID

• SANアレイのプロパティ

• NASファイラーのプロパティ

• ファイバーチャネルスイッチ

• SANアレイのディスクボリューム

• ファイバーチャネルアダプター (ホストバスアダプター )

• ファイバーチャネルポート

• スト レージ署名
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サーバーのスト レージに関するプロパティ

サーバーでは、 [ プロパティ ] タブに次の属性情報が表示されます ( これらの要素はスト レージマップまたは

SANマップのみで表示されます)。 

• FCA: SANスト レージデバイスにアタ ッチされたサーバーには、 HBA (ホストバスアダプター ) があります。

これを、 SAVではFCA (ファイバーチャネルアダプター ) と呼びます。 [プロパティ ] ペインでカテゴリを展

開して、すべてのFCAのリスト を表示できます。また、各FCAを展開して、すべてのポートを表示できます。

• ファイルシステム: マウン トオプシ ョ ンやタイプ (ext3、 NFS) などの詳細が表示されます。 

• ディスク : サーバー上の各ディスクの番号と名前。タイプ、メーカー、ディスク容量の情報も表示されます。

フ ァイルシステム

ファイルシステムは、 サーバーとNASファイラー (NetApp) の両方に存在する可能性があります。 SAVの [プロ

パティ ] ペインには、 ファイルシステムに関する次の属性が表示されます。

マウン トポイン ト /ド ライブ文字/エクスポートパス:   

• 容量

• 空き容量

• 使用率

サーバーファイルシステムでは、 次の情報が表示されます。

• デバイス

• マウン トオプシ ョ ン

• タイプ (ext3、 NFSなど)

NetAppファイルシステム/Qtreeでは、 次の情報が表示されます。

• アグリゲート

• プレックス

• RAIDグループ

ディスクのプロパティ

SANアレイ、NASファイラー、およびサーバーのディスクでは、[プロパティ ] ペインに次の属性が表示されます。

• 容量

• メーカー

• モデル

• タイプ

• ステータス

• シリアル番号

• ファームウェアバージ ョ ン

• デバイス (サーバー上のデバイスのみ)

SANアレイのプロパティ

SANアレイのプロパティには、 次の情報が表示されます。 
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• 名前

• 説明

• 終レポート時刻

• メーカー

• サーバー ID

• ディスク

• ボリューム

• ポート

LUNボリュームのプロパティ

LUNボリュームのプロパティには、 次の情報が表示されます。 

• 名前: このLUN用に構成されている名前。

• 説明: ボリュームの説明。

• 容量: ボリュームに割り当てられている合計容量 (バイ ト )。 

• LUN ID: このボリューム用に構成されているすべてのLUN ID。 

NASファイラーのプロパティ

NASファイラーでは、 [プロパティ ] ペインに次の属性情報が表示されます。 

• 名前: このデバイスに指定された名前。

• 説明: デバイスの説明。 

• サーバー ID: SAでこのデバイスの識別に使用するID。 

• ホスト名: ファイラーのホスト名。 

• 終レポート時刻: このデバイスのエージェン トがSAに 後にレポート した時刻。

• メーカー : デバイスのメーカー。 

• モデル: デバイスのモデル番号。

• オペレーティングシステムバージ ョ ン: このデバイス上で実行されているOSのバージ ョ ン。

• シリアル番号: デバイスのシリアル番号。

• ハードウェアバージ ョ ン: デバイスのハードウェアバージ ョ ン。 

• ディスク : デバイスに接続されたディスクの数。 

• ポート : デバイスで使用中のポートの数。

• ボリューム: デバイスに接続されたLUNボリュームの数。 

• エクスポート : デバイスで使用中のエクスポートの数。 
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NFSエクスポートのプロパティ

NFSエクスポートのプロパティには、 次の情報が表示されます。

• エクスポートパス: リンクされているリモート ファイルシステムへのパス。 

• サイズ: エクスポート されたファイルシステムの合計容量。

• 空き容量: エクスポート先のパスで使用可能な容量。

• 使用中割合 (%): エクスポート されたファイルシステムで使用している容量の割合。

• アグリゲート :  

• プレックス: すべてのプレックスの一覧。

• RAIDグループ: エクスポート先のパスで構成されているすべてのRAIDグループの一覧 (存在する場合)。 

ファイバーチャネルスイッチ

ファイバーチャネルスイッチでは、 [プロパティ ] ペインに次の属性情報が表示されます。

• 名前

• 説明

• 終レポート時刻

• メーカー

• モデル

• サーバー ID

• シリアル番号

• ファームウェアバージ ョ ン

• ハードウェアバージ ョ ン

• ポート

• 仮想スイッチ

ディ レクタークラスのスイッチの場合は、 配下に仮想スイッチが存在する可能性があります。 これらの仮想

スイッチも展開して表示することができます。 

SANゾーン

• Name: SANゾーンの名前。 

SANアレイのディスクボリューム

SANアレイ  (アレイとして機能するNASファイラー ) のボリュームには、 次の属性が含まれます。

• 名前

• 説明

• 容量

• LUN ID
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ファイバーチャネルアダプター (ホストバスアダプター )

ファイバーチャネルアダプター (一般的にはHBAという ) では、[プロパティ ] ペインに次の属性が表示されます。

• ノードWWN

• メーカー

• モデル

• シリアル番号

• ド ライバーバージ ョ ン

• ファームウェアバージ ョ ン

• ハードウェアバージ ョ ン

• ポート

フ ァイバーチャネルポート

ファイバーチャネルポートでは、 [プロパティ ] ペインに次の属性情報が表示されます。

• ワールドワイ ド名: SAN上のファイバーチャネルポートを識別する物理ポート名。 

• 説明: ポートの説明。 

• ポート番号: ファイバーチャネルカード とケーブル接続を識別するポート番号。 

• ステータス: ポートが開いて機能しているかどうかを示します。 

• ゾーンセッ ト : ポートが属するゾーンセッ ト。 

• ゾーン: ポートが属するゾーン。 

• ファブリ ック : ファイバーチャネルスイッチとポート を含むファブリ ック。 

スト レージ署名

ストレージ署名はリモートストレージボリュームと照合され、[プロパティ ] ペインに次の情報が表示されます。

• LUN名

• LUN ID

• エクスポート先のパス

• スト レージシステムのメーカー

• スト レージシステムのモデル
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SANリンクのプロパティ

SAVのSANマップには、 スト レージ署名の関係や接続状況がわかるように、 ス ト レージ署名間の次のリンクま

たは接続が表示されます。

• ファイバーチャネルのリンク

• LUNマッピングのリンク

• NFSマウン トのリンク

ファイバーチャネルのリンク

ファイバーチャンネルのリンクは、 2つのポート を接続する物理的なファイバーケーブルを表します。 [プロ

パティ ] ペインには、 エンドポイン トポートに関する属性情報が表示されます。

LUNマッピングのリンク

LUNマッピングのリンクは、 ホスト LUNボリュームと対応するSANアレイボリュームとの間の論理接続を表し

ます。 LUNマッピングのリンクでは、 [プロパティ ] ペインに次の情報が表示されます。

• パスの数 (太さで表示)

• ダウンしているパスがあるかどうか (ダウンは赤で表示)

• サーバーファイルシステムのコンシューマー

• アレイのターゲッ トボリューム

NFSマウン トのリンク

NFSマウン トのリンクは、リモートのNASファイラーエクスポート上のサーバーファイルシステムの依存関係

を表します。 NFSマウン トのリンクでは、 [プロパティ ] ペインに次の情報が表示されます。

• マウン ト先: このリンクの元になるサーバー上のNFSマウン トのディ レク ト リ。 

• エクスポート元: エクスポート されたファイルシステムのエクスポート先されるパス。

SAVのオプシ ョ ン

SAVでは、 次のオプシ ョ ンを指定できます。 

• 仮想化設定

• スキャンのタイムアウト設定

• 検出設定

• すべての設定のリセッ ト

仮想化設定

SA クライアン トのオプシ ョ ンを設定することで、 SAV で開く仮想サーバーに関連する任意の仮想サーバーま

たはハイパーバイザーに対してスキャンを実行するかどうかを選択できます。
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たとえば、 VMware仮想マシン  (VM) またはSolarisゾーンをSAVで視覚化する場合、 デフォルトでは、 仮想化関

係のスキャンを実行するかどうかを選択できます。 このスキャンでは、 選択した仮想サーバーをホストする

ハイパーバイザーのスキャンが実行されます。 選択する仮想サーバーによっては、 SAV で表示する仮想サー

バーが1台であっても、 関連する仮想サーバーが複数存在する場合は複数のサーバーのスキャンが必要にな

ります。 

これに対して、 ハイパーバイザーを選択して SAV で開く場合、 仮想化関係のスキャンを実行するかどうかを

選択できます。 このスキャンでは、 ホスト されている仮想サーバーがすべて対象になるので、 時間がかかる

可能性があります。

仮想化関係のスキャンを選択しない場合でも、 SAV では検出された仮想マシンが表示されます。 ただし、 一

部の情報 (仮想マシンのオペレーティングシステムなど) は、 仮想化関係のスキャンを実行しないと表示され

ません。

デフォルトで、 SAV では、 仮想化関係をスキャンするかどうかを常に選択できます。 次の仮想化オプシ ョ ン

を使用すると、 関連する仮想サーバーのスキャンに関するデフォルトの動作を独自に設定することができ

ます。

• 関連する仮想サーバーとホストサーバーをスキャンするか毎回選択する。

• 常に関連する仮想サーバーとホストサーバーをスキャンする。

• 常に関連する仮想サーバーとハイパーバイザーサーバーをスキャンしない。

仮想化設定を変更するには、 次の手順を実行します。

1 [編集] メニューから、 [オプシ ョ ン] を選択します。

2 [オプシ ョ ンの設定] ウィンドウの [ビュー ] ペインで、 [Service Automation Visualizer] を選択します。

3 目的の仮想化設定を指定し、 指定が済んだら  [OK] をクリ ックします。

スキャンのタイムアウト設定

SAVは、 大50台のサーバーのスキャンに対応できるように 適化されています。 スキャンに要する時間は、

スキャン対象サーバーの負荷やSAの負荷など、 複数の要因に左右されます。 デフォルトのスキャンのタイム

アウト値は、 300秒に設定されています。 このタイムアウト値は、 短30秒から 長3600秒の範囲で設定し

直すことができます。

スキャンのタイムアウト を変更するには、 次の手順を実行します。

1 [編集] メニューから、 [オプシ ョ ン] を選択します。

2 [オプシ ョ ンの設定] ウィンドウの [ビュー ] ペインで、 [Service Automation Visualizer] を選択します。

3 [スキャンのタイムアウト ] セクシ ョ ンで、 スライダーを動かしてスキャン処理を停止する秒数を調整し

ます。

4 変更を保存する場合は [OK] をクリ ックし、変更を保存せずにウィンドウを閉じる場合は [キャンセル] を
クリ ックします。

検出設定

サーバーをスキャンしてサーバーが外部 IPアドレスに依存していることが判明している場合、 このオプシ ョ

ンを選択すると、SAVはこれらのIPアドレスから参照されるサーバーまたはネッ トワークデバイスを特定しよ

う と します。

この機能を使用した場合、 スキャン対象に選択したサーバー数や検出される外部の依存関係の数によって、

スキャンに要する時間が長く なる可能性があります。 

バックグラウンドで繰り返し実行されるビジネスアプリケーシ ョ ンのスナップシ ョ ッ トでは、 この検出は常

に実行され、 オフにすることはできません。
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すべての設定のリセッ ト

SAVのすべての設定をデフォルトに戻します。 これには、 タブのビューのサイズ変更や位置変更も含まれます。 

[ツール] メニューから  [オプシ ョ ン] を選択して、 SAクライアン ト内からこれらのオプシ ョ ンにアクセスする

こともできます。 

SAVからのサーバーおよびデバイスへのアクセス

サーバーエラーやアプリケーシ ョ ンエラーのト ラブルシューテ ィ ングや対処に役立つように、 SAV では、 次

の方法を使用してサーバーやデバイスに簡単にアクセスできます。 

• デバイスエクスプローラーを開く

• リモート ターミナルを開く

• Global Shellを開く

デバイスエクスプローラーを開く

デバイスエクスプローラーを使用してサーバーまたはデバイス ( ネッ トワークデバイスやスト レージデバイ

ス) の詳細情報を表示するには、 次の手順を実行します。

SAV内からデバイスエクスプローラーでSANスイッチを開く ことはできません。

1 SAVのいずれかのマップで、 1つまたは複数のサーバーを選択します。

2 右クリ ックして [デバイスエクスプローラーで開く ] を選択し、選択したサーバーごとにSAクライアン ト

でデバイスエクスプローラーを開きます。

SA ク ラ イアン ト でのデバイスエクスプローラーの使用方法については、 『SA ユーザーガイ ド : Server
Automation』 を参照して ください。

リモート ターミナルを開く

リモート ターミナルでは、 デバイス (サーバーおよびネッ トワークデバイス) にログインして、 ネイティブコ

マンドを実行することができます。

リモート ターミナルを開く機能は、 VMware ESXiハイパーバイザーサーバーでは使用できません。

SAVからリモート ターミナルを開くには、 次のいずれかの手順を実行します。

1 SAVのいずれかのマップで、 1つまたは複数のサーバーを選択します。

2 右クリ ックして [リモート ターミナルを開く ] を選択し、[リモートログインの選択] ウィンドウを開きます。

3 [ログイン] 列で、 ドロップダウンリストからログインID (rootまたはLocalSystem、 ユーザーログインが構

成されている場合はそのいずれか) を選択します。 

4 [OK] をクリ ックして、 選択したデバイスごとにリモート ターミナルを開きます。

リモート ターミナルのユーティ リテ ィについては、 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して くだ

さい。
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Global Shellを開く

Global Shell機能を使用して、 サーバーと接続されているネッ トワークデバイスとの間を移動するには、 OGFS

の/opsw/Servers/@および/opsw/Network/@のディレク ト リでそれぞれのレイヤー1接続を トレースします。

OGFSでは、 スクリプ ト を実行して次のタスクを実行することもできます。

• サーバーとネッ トワークデバイスを検出する。

• 特定のスイッチに接続されているすべてのサーバーの検出。

• 特定のサーバーのネッ トワークインタフェースの表示。

• すべてのデバイスのIPアドレスを取得する。

• 2つのファイルを比較して変更内容 (デバイスの構成ファイル (.conf) に対する変更内容など) を識別する。

• デバイスの詳細 (snmp-locationなど) を変更する。

Global Shellを開くには、 次のいずれかの手順を実行します。

• [ファイル] メニューから、 [Global Shell] を選択します。

• ツールバーアイコンを選択します。

Global Shellの使用方法については、 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して ください。

デバイスでのスクリプ トの実行

SAV内でスクリプ ト を実行することができます。 スクリプ トは、 選択したサーバーまたはネッ トワークデバ

イス (SANデバイスを除く ) 上で直接、またはGlobal Shellを使用してGlobal File System (OGFS) 上で実行すること

ができます。 ただし、 使用するユーザーアカウン トに、 Global Shellを実行するのに十分なアクセス権とSAの

管理対象のサーバー上で操作を実行するのに十分なアクセス権が必要です。

スクリプ トの実行機能は、 VMware ESXiハイパーバイザーサーバーでは使用できません。

SAVでは、 次の3つのシナリオでスクリプ ト を実行できます。

• サーバーを選択してSAVツールバーの [スクリプ トの実行] をクリ ックするか、[管理] メニューから  [ス

クリプ トの実行] を選択します。 [スクリプ ト タスクの実行] ウィンドウが起動します。

• [Global Shellスクリプ トの実行] を選択してGlobal Shellを起動します。 これにより、 OGFSにアクセス

できます。

• ネッ トワークデバイスを選択して、 SAVツールバーの [スクリプ トの実行] をクリ ックするか、 [管理] メ

ニューから  [スクリプ トの実行] を選択します。 表示されるNAインタフェースから、 NAにログインして、

選択したネッ トワークデバイス上でスクリプ ト を実行できます。 

スクリプ トの実行の詳細については、 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して ください。 ネッ ト

ワークデバイス上でのスクリプ トの実行については、 NAのオンラインドキュ メン ト を参照して ください。 

サーバー上でスクリプ ト を実行するには、 次の手順を実行します。

1 SAV内で、 [デバイス] ペインまたはいずれかのマップからサーバーを選択します。

2 [管理 ] メニューから  [ スクリプ トの実行 ] を選択するか、 SAV ツールバーの [ スクリプ トの実行 ] をク

リ ックします。 
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3 [スクリプ トの実行] ウィンドウで必要な情報を入力して、スクリプ ト を実行する手順を実行します。サー

バーでのスクリプ トの実行に関する詳細については、 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照し

て ください。

SAVでGlobal Shellスクリプ ト を実行するには、 次の手順を実行します。

1 SAV内で、 [管理 ] メニューから  [Global Shellスクリプ トの実行 ] を選択するか、 SAV ツールバーの [Global

Shellスクリプ トの実行] をクリ ックします。 

2 [Global Shell スクリプ トの実行 ] ウィンドウで必要な情報を入力して、 スクリプ ト を実行する手順または

スケジュールを設定する手順を実行します。 OGFS でのGlobal Shell スクリプ トの実行の詳細については、

『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して ください。

ネッ トワークデバイス上でスクリプ ト を実行するには、 次の手順を実行します。

1 SAV内で、 [デバイス] ペインまたはネッ トワークマップからネッ トワークデバイスを選択します。

2 [管理 ] メニューから  [ スクリプ トの実行 ] を選択するか、 SAV ツールバーの [ スクリプ トの実行 ] をク

リ ックします。 NAのWebアプリケーシ ョ ンインタフェースが起動します。 

3 NAにログインし、 [新規タスク ] - [コマンドスクリプ トの実行] ページで、必要な情報を入力して、スクリ

プ ト を実行するか、 スクリプ ト実行のスケジュールを設定します。 NAを介してネッ トワークデバイス上

でスクリプ ト を実行する方法の詳細については、 ページの右上にある  [ ヘルプ ] リンクをクリ ックして、

NAのオンラインドキュ メン ト を参照して く ださい。 

Global Shell スクリプ トの実行およびデバイス上でのスクリプ トの実行には、 適切なアクセス権が必要です。

アクセス権の取得については、 SAの管理者にお問い合わせください。 アクセス権の詳細については、 『SA 管
理ガイド』 を参照して ください。

ビジネスアプリケーシ ョ ン定義の作成

ビジネスアプリケーシ ョ ン定義を使用すると、 無関係な情報を含む理解しに くいデータを、 関連するデータ

に焦点を絞った分かりやすい形に変換して表示できます。 SAVは、 作成されたビジネスアプリケーシ ョ ンの

階層およびアプリケーシ ョ ン/スト レージ署名に基づいて、実際のアプリケーシ ョ ンのプロセスとスト レージ

デバイスを認識し、 カスタマイズされた表示形式に従って階層マップに表示します。

ビジネスアプリケーシ ョ ン定義は、 プロセスにわかりやすい名前と表示 (色) を指定してプロセスを認識する

場合に作成します。また、アプリケーシ ョ ンの論理階層を定義し、署名が存在する階層に基づいてアプリケー

シ ョ ン署名とスト レージ署名を表示する場合にも、 ビジネスアプリケーシ ョ ン定義を使用します。

SAV でアプリケーシ ョ ン署名をスキャンして、 サーバー上のプロセスおよびプロセスファ ミ リ と照合する順

序については、 署名の評価順序 (67ページ) を参照して ください。

アプリケーシ ョ ン定義とその作成については、 次のトピックを参照して ください。 

• ビジネスアプリケーシ ョ ンの階層 (65ページ) 

• 階層の作成 (66ページ) 

• アプリケーシ ョ ン署名とスト レージ署名 (66ページ) 

• アプリケーシ ョ ン署名またはスト レージ署名の作成 (69ページ) 
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ビジネスアプリケーシ ョ ンテンプレート

SAVで初めてサーバーをスキャンして視覚化したときに、 [階層] ペインには何も表示されません。ビジネスア

プリケーシ ョ ン定義が存在しないため、作成する必要があります(デフォルト署名フォルダーには、 Apacheや

WebSphereなどの製品に組み込まれる一般的な定義済みのデフォルトアプリケーシ ョ ンが存在します)。 階層

と署名を使用して作成したアプリケーシ ョ ン定義はテンプレート と して保存し、 チーム内で再利用して、 新

しいデバイスのスキャンに自動的に適用することができます。

また、 アプリケーシ ョ ン定義をデフォルトテンプレート と して使用するように設定することもできます。 こ

の場合、SAVは常にデフォルトテンプレートに保存されたアプリケーシ ョ ン定義を使用して起動されます。テ

ンプレート を元にしてアプリケーシ ョ ンに変更を加え、 その変更内容を保存した く ない場合は、 デフォルト

テンプレート を復元することができます。 

デフォルトアプリケーシ ョ ンテンプレートの設定

変更を加えたアプリケーシ ョ ン定義をデフォルトに設定する場合は、[ファイル] メニューから  [デフォルトテ

ンプレート と して設定] を選択します。

デフォルトアプリケーシ ョ ンテンプレートのリセッ ト

アプリケーシ ョ ン定義に変更を加えた後で、 以前に保存したデフォルトのアプリケーシ ョ ンに戻す場合は、

[ファイル] メニューから  [デフォルトテンプレートのリセッ ト ] を選択します。

アプリケーシ ョ ンテンプレートのインポート

保存済みのアプリケーシ ョ ンテンプレート をインポートする場合は、[ファイル] メニューから  [テンプレート

のインポート ] を選択して、 インポートするテンプレート を選択します。 

アプリケーシ ョ ンテンプレート をインポートすると、 現在のSAV セッシ ョ ンの既存のアプリケーシ ョ ン定義

はすべて置き換えられます。

ビジネスアプリケーシ ョ ンのテンプレート と しての保存

ビジネスアプリケーシ ョ ンはテンプレート と して保存して、 汎用テンプレート と して再利用したりチーム内

で共有したりすることができます。 

ビジネスアプリケーシ ョ ンをエクスポートすると、 サーバーとデバイスおよびそれらの間の関係などのス

キャン情報はすべて失われます。 ビジネスアプリケーシ ョ ン定義と定義内のすべてのコンポーネン トはエク

スポート した後も残りますが、ライブプロセス間の関係と接続が失われたことを示す赤い表示に変わります。

ビジネスアプリケーシ ョ ンをテンプレート と して保存するには、 次の手順を実行します。

1 [ファイル] メニューから、 [名前を付けて保存] を選択します。 

2 [保存場所 ] ドロップダウンリストから、 Opsware Global File Systemまたはデスク ト ップを選択します (SA

クライアン ト ライブラリに保存できるのはビジネスアプリケーシ ョ ンのみです。 SAVのアーカイブとテ

ンプレートはディスクまたはGlobal File Systemに保存できます)。

3 ビジネスアプリケーシ ョ ンテンプレートの名前を入力し、 [保存] をクリ ックします。 

ビジネスアプリケーシ ョ ンの連絡先の作成

SAV では、 ビジネスアプリケーシ ョ ンの 上位階層に電子メールと連絡先情報を追加して、 電子メールの連

絡先リスト を作成し、 リス ト上の連絡先に電子メールを送信することができます。 
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連絡先のグループを作成して、 それぞれの連絡先に電子メール、 インスタン ト メ ッセンジャー ID、 電話番号

などの情報を追加することができます。 [ファイル] メニューから  [電子メールの送信] を選択して、 ビジネス

アプリケーシ ョ ンに追加した連絡先に電子メールを送信することができます。

また、 SAVでは、 SAVでスキャンされたネッ トワークデバイス上で構成されている電子メールアドレスも表示

されます(ほとんどのネッ トワークデバイスには、 「sysContact」 などの内部構成設定があり、デバイスの所有

者の電子メールアドレスを関連付けることができます)。

ビジネスアプリケーシ ョ ンのプロパティから連絡先を追加でき、 リス ト上の電子メールアドレスに電子メー

ルを送信することができます。 

ビジネスアプリケーシ ョ ンの新しい連絡先を作成するには、 次の手順を実行します。 

1 [階層] ペインから、 上位のビジネスアプリケーシ ョ ンアイコン を選択します。

2 ビジネスアプリケーシ ョ ンの [プロパティ ] を選択して、 ([プロパティ ] ペインの上部にある ) [連絡先を

追加]  をクリ ックします。 

3 連絡先の情報を入力する場合は、 各エン ト リの右側のフ ィールドを右クリ ックします。 エン ト リ行が一

杯になったら、 [Return] キーを押して情報を入力します。 連絡先に電子メールを送信できるようにする

場合は、 必ず連絡先の電子メールアドレスを入力して ください。

4 連絡先を削除する場合は、 [プロパティ ] ペインで連絡先を選択して、 [連絡先の削除] をクリ ックし

ます。 

ビジネスアプリケーシ ョ ンの連絡先への電子メールの送信

ビジネスアプリケーシ ョ ンの連絡先に正しい電子メールアドレスが登録されている場合は、 電子メールを送

信できます。 

連絡先に電子メールを送信するには、 次の手順を実行します。 

1 [ファイル] メニューから、 [電子メールの送信] を選択します。 

2 [電子メールの連絡先] ウィンドウで、 ビジネスアプリケーシ ョ ンを展開します。 名前にチェ ックマーク

が付いている連絡先が電子メールに追加されます。 いずれかの連絡先に電子メールを送信しないように

する場合は、 名前の横のチェ ックマークを削除します。 

3 [作成] をクリ ックして、 電子メールを書いて送信しますローカルシステム上にインストールして構成し

ている電子メールクライアン トが起動します)。

ビジネスアプリケーシ ョ ンの階層

ビジネスアプリケーシ ョ ンの階層は、 アプリケーシ ョ ン署名とスト レージ署名を構成して表示するための構

造的枠組みです。 [階層] ツリーで階層の追加、 編集、 削除、 切り取り、 コピー、 貼り付けを行う ことができ

ます。 [階層] ツリーの選択した位置の前後に階層を貼り付けて、順序を変更することができます。階層 (およ

び階層に含まれる署名) の順序は、 プロセスファ ミ リを署名に割り当てる順序に影響するため重要です。 (詳

細については、 署名の評価順序 (67ページ) を参照して ください。 )

いずれかの階層にプロセスファ ミ リを一切認識しないアプリケーシ ョ ン署名がある場合、 その階層と先祖は

ツリー内では警告アイコン付きで表示され、 ビュー内では赤いタイ トルバーで表示されます。 これにより、

実行されている必要があるにも関わらず実行されていない署名をすばやく見つけることができます。
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階層の作成

[階層] ツリーで階層を作成するには、 次の手順を実行します。

1 [階層] ツリーまたはマップで、 上位のビジネスアプリケーシ ョ ンノードまたはいずれかの階層を選択

し、 右クリ ックして [新規階層] を選択します。 

2 階層の [プロパティ ] ペインがアクティブになったら、階層のプロパティ を編集して、階層名の指定など

を行う ことができます。 

階層の削除

[階層] ツリーで階層を削除するには、 次の手順を実行します。

1 [階層] ツリーまたはマップで、 階層を選択します。

2 [編集] メニューから  [削除] を選択するか、右クリ ックして [削除] を選択します (または、ツールバーの削

除ボタン をクリ ックします)。 

階層の切り取り とコピー

階層を切り取ったり、 クリ ップボードにコピーしたりすることができます。 階層の切り取りやコピーを行っ

た後に、 [階層] ツリーの選択した位置の前後に階層を貼り付けて、 順序を変更することができます。 アプリ

ケーシ ョ ンの階層 (および階層に含まれる署名) の順序は、 プロセスファ ミ リを署名に割り当てる順序に影響

するため重要です。

[階層] ツリーでアプリケーシ ョ ン階層の切り取りやコピーを行うには、 次の手順を実行します。

1 [階層] ツリーで、 階層を選択します。

2 ツールバーで アイコンまたは アイコンを選択するか、 右クリ ックして [切り取り ] または [ コ
ピー ] を選択します。

階層の貼り付け

[階層] ツリーで階層を貼り付けるには、 次の手順を実行します。

1 [階層] ツリーで階層を選択し、 貼り付けアイコン を選択します。 切り取った、 またはクリ ップボー

ドにコピーした階層が、 選択した階層の下位に追加されます。 [ デバイス ] ツリーで署名を選択すると、

貼り付けアイコンは無効になります。

アプリケーシ ョ ン署名とスト レージ署名

アプリケーシ ョ ン署名とスト レージ署名は、 SAVアプリケーシ ョ ンウィンドウ内の [階層 ] ペインに整理され

て表示されます。 署名は1つの階層内に存在します。 

アプリケーシ ョ ン/スト レージ署名には、 次のデータが含まれます。 

• 名前。

• 署名 (SAVでプロセスファ ミ リまたはスト レージマッピングを特定するための、 ユーザーが設定する一連

のルール)。 アプリケーシ ョ ン署名の場合、 これらのルールでは、 プロセス名、 コマンド ライン、 リ ッス

ンポート、 環境変数、 実行可能ファイルのパスなどのデータを使用します。 ス ト レージ署名の場合、 こ
れらのルールには、 LUNボリュームまたはNFSファイルシステムのいずれかが含まれます。 

• オブジェク トのプロパティ  (名前、 色、 ユーザーがアプリケーシ ョ ンを開くたびにこのオブジェク ト を

デフォルトで使用するかどうかなど)。
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[階層] ツリーで署名の追加、編集、削除、切り取り、 コピー、貼り付けを行う ことができます。 [階層] ツリー

の選択した位置の前後に署名を貼り付けて、 順序を変更することができます。 署名 (および署名を含む階層)

の順序は、 プロセスファ ミ リ とス ト レージマッピングを署名に割り当てる順序に影響するため重要です。 

SAVでは、 一般的に使用されるさまざまなアプリケーシ ョ ンのプロセスファ ミ リ  (Apache HTTP、 Microsoft IIS、

WebLogic、 JBoss、 Oracle など ) を認識するデフォルト署名があらかじめ定義されています。 そのため、 サー

バーにこれらのアプリケーシ ョ ンがインストールされている場合、SAVはこれらを認識して、 [階層] ツリーと

マップに表示することができます。 

また、 SAVには、 サーバーエージェン ト、 SA Build Manager、 NA Syslog Server、 SAコマンドエンジンなど、 SA

の署名も含まれます。これらの署名の多くは、SAVを使用してSAコアがインス トールされたサーバーをスキャ

ンする場合にのみ表示されますが、 サーバーエージェン トなど、 到達可能なすべての管理対象サーバー上に

表示されるものもあります。 

アプリケーシ ョ ン署名では、VMware ESXiハイパーバイザーサーバー上のプロセスファ ミ リ情報は取得されま

せん。 

アプリケーシ ョ ン署名検出プロパティ

以下は、 アプリケーシ ョ ンとアプリケーシ ョ ンのプロセスファ ミ リの検出に使用できるアプリケーシ ョ ン署

名のプロパティの完全なリストです。

• プロセス名

• コマンド ライン

• 接続先ポート

• リスナーポート

• 実行可能ファイルのパス

• 開いているファイル

• 開いているモジュール

• 環境変数の名前または値 (またはその両方)

アプリケーシ ョ ン署名で環境変数に対応するアプリケーシ ョ ンやプロセスファ ミ リを検出する方法では、 環

境変数の名前、 値、 またはその両方を使用してアプリケーシ ョ ン署名を照合することができます。

「環境変数」 は、 次の構文を使用して追加できるアプリケーシ ョ ン署名のプロパティです。

NAME=VALUE

NAMEは環境変数の名前で、 VALUEは環境変数の値です。 名前、 値、 またはその両方を入力して、 一致するプ

ロセスファ ミ リを検出することができます。 ただし、 完全な一致を見つける場合は、 両方 (NAME=VALUE) を

使用する必要があります。

署名の評価順序

SAVで署名を認識する順序は、プロセスファ ミ リまたはストレージマッピングが、 [階層] ツリー内で一致する

初の署名に関連付けられるため重要です。 評価順序が特に重要になるのは、 署名の認識条件が複数の署名

内にある同じプロセスファ ミ リやスト レージマッピングと一致する場合です。

署名は深さ優先で、 上から下に評価されます。 つまり、 ある階層の署名の前にその階層のサブ階層の署名が

評価され (深さ優先)、 [階層] ツリー内の階層は上から下に評価されます。 署名は各階層に現れる順序で適用

されます。 
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ユーザーが作成した階層と署名がすべて評価された後に、 SAのデフォルトの署名 (NA Management Systemや

NA Syslog Serverなど) がすべて評価されます。 SAの署名が評価された後に、Apache HTTPやInternet Information

Server (IIS) などの、 定義済みのデフォルト署名がすべて評価されます。

図16のような構造を持つアプリケーシ ョ ン定義を考えてみます。 この図では、署名の定義と一致するプロセ

スやプロセスファ ミ リが存在しないため、 署名に アイコンが付いて表示されています。

図16 階層の署名の評価順序  

このアプリケーシ ョ ン定義の例では、 署名は次の順序で評価されます。 

1 ApplicationSignature7

2 ApplicationSignature2

3 ApplicationSignature3

4 ApplicationSignature4

5 ApplicationSignature5

6 ApplicationSignature6

7 NA Management System

8 NA Syslog Server
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9 SAの残りのすべての署名 (上から下)

10 Apache HTTP

11 Internet Information Services

12 残りのすべてのデフォルト署名 (上から下)

アプリケーシ ョ ン署名またはスト レージ署名の作成

[階層] ツリーでアプリケーシ ョ ン署名またはストレージ署名を作成するには、 次の手順を実行します。

1 アプリケーシ ョ ン署名またはスト レージ署名を作成する階層が既に作成されていることを確認します。

2 [階層] ツリーまたはマップで署名を作成する階層を選択します。

3 [アプリケーシ ョ ン ] メニューから、 [新規アプリケーシ ョ ン署名] または [新規スト レージ署名] を選択し

ます。 [プロパティ ] ペインがアクテ ィブになり、 新しい署名の入力が可能になります。

4 アプリケーシ ョ ン署名の [プロパティ ] ペインには、 次の情報を入力します。

• プロセス名: プロセスファ ミ リの名前。

• コマンド ライン: 署名の開始に使用したコマンド ライン。

• 実行可能ファイルのパス: このアプリケーシ ョ ンコンポーネン トの実行可能ファイルへのパス。

• 開いているファイル: 開いているファイルの名前。

• モジュール: プロセスファ ミ リに関連する共有ライブラリ。 これには、 WindowsのDLLとUNIXの共有

オブジェク ト ファイルが含まれます。 

• 環境変数: 環境変数では、一致するプロセスファ ミ リを検出するため、名前、値、 またはその両方を

入力します。NAMEは環境変数の名前で、VALUEは環境変数の値です。完全な一致を見つける場合は、

両方 (NAME=VALUE) を使用する必要があります。 

• 接続先ポート : 署名が接続されているポート。

• リスナーポート : 署名がリ ッスンしているポート。

— エイリアス: 各種ビューに表示されるアプリケーシ ョ ンコンポーネン トの名前。

— 背景色: クリ ックして各種マップに表示される背景色を変更します。

— 前景色: クリ ックして各種マップに表示されるテキストの色を変更します。

5 スト レージ署名を作成した場合は、 次の内容を入力します。

• 名前: スト レージデバイスの名前 (例: HiCommand)。  

• エイリアス: スト レージデバイスのエイリアス (存在する場合)。

• リモートボリューム: スト レージデバイス上のリモートボリュームの数。 

• LUN ID: LUN IDの番号。 

• LUN名: LUNの名前。 

• エクスポート先のパス: NASファイラーのリモートのエクスポート先のパス。 

• メーカー : スト レージデバイスのメーカー。 

• モデル: モデル番号。

• 背景色: クリ ックして各種マップに表示される背景色を変更します。

• 前景色: クリ ックして各種ビューに表示されるテキストの色を変更します。
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6 エン ト リごとに、 キーボードの [Return] キーを押してプロパティ を入力します。

7 署名の定義が完了したら、 SAV ツールバーの [ スナップシ ョ ッ トの更新 ] をクリ ックして、 SAV でス

ナップシ ョ ッ トの更新とデータセンターのスキャンを行い、 一致するプロセスファ ミ リ とス ト レージデ

バイスを検出します。 

署名の編集

[階層] ツリーで署名を編集するには、 次の手順を実行します。

1 [階層] ツリーで、 署名を選択します。

2 選択した署名の [プロパティ ] ペインで、 プロパティエン ト リの右側をダブルクリ ックして、 テキスト を

編集します。 

3 キーボードの [Return] キーを押して変更内容を入力します。 

署名の削除

[階層] ツリーから署名を削除するには、 次の手順を実行します。

1 [階層] ツリーで、 アプリケーシ ョ ンコンポーネン ト を選択します。

2 [編集] メニューから  [削除] を選択するか、 右クリ ックして [削除] を選択します。

署名の切り取り とコピー

署名を切り取ったり、 クリ ップボードにコピーしたりすることができます。 署名の切り取りやコピーを行っ

た後に、 [階層] ツリーの選択した位置の前後に署名を貼り付けて、 順序を変更することができます。

デフォルト署名とSAの署名は、 ユーザーが作成したアプリケーシ ョ ン階層にコピーして貼り付けることがで

きますが、 削除や上書きを行う ことはできません。 

[階層] ツリーで署名階層の切り取りやコピーを行うには、 次の手順を実行します。

1 [階層] ツリーで、 署名を選択します。

2 ツールバーで アイコンまたは アイコンを選択するか、 右クリ ックして [切り取り ] または [ コ

ピー ] を選択します。

3 [編集] メニューから  [貼り付け] をクリ ックするか、 [Control] + [V] キーを押します。 

または

4 キーボードの [Control] ボタンを押し、 署名を選択して別の階層へドラッグすることにより、 選択した署

名のコピーを作成します。 

署名の貼り付け

1 つまたは複数の署名が切り取られているか、 ク リ ップボードにコピーされている場合、 次の貼り付け操作

を行う ことができます。

• [デバイス ] ツリーで署名を選択して、 貼り付けアイコン を選択します。 切り取った、 またはクリ ッ

プボードにコピーした署名が、 選択した階層の署名に追加されます。 
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• [デバイス] ツリーで署名を選択して、 [編集] メニューから  [貼り付け] を選択します。 切り取った、 または

クリ ップボードにコピーした署名が、 選択した署名の前にある選択した署名の親階層に挿入されます。

• [デバイス] ツリーで署名を選択して、 [編集] メニューから  [貼り付け] を選択します。 切り取った、 また

はクリ ップボードにコピーした署名が、 選択した署名の後 (下) にある選択した署名の親階層に挿入され

ます。 

SAのデフォルト署名は、 ユーザーが作成したアプリケーシ ョ ン階層にコピーして貼り付けることができます

が、 削除や上書きを行う ことはできません。 

SAVでのビジネスアプリケーシ ョ ンの管理

SAVで、スナップシ ョ ッ トは、一連のネッ トワーク/スト レージデバイスと管理対象サーバーの状態、サーバー

上で実行中のプロセスファ ミ リ、およびプロセスファ ミ リ、 ローカル/リモートス ト レージデバイス、 ファイ

ルシステム、 およびその他の外部クライアン ト間の接続や依存関係を表します。 スナップシ ョ ッ トはビジネ

スアプリケーシ ョ ンの一部と して SA クライアン ト ライブラ リに保存できます。 また、 .vam ファイルと して

ローカルまたはリモート ファイルシステムに保存することもできます。 ビジネスアプリケーシ ョ ンには、 任

意の数のスナップシ ョ ッ ト を含めることができ、 それぞれのスナップシ ョ ッ ト をスナップシ ョ ッ トの比較に

使用することができます。 

ただし、 ビジネスアプリケーシ ョ ンをライブラリやOGFSに保存する場合は、 ユーザーアカウン トにそれらの

ディレク ト リに対する書き込みアクセス権が必要です。 必要なアクセス権の取得については、 SAの管理者に

お問い合わせください。

ビジネスアプリケーシ ョ ンを開く

SAVを起動した後に、 以前に保存したビジネスアプリケーシ ョ ンを開く ことができます。

ビジネスアプリケーシ ョ ンを開くには、 次の手順を実行します。

1 SAVウィンドウで、 ツールバーアイコンを選択するか、 [ファイル] メニューから  [開く ] を選択して、

[開く ] ウィンドウを表示します。

2 [検索場所] ドロップダウンリストで、 ビジネスアプリケーシ ョ ンが保存されているコンピューター、 SA

ライブラリまたはOGFSのディレク ト リを選択します。

3 [開く ] をクリ ックします。

ビジネスアプリケーシ ョ ンの保存

ビジネスアプリケーシ ョ ンを保存するには、 次の手順を実行します。

1 [ファイル] メニューから  [保存] または [名前を付けて保存] を選択して、 [保存] ウィンドウを開きます(デ

フォルトでは、 すべてのスキャン結果が保存対象として選択されます)。

2 [名前を付けて保存] を選択した場合は、 [保存場所] ドロップダウンリストで、 ローカルコンピューター、

SAライブラリまたはOGFSを選択して、 ビジネスアプリケーシ ョ ンを保存する場所を選択します。

3 [Save] をクリ ックします。

変更 (アプリケーシ ョ ン定義の変更またはスナップシ ョ ッ トの変更 ) を保存する前にSAVを終了した場合、 変

更内容を保存してから終了するか、 変更内容を保存せずに終了するかを指定する画面が表示されます。
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ビジネスアプリケーシ ョ ンのアプリケーシ ョ ンテンプレート と しての保存

現在のアプリケーシ ョ ン定義をテンプレート と して保存し、 再利用したり、 その定義を使用して SAV を開く

ように設定したりする場合は、 ビジネスアプリケーシ ョ ンテンプレート  (64ページ) を参照して ください。 

ACLとサーバープール構成 

ネッ トワークデバイス (ファイアウォール、 ロードバランサー、 ルーター、 スイッチ) の場合は、 アクセス制

御リスト  (ACL) 構成の情報を表示できます。 ロードバランサーの場合は、 (ACLの他に) サーバープール構成を

表示できます。

また、 同じスナップシ ョ ッ ト内の2つのデバイスのACLとサーバープール構成を比較したり、 比較モードの場

合は、2つの異なるスナップシ ョ ッ ト内の同じデバイスのACLとサーバープール構成を比較したりすることが

できます。 

このセクシ ョ ンでは、 次のタスクを実行する手順について説明します。 

• ACLの表示

• ACLの比較 - 同じスナップシ ョ ッ ト内の2つのデバイス

• サーバープール構成の表示

• サーバープール構成の比較

ACLの表示 

SAVでは、 ファイアウォール、 ロードバランサー、 ルーター、 スイッチなどのネッ トワークデバイスのACLを

表示できます。 

ACL構成の情報を表示するには、 次の手順を実行します。 

1 ネッ トワークマップまたは [デバイス] ツリーで、 ACLが構成されているネッ トワークデバイスを選択し、

右クリ ックして [ACL構成の表示] を選択します。 [アクセス制御リスト ] ウィンドウが表示されます。 

また、 次の方法でアクセス制御リストにアクセスすることもできます。 

• 選択したデバイスの [プロパティ ] ペインで、 ACLのプロパティの [表示] リンクをクリ ックします。

• [管理] メニューから  (またはデバイスを右クリ ックして)、 [ACL構成の表示] を選択します。 

2 [アクセス制御リスト ] ウィンドウでは、 テキスト情報を選択してコピーできます。 また、 ウィンドウ上

部のドロップダウンリス トから、 ACL を含むスナップシ ョ ッ ト内の別のデバイスを選択して表示するこ

ともできます。 現在のACL構成でテキスト文字列を検索したり、 文字列をハイライ ト表示したり、 その

他の検索機能を使用することもできます。

3 ACLの確認が済んだら、 [閉じる] をクリ ックします。
72 第1章



ACLの比較 - 同じスナップシ ョ ッ ト内の2つのデバイス

同じスナップシ ョ ッ ト内の2つのデバイス間でACL構成を比較することができます。また、2つの異なるスナッ

プシ ョ ッ ト内の同じデバイスのACLを比較することもできます。 2つのスナップシ ョ ッ ト間での同じデバイス

を比較する方法については、ACLの比較 - 2つのスナップシ ョ ッ トの同じデバイス (73ページ) を参照して くだ

さい。 

同じスナップシ ョ ッ ト内の2つのデバイスのACL構成を比較するには、 次の手順を実行します。

1 [デバイス] ツリーで、 ネッ トワークデバイスノードを展開します。

2 キーボードの [Control] ボタンを押したまま、 ACLが構成されている2つのネッ トワークデバイス (ロード

バランサー、 ファイアウォール、 ルーター、 LAN スイッチなど ) を選択します (ネッ トワークデバイスに

ACLが構成されているかどうかを確認するには、 デバイスを選択して、 [プロパティ ] ペインでACLを確認

します)。

3 [管理] メニューから  (または右クリ ックして)、 [ACL構成の比較] を選択します。 [比較] ウィンドウで、 2つ

のペインを並べて参照します。 それぞれのペインは比較対象の一方のデバイスを表します。 各ペインの

下部に、 デバイス名が表示されます。 

各ACL構成の差異を示すため、 [比較] ウィンドウでは次の色を使用します。 

• 緑: ウィンドウの右側のデバイスのみに存在する情報です。

• 青: 情報が変更されたことを示します。

• 赤: ウィンドウの左側のデバイスのみに存在する情報です。

• 黒: 変更されていない情報です。 

2つの構成の間の差異を移動する場合は、 ウィ ンドウの右上にある矢印ボタンをクリ ックします。 

4 差異の確認が済んだら、 [閉じる] をクリ ックします。 

ACLの比較 - 2つのスナップシ ョ ッ トの同じデバイス

2つの異なるスナップシ ョ ッ ト内の同じデバイスのACLを比較するには、 次の手順を実行します。 

1 [表示] メニューから  [比較] を選択します(または、SAVツールバーの [比較] をクリ ックしま

す)。 [比較] ペインが表示されます。 

2 [選択] をクリ ックします。 [比較スナップシ ョ ッ トの選択] ウィンドウが表示されます。 

3 現在ロード されているスナップシ ョ ッ トに対して比較するスナップシ ョ ッ ト を選択します。

4 次に、 スナップシ ョ ッ トの比較時に、 選択したオブジェク ト  (およびその属性) の一部またはすべてを表

示するかを選択します。 

5 ドロップダウンリストから、 ACLを比較するデバイスタイプのオブジェク ト カテゴリを選択します。 

6 比較ルールを作成すると、 SAVの [差異] ペインに任意の差異またはすべての差異が自動的に表示されます。
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7 他のマップで差異を表示するには、 いずれかのマップを選択します。 存在が検出されたオブジェク トは

すべて正常に表示されます。非検出として表示されるオブジェク トはすべて薄いグレーで表示されます。

また、 [差異] ペインのドロップダウンリストで他の条件を選択して、 より細かく比較結果をフ ィルター

処理することもできます。 

8 [比較] ペインを閉じるには、再度 [表示] メニューから  [比較] を選択します(または、 SAVツールバーの [比

較] をクリ ックします)。

サーバープール構成の比較 

同じスナップショ ッ ト内の任意の2つのロードバランサーのサーバープール構成を比較することができます。

(異なる2つのスナップシ ョ ッ ト内の同じロードバランサーのサーバープール構成を比較する場合は、 スナッ

プシ ョ ッ トの比較 (75ページ) を参照して ください。 )

同じスナップシ ョ ッ ト内の2 つのロードバランサーのサーバープール構成を比較するには、 次の手順を実行

します。

1 [デバイス] ツリーで、 ネッ トワークデバイスノードを展開します。

2 キーボードの [Control] ボタンを押したまま、 サーバープール構成が存在する 2 つのロードバランサーを

選択します(ロードバランサーにサーバープール構成が存在するかどうかを確認するには、デバイスを選

択して、 [プロパティ ] ペインでサーバープールを確認します)。

3 [管理] メニューから  (または右クリ ックして)、 [サーバープール構成の比較] を選択します。 [比較] ウィン

ドウで、 2つのペインを並べて参照します。 それぞれのペインは比較対象の一方のデバイスを表します。

各ペインの下部に、 デバイス名が表示されます。 

各サーバープール構成の差異を示すため、 [比較] ウィンドウでは次の色を使用します。 

• 緑: ウィンドウの右側のデバイスのみに存在する情報です。

• 青: 情報が変更されたことを示します。

• 赤: ウィンドウの左側のデバイスのみに存在する情報です。

• 黒: 変更されていない情報です。 

2つの構成の間の差異を移動する場合は、 ウィ ンドウの右上にある矢印ボタンをクリ ックします。 

4 差異の確認が済んだら、 [閉じる] をクリ ックします。 

サーバープール構成の表示

ロードバランサーのサーバープール構成を表示するには、 次の手順を実行します。 

1 ネッ トワークマップまたは [デバイス] ツリーで、 サーバープール構成が存在するロードバランサーを選

択し、 右クリ ックして [サーバープール構成の表示] を選択します。 [サーバープール] ウィンドウが表示

されます。 

また、 次の方法で [サーバープール] ウィンドウにアクセスすることもできます。 

• 選択したデバイスの [プロパティ ] ペインで、 ロードバランサーのプロパティの [サーバープールの

表示] をクリ ックします。

• [管理] メニューから  [サーバープール構成の表示] を選択します。 
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2 [サーバープール] ウィンドウでは、 テキスト情報を選択してコピーできます。 また、 ウィンドウ上部の

ドロップダウンリストから、 サーバープール構成を含むスナップシ ョ ッ ト内の別のデバイスを選択して

表示することもできます。 現在のサーバープール構成でテキスト文字列を検索したり、 文字列をハイラ

イ ト表示したり、 その他の検索機能を使用することもできます。

3 サーバープール構成の確認が済んだら、 [閉じる] をクリ ックします。

スナップシ ョ ッ トの比較

SAVツールバーの [スナップシ ョ ッ トの更新] をクリ ックして [保存] をクリ ックすると、SAVはビジネスア

プリケーシ ョ ンに関するすべての情報を取得して保存します。 スナップシ ョ ッ トには、 ビジネスアプリケー

シ ョ ンに関連するすべてのサーバーとプロセス、 実行中のすべてのプロセスの現在の状態、 ローカルおよび

リモートのすべてのストレージデバイス、[階層] ツリーで作成したすべての値と署名の定義などが含まれます。 

スナップシ ョ ッ ト を更新してビジネスアプリケーシ ョ ンを保存するたびに、 スナップシ ョ ッ トの結果が現在

ロード されているビジネスアプリケーシ ョ ン内に保存されます。 また、 スナップシ ョ ッ ト を実行するスケ

ジュールを設定して、 後から1回だけ実行したり、 繰り返し実行したりすることができます。

保存した各スナップシ ョ ッ トは、 現在ロード されているスナップシ ョ ッ ト と保存したスナップシ ョ ッ ト との

間で1対1で比較することができます。 現在ロード されているビジネスアプリケーシ ョ ンや別のビジネスアプ

リケーシ ョ ンのスナップシ ョ ッ ト を取得すると、 現在のビジネスアプリケーシ ョ ンの状態と保存されている

スナップシ ョ ッ ト内の状態との間で変更された内容を特定することができます。 

SAVでスキャン結果を比較すると、 主要なオブジェク ト とその属性が1対1で評価され、 それらのオブジェク

トの値の差異が表示されます。 比較の結果は、 SAVウィンドウの [差異] ペインに表示されます。 

スナップシ ョ ッ トの作成

ビジネスアプリケーシ ョ ンの現在の状態を取得したいときには、SAVでスナップシ ョ ッ ト を取得します。デー

タセンターやデータセンター内のデバイスや要素は絶えず変化します。 そのため、 現在の状態を取得して、

現在のビジネスアプリケーシ ョ ンの状態と過去に取得した状態を比較することは良い方法です。 

スナップシ ョ ッ ト を作成するには、 次の手順を実行します。 

1 SAVツールバーの [スナップシ ョ ッ トの更新] をクリ ックします。 

2 [ファイル] メニューから  [保存] を選択します。 (または、 SAVツールバーで [保存] をクリ ックします)。 新

しいスナップシ ョ ッ トが作成されます。 

3 スナップシ ョ ッ ト を表示して名前を指定するには、[アプリケーシ ョ ン] メニューから  [スナップシ ョ ッ ト

の表示] を選択します。 

4 [ スナップシ ョ ッ ト ] ウィンドウには、 保存したすべてのスナップシ ョ ッ トが表示されます。 スナップ

シ ョ ッ トの名前を変更するには、 リス トの名前セルをクリ ックして名前を入力します。 

スナップシ ョ ッ ト を開く

ビジネスアプリケーシ ョ ンの以前の状態を表示するには、 保存したスナップシ ョ ッ ト をロード して表示し

ます。

保存したスナップシ ョ ッ ト を開くには、 次の手順を実行します。 

1 [アプリケーシ ョ ン] メニューで、 [スナップシ ョ ッ トの表示] を選択します。 
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2 [スナップシ ョ ッ ト ] ウィンドウで、 保存したスナップシ ョ ッ ト を選択して [開く ] をクリ ックします。 

3 SAV アプリケーシ ョ ンウィンドウ内に、 選択したビジネスアプリケーシ ョ ンのスナップシ ョ ッ トが開き

ます。 スナップシ ョ ッ ト を削除する場合は、 スナップシ ョ ッ ト を選択して [削除] をクリ ックします。 

スナップシ ョ ッ トのスケジュール設定

スナップシ ョ ッ トの作成は、 将来のある時点でスナップシ ョ ッ ト を取得するようにスケジュールを設定して

自動化することができます。 また、 スナップシ ョ ッ トが繰り返し作成されるようにスケジュールを設定し、

ビジネスアプリケーシ ョ ンの状態を定期的に取得することもできます。

スケジュールを設定できるのは、 SAクライアン ト ライブラリに保存されているビジネスアプリケーシ ョ ンの

スナップシ ョ ッ トだけです。

スナップシ ョ ッ トのスケジュールを設定するには、 次の手順を実行します。 

1 [アプリケーシ ョ ン] メニューで、 [スケジュール済みスナップシ ョ ッ ト ] を選択します。

2 [スケジュール済みスナップシ ョ ッ ト ] ウィンドウで、 [新規スケジュール] をクリ ックします。 

3 [名前] フ ィールドにスナップシ ョ ッ トスケジュールの名前を入力します。 

4 [スケジュール頻度] セクシ ョ ンで、 次のいずれかのスナップシ ョ ッ ト頻度を選択します。 

• 毎日: スナップシ ョ ッ ト を指定した時刻に毎日実行します。 

• 毎週: スナップシ ョ ッ ト を実行する曜日を選択します。 

• 毎月: スナップシ ョ ッ ト仕様ジ ョブを実行する月を選択します。 

• カスタム: [カスタムcrontab文字列] フ ィールドに、スケジュールを示す文字列を入力します。crontab
文字列は、 シリアル値 (1、 2、 3、 4) と範囲 (1-5) で指定できます。 次のcrontab文字列を指定すると、

平日の深夜0時にスナップシ ョ ッ トが作成されます。

0 0 * * 1-5

フ ィールドでアスタ リスク  (*) を指定すると、そのフ ィールドで可能なすべての値を示します。たと

えば、 日のフ ィールドはすべての日、 月のフ ィールドはすべての月、 曜日のフ ィールドはすべての
曜日が指定されます。crontabの入力形式の詳細については、UNIXのmanページを参照して ください。

5 時刻と期間のセクシ ョ ンで、 開始時刻と終了時刻、 日付を選択します。 

6 スケジュールの指定が済んだら、 [閉じる] をクリ ックします。 

ソーススナップシ ョ ッ ト と比較スナップシ ョ ッ ト

SAV で現在ロード されているスナップシ ョ ッ ト をソーススナップシ ョ ッ ト といい、 現在ロード されているス

ナップショ ッ トに対して比較する一連のスキャン結果を比較スナップショ ッ ト といいます。 スナップショ ッ ト

を比較する場合は、常に現在ロード されているスキャン結果 (ソース) と保存された別のスナップシ ョ ッ ト  (比

較 ) とを比較します (新しいスナップシ ョ ッ ト を作成するには、 SAV ツールバーの [スナップシ ョ ッ トの更新 ]

をクリ ックして、 [保存] をクリ ックする必要があります)。

比較のタイプ

SAVには、 次の条件に基づいた比較結果が表示されます。 

• オブジェク トの存在の比較

• オブジェク ト属性の差異

• オブジェク ト属性の 「大幅な」 差異
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オブジェク トの存在の比較

2つのスナップシ ョ ッ ト を比較することで、 2つのスナップシ ョ ッ トの間にオブジェク トが存在するかどうか

を識別することができます。 一方のスナップシ ョ ッ トには存在するがも う一方には存在しないオブジェク ト
があると、 比較結果にそのオブジェク ト と 「存在」 という属性が表示され、 ソーススナップシ ョ ッ トまたは
比較スナップシ ョ ッ トに 「検出」 または 「非検出」 と表示されます。

スナップシ ョ ッ ト を更新してビジネスアプリケーシ ョ ンを保存したときに、 あるプロセスファ ミ リが実行さ
れていた ( つまり、 「存在」 していた ) と します。 このプロセスの実行が停止してから、 スナップシ ョ ッ ト を

再度更新してビジネスアプリケーシ ョ ンを保存した場合、 スナップシ ョ ッ ト結果も変わります。 保存したス
ナップシ ョ ッ ト  ( 「比較」 スナップシ ョ ッ ト ) と現在ロード されているスナップシ ョ ッ ト  (ソース) とを比較す

ると、 比較結果が [差異] ペインに表示されます。

選択された行の結果には、 ターゲッ トスナップシ ョ ッ ト上で、 表示されているすべての LUNボリュームが非

検出であると表示されます。 これは、 これらの LUN ボリュームが比較スナップシ ョ ッ ト内に存在せず、 現在

のスナップシ ョ ッ ト内に存在することを意味します。 

オブジェク ト属性の差異

SAVの比較機能では、 2つのスナップシ ョ ッ ト を評価して、 オブジェク ト属性の値の差異も特定されます。 同

一の属性が2 つのスナップシ ョ ッ ト間で一致しない場合、 その属性が 「差異」 と して記録されて比較結果に

表示されます。 属性値の数値に違いがある場合は、 比較結果に数値の違いと変化の割合の両方が表示され
ます。 

たとえば、 SAVでサーバーをスキャンして、 そのサーバーに2ギガバイ トのRAMがあると表示された後で、 そ

のサーバーから 1ギガバイ トのRAM を取り外したとします。 その後比較を実行した場合、 比較結果にはサー

バーの合計メモリに1ギガバイ トの差異があると表示されます。 また、 比較結果には、 ターゲッ ト  (以前に保

存したスキャン結果) の値が2ギガバイ トで、 ソース (現在ロード されているスキャン結果) の値が1ギガバイ

トであることも示されます。 

表2に、 スキャン結果の比較時に評価されるすべてのオブジェク ト属性を示します。  

表2 スナップシ ョ ッ トの比較で差異がチェ ックされるオブジェク ト属性

オブジェク ト カテゴリ 比較されるオブジェク ト属性

データベース 存在、 バージ ョ ン

データベースファイル 存在、 サイズ (バイ ト )

ディスク  (サーバー、 SANアレイ、

NASファイラーに適用)
存在、 ファームウェアバージ ョ ン、 ステータス

コンプライアンスポリシー 存在、コンプライアンスステータス (コンプライアンス、部分コンプラ

イアンス、 非コンプライアンス、 スキャンエラー、 スキャンが必要、
スキャン中)

ファイバーチャネルアダプター ドライバーバージ ョ ン

ファイバーチャネルポート  
(サーバー、 SANアレイ、

NASファイラーに適用)

接続中ポート、 存在、 ファブリ ック、 名前、 ゾーン

ファイルシステム 存在、 マウン トオプシ ョ ン、 マウン トポイン ト、 空き容量 (%) の大幅

な変化、 サイズ (バイ ト )、 タイプ

LUNボリューム 容量 (バイ ト )、 存在、 LUN ID、 名前

NASファイラー 存在、 ホスト名、 名前、 オペレーティングシステムのバージ ョ ン

NFSエクスポート 存在、エクスポートパス、空き容量 (%) の大幅な変化、サイズ (バイ ト )
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オブジェク ト属性の 「大幅な」 差異

SAVでは、 特定の属性に固有の特殊なヒューリスティ ックを使用して一連の属性を比較し、 SAVで 「大幅」 と

みなされる差異を表示します。 

いずれかのスナップシ ョ ッ ト内の属性値が 小 (または 大) のしきい値を超え、 その値が比較対象のスナッ

プシ ョ ッ ト間で一定割合以上変化している場合、 SAVはこれを比較結果に表示します。 

表3に、 特殊なオブジェク ト属性の差異を示します。  

大幅な差異と判断する状態の計算に使用するヒューリスティ ックの詳細については、 スキャン結果の大幅な

差異を識別するヒューリステ ィ ック  (79ページ) を参照して ください。

ネッ トワークデバイス ACL、存在、 ファームウェアバージ ョ ン、名前、 オペレーティングシス

テム、 サーバープール

ネッ トワークインタフェース ブロードキャストアドレス、接続中スイッチ、接続中スイッチポート、
接続中VLAN、 デュプレックス、 存在、 IP アドレス、 MACアドレス、 ネ

ゴシエート されたデュプレックス、ネゴシエート された速度、サブネッ
トマスク

ネッ トワークポート デュプレックス、存在、MACアドレス、ネゴシエート されたデュプレッ

クス、 ネゴシエート された速度、 速度、 VLAN

プロセスファ ミ リ 大CPU利用率、 接続数の大幅な変化、 開いているファイル数の大幅

な変化

SANアレイ 存在、 ファームウェアバージ ョ ン、 名前

SANスイッチ 存在、 ファームウェアバージ ョ ン、 名前

サーバー ブート時間、 コードセッ ト、 DNSサーバー、存在、 カーネル、名前、 オ

ペレーティングシステム

表領域 存在、 サイズ (バイ ト )

VLAN 存在

表2 スナップシ ョ ッ トの比較で差異がチェ ックされるオブジェク ト属性

オブジェク ト カテゴリ 比較されるオブジェク ト属性

表3 SAVでのオブジェク ト属性の 「大幅な」 差異

オブジェク ト 比較されるオブジェク ト属性

Server 負荷平均、 サーバー上の空きメモリ容量の割合、 空きスワップメモリ

の割合

サーバーのファイルシステム 空き容量の割合

プロセスファ ミ リ 開いているファイルの数、 関連するすべての接続の合計数、 プロセス

ファ ミ リ メンバーの接続の合計数

NASファイラー上の

NFSエクスポート

空き容量の割合
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スナップシ ョ ッ トの比較

2つのスナップショ ッ トを比較するには、 保存されたスナップショ ッ トが少な く とも1つ必要です。 [ファイル]

メニューから  [保存] を選択すると、現在ロード されているスナップシ ョ ッ トが保存されます。SAVツールバー

の [スナップシ ョ ッ トの更新] をクリ ックしてから再度保存すると、新しいスナップシ ョ ッ トが作成され

て保存されます。 

SAVでスナップシ ョ ッ ト を比較するには、 次の手順を実行します。 

1 [表示] メニューから  [比較] を選択します(または、 SAVツールバーの [比較] をクリ ックしま

す)。 [比較] ペインが表示されます。 

2 [選択] をクリ ックします。 [比較スナップシ ョ ッ トの選択] ウィンドウが表示されます。 

3 現在ロード されているスナップシ ョ ッ トに対して比較するスナップシ ョ ッ ト を選択します。

4 次に、 スナップシ ョ ッ トの比較時に、 選択したオブジェク ト  (およびその属性) の一部またはすべてを表

示するかを選択します。 

5 ドロップダウンリストから比較するオブジェク ト カテゴリを選択して、 比較ルールを作成します。 いず

れかのオブジェク ト カテゴリ  (ファイルシステムなど) を選択するか、 または [すべてのカテゴリ ] を選択

します。 

6 別の比較ルールを選択する場合は、 [追加 ] をクリ ックして別の選択条件を追加します。 比較ルール

を削除する場合は、 [削除] をクリ ックします。 

7 比較ルールを作成すると、 SAVの [差異] ペインに任意の差異またはすべての差異が自動的に表示されます。

8 他のマップで差異を表示するには、 いずれかのマップを選択します。 存在が検出されたオブジェク トは

すべて正常に表示されます。非検出として表示されるオブジェク トはすべて薄いグレーで表示されます。

また、 [差異] ペインのドロップダウンリストで他の条件を選択して、 より細かく比較結果をフ ィルター

処理することもできます。 

9 [比較] ペインを閉じるには、再度 [表示] メニューから  [比較] を選択します(または、 SAVツールバーの [比

較] をクリ ックします)。

スキャン結果の大幅な差異を識別するヒューリステ ィ ック

SAVでスキャン結果を比較すると、個々のスキャン結果の間で特定のオブジェク ト とその属性が評価され、比

較結果に差異 ( およびオブジェク トの非存在 ) が表示されます ( スキャン結果の比較で比較される標準的なオ

ブジェク ト と属性については、 スナップシ ョ ッ トの比較 (75ページ) を参照して ください)。

SAV では、 比較で評価される基本的な属性の他に、 関連性または有用性があると判断した特別な差異を検出

するため、 一部の属性にヒューリスティ ックを適用します。 

具体的には、 いずれかのスキャン結果内の属性値が 小 (または 大) のしきい値を超え、 その値がスキャン

結果間で一定割合以上変化している場合、 SAVはこれを比較結果に表示します。 

次の特殊なオブジェク ト属性の差異が比較されます。

• サーバー : 負荷平均、 サーバー上の空きメモリ容量の割合、 空きスワップメモリの割合。

• サーバーのファイルシステム: 空き容量の割合。
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• NASファイラーのNFSエクスポート ファイルシステム: 空き容量の割合。

• プロセスファ ミ リ :  開いているファイルの数、 関連するすべての接続の合計数、 プロセスファ ミ リ メン

バーの接続の合計数。 

比較時にスキャン結果内の特定の属性に適用されるヒューリスティ ックについては、表4を参照して ください。

式の中で使用する変数は、 次のとおりです。

• X = 2つのスキャン結果の間での属性の 大値。

• N = 2つのスキャン結果の間での属性の 小値。

• P = スキャン結果の間での属性の値の変化率。   

SAVデータのフ ィルター処理

[表示] メニューで [フ ィルター ] を選択するか、 SAVツールバーの [フ ィルター ] をクリ ック

すると、 検索コン ト ロールがマップやタブの上に表示され、 次のオブジェク ト  ( スキャンで取得されている

場合) とその属性に基づいてフ ィルター処理を行う ことができます (表5を参照)。

表4 スキャン結果の比較に使用するヒューリステ ィ ック

オブジェク ト属性 式

サーバー - 15分間の負荷平均 X > 0.8 * CPU数 AND P > 20%

または

X > max(1, 0.25 * CPU数) AND P > 100%

サーバー - 空きメモリ容量の割合 (%) N < 0.1 * 合計メモリ AND P > 25%

ファイルシステム - 空き容量の割合 (%) N < 0.2 * サイズ AND P > 10%

プロセスファ ミ リ  - 開いているファイル数 

(任意のメンバープロセス)

X > 50 AND P > 50%

プロセスファ ミ リ  - 接続数 (すべてのメン

バープロセスのアグリゲート )

X > 50 * プロセス数 AND P > 30%

プロセスファ ミ リ  - 接続数 (任意のメン

バープロセス)

X > 50 AND P > 50%

表5 SAVでフ ィルター処理できるオブジェク ト とその属性

オブジェク ト  フ ィルター処理される属性

コンプライアンスポリシー 名前、コンプライアンスステータス (コンプライアンス、部分コンプラ

イアンス、 非コンプライアンス、 スキャンエラー、 スキャンが必要、

スキャン中)

データベース 名前、 ステータス、 タイプ、 バージ ョ ン

データベースファイル 名前、 場所、 タイプ、 パス、 説明、 サイズ、 空き容量、 使用率 (%)、

ステータス

ディスク  (サーバー、 SANアレイ、

NASファイラーに適用)

デバイス、 製造メーカー、 モデル、 シリアル番号、 サイズ (バイ ト )、

タイプ
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現在のスナップシ ョ ッ ト を、 リス ト内の1 つまたは複数のオブジェク トに従って、 また、 演算子と属性を適

用してフ ィルター処理を行う ことができます。 オブジェク トが文字列または数値の場合は、 属性に演算子を

適用することができます。 

フ ィルターの結果はタブとマップに表示されます。 マップでは、 フ ィルター条件を満たさない他のオブジェ

ク トはすべて薄いグレーで表示されます。 

フ ィルター条件と正規表現の詳細については、 フ ィルター条件 (82ページ) を参照して ください。

ファイバーチャネルアダプター ドライバーバージ ョ ン、ファームウェアバージ ョ ン、ハードウェアバー

ジ ョ ン、 モデル、 ノードのワールドワイ ド名、 シリアル番号

ファイバーチャネルポート  

(サーバー、 SANアレイ、

NASファイラーに適用)

ファブリ ック、 名前、 ポート番号、 ステータス、 ワールドワイ ド名

ファイルシステム 使用率 (%)、 デバイス、 空き容量 (バイ ト )、 マウン トオプシ ョ ン、 マウ

ン トポイン ト、 サイズ (バイ ト )、 タイプ

LUNボリューム 容量 (バイ ト )、 名前

NASファイラー ハードウェアバージ ョ ン、 ホス ト名、 製造メーカー、 モデル、 名前、

オペレーティングシステムのバージ ョ ン、 サーバー ID、 シリアル番号

NFSエクスポート 使用率 (%)、 エクスポートパス、 空き容量 (バイ ト )、 サイズ (バイ ト )

ネッ トワークデバイス 資産タグ、 ファームウェアバージ ョ ン、製造メーカー、 モデル、名前、

オペレーティングシステム、 サーバー ID、 プロセッサー

ネッ トワークインタフェース ブロードキャストアドレス、 デバイス、 デュプレックス、 IPアドレス、

MAC アドレス、 ネゴシエート されたデュプレックス、 ネゴシエート さ

れた速度、 速度

ネッ トワークポート デュプレックス、 MACアドレス、 ネゴシエート されたデュプレックス、

ネゴシエート された速度、 速度

プロセスファ ミ リ CPU利用率、 コマンド ライン、接続中ポート、環境変数、 リスナーポー

ト、 モジュール、 名前、 開いているファイル

SANアレイ ファームウェアバージ ョ ン、 製造メーカー、 モデル、 名前、 サーバー

ID、 シリアル番号

SANスイッチ ファームウェアバージ ョ ン、ハードウェアバージ ョ ン、製造メーカー、

モデル、 名前、 サーバー ID、 シリアル番号

SANゾーン 名前

サーバー 1分間の負荷平均、 15分間の負荷平均、 5分間の負荷平均、 コードセッ

ト、空きメモリ  (バイ ト )、 カーネル、名前、オペレーティングシステム

表領域 名前、 場所、 説明、 サイズ、 空き容量、 使用率 (%)、 ステータス 

VLAN 説明、 ポート、 VLAN ID

表5 SAVでフ ィルター処理できるオブジェク ト とその属性

オブジェク ト  フ ィルター処理される属性
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SAVでのデータフ ィルターの作成

SAVの現在ロード されているスナップシ ョ ッ ト内の収集データをフ ィルター処理するには、 次の手順を実行

します。

1 [表示] メニューから  [フ ィルター ] を選択します(または、 SAVツールバーの [フ ィルター ] 

をクリ ックします)。 マップの上に [フ ィルター ] ペインが表示されます。 

2 [ フ ィルター ] ペインのルール条件で、 フ ィルター条件に適合する選択したオブジェク トのうち、 オブ

ジェク ト  (およびその属性) の一部を表示するか、 すべてを表示するかを選択します。 

3 ドロップダウンリストから、 現在のスナップシ ョ ッ ト内でフ ィルター処理するオブジェク ト カテゴリを

選択し、条件を追加してフ ィルターを絞り込みます (コンプライアンスポリシー、 ファイルシステム、プ

ロセスファ ミ リ、 SANアレイなど)。 

4 条件のドロップダウンリスト を使用して、意味のある式を作成します。たとえば、 カテゴリ と して [ディ

スク] を選択した場合は、 [サイズ (バイ ト )] を5000 (バイ ト ) よりも大き く  () 設定することができます。式

の詳細については、 フ ィルター条件 (82ページ) および正規表現の例 (83ページ) を参照して ください。

5 別のフ ィルター条件ルールを選択する場合は、 [追加 ] をクリ ックします。 比較ルールを削除する場

合は、 [削除] をクリ ックします。 

6 フ ィルタールールを作成すると、 SAVのマップや [インフラスト ラクチャー ] ペインに任意の結果または

すべての結果が自動的に表示されます。 条件を満たす結果はすべて、 マップや [インフラスト ラクチャー ]
ペインで正常に表示されます。 スナップシ ョ ッ ト内に条件を満たさない結果がある場合、 それらの結果
はマップ内で薄いグレーで表示されます。 

7 サーバーに関連する結果のいずれからでも、 結果が見つかったサーバーを選択し、 右クリ ックして [ リ
モート ターミナルを開く ] または [デバイスエクスプローラーを開く ] を選択してサーバーを参照するこ

とができます。 

フ ィルター条件

[フ ィルター ] ペインのフ ィルター条件のテキストボックスには、フ ィルター条件としてPerl 5準拠の正規表現

を入力します。 標準的なテキストマッチングに正規表現パターンを組み合せてフ ィルター処理することがで
きます。 

文字列演算子

• 次の値を含む (デフォルト )

• 次の値を含まない

• 次に値に一致

• 次に値に一致しない

• 次の値で始まる

• 次の値で終わる

• 正規表現に一致

数値

• == 等しい

• != 等し く ない 

• < 未満

• > より大きい

• <= 以下
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• >= 以上

フ ィルターでは常に大文字と小文字が区別されます。 

フ ィルター処理される項目の単位は、次のような [フ ィルター結果] および [プロパティ ] ペインに表示される

内容と一致します。

• メモリ : バイ ト

• アップタイム: 日

• 割合: 0～100の数値 (使用ディスク容量やCPU利用率など)

• ディスク容量: バイ ト

正規表現の例

次の例は、 フ ィルターのテキストボックスで正規表現を使用する方法を説明したものです。

• オペレーティングシステム : Windows オペレーティングシステムを実行していないサーバーをすべて見

つける場合は、 オペレーティングシステムの先頭の文字が 「M」 (Microsoft Windowsを表す) ではないサー

バーを検索します。 たとえば、 このテキストボックスに 「^ [^M]」 と入力します。

• カーネル: カーネルが2.6.5、 2.6.6、 または2.6.7のいずれかであるサーバーを見つけるには、 このテキス

トボックスに 「2.6.[5-7]」 と入力します。

• マウン トポイン ト : /以外のマウン ト されたUnix ファイルシステムをすべて見つけるには、 このテキスト

ボックスに 「/.+ 」 と入力します。

SAVのスキャンエラーメ ッセージ

SAV では、 マウスポインターをサーバーアイコンの上に移動したときに次のアイコンを表示して、 管理対象

サーバーにエラーが発生していることを示します。 

• サーバーエラーアイコン  : SAV でスキャンしたときにサーバーから情報を収集する際にエラーが発

生しました (エラーの考えられる原因については、 表6を参照して ください)。 

• サーバー到達不能エラーアイコン  : SAコアがサーバー上にインストールされたSAエージェン ト と通

信できませんでした。 

• サーバー不明 : SAVでサーバーをスキャンできません。 サーバーがコア内に存在しないため、 SAの管

理対象でな く なっている可能性があります。 

これらのアイコンは、 [デバイス ] ツリー、 ネッ トワークマップ、 仮想化マップ、 サーバーマップでサーバー

名の前に表示されます。カーソルをサーバー名の上に移動すると、詳細なエラーメ ッセージを表示できます。

スキャンエラーおよびスキャンタイムアウトは、 通常、 SAの管理対象サーバーの負荷が高い場合や、 ネッ ト

ワーク ト ラフ ィ ッ クが混雑しているか、 接続帯域幅が小さい場合に発生します。 このようなエラーが頻繁に

発生する場合は、 SAの管理者に相談して ください。
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サーバーのスキャンエラー

表6に、 サーバーのスキャンエラーと推奨されるアクシ ョ ンを示します。  

表6 SAVのサーバーエラーメ ッセージ

エラー 説明 アクシ ョ ン

ディスク領域が不足しています 選択し た管理対象サーバーに、 ス

キャンを実行するのに十分なディス

ク容量がありません。

デ ィ スクの空き容量を確保し

ます。

修復に失敗 選択し たサーバーで実行時状態の

サーバーモジュールを修復できませ

んでした。 

[デバイス] ツリーからサーバー

を選択してから、 プロパティペ

インでサーバーを選択します。

修復ジ ョ ブ番号のリ ンクをク

リ ックすると、 SAクライアン ト

からジ ョ ブウ ィ ン ド ウが開き

ます。 または、 サーバーを選択

して、右クリ ックし、 [デバイス

エクスプローラーを開く ] を選

択 し て エ ラ ー の ト ラ ブ ル

シューテ ィングを行います。

スキャンがタイムアウト スキャン処理がタイムアウト制限を

超過しました。 
スキャンのタ イムアウ ト 設定

(60ページ) を参照してください。

サーバーアクセスが拒否されま

した

OGFS を使用すると、 サーバーのファ

イルシステムに root (Unix サーバー )

または LocalSystem (Windows サー

バー ) と してアクセスできません。

必要なアクセス権については、

SA の管理者にお問い合わせ く

ださい。

サーバーの収集の失敗 データのリモート収集またはデータ

のSAコアへの再転送に失敗しました。

詳細については、 Global Shell

セッシ ョ ンで/tmp/.sitemap/

numberにあるログファイルを

確認して ください。

サーバー IDが無効です サーバーのディレク ト リがOGFSに見

つかりませんでした。このため、SAで

サーバーの存在が認識されません。

サーバースキャンエージェン トが

失敗しました

データの収集に使用するド ライバー

を管理対象サーバーに正し く コピー

できませんでした。 これは、 チェ ッ

クサムの不一致が原因の可能性があ

ります。

HP のサポー ト に連絡してログ

ファイルを提示して ください。

サーバーに到達不能です 管理対象サーバーにSAから到達でき

ません。 これは、 SA コアがサーバー

のエージェン ト と通信できない場合

に発生する可能性があります。

後でも う一度試して く ださい。

この状態が変わらない場合は、

HP の管理者にお問い合わせ く

ださい。
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ネッ トワークデバイスのスキャンエラー

表7に、 ネッ トワークデバイスのスキャンエラーと推奨されるアクシ ョ ンを示します。  

スト レージのスキャンエラー

表8に、 ネッ トワークデバイスのスキャンエラーと推奨されるアクシ ョ ンを示します。  

SAVのプラッ ト フォームサポート

プラッ ト フォームサポートの 新情報は、 次のWebサイ トの 『SA Support and Compatibility Matrix』 を参照

して ください。 
http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals (英語サイト)

不明なスキャンエラー スキャン処理中に不明なエラーが発
生しました。

後でも う一度試して く ださい。
この状態が変わらない場合は、
HP の管理者にお問い合わせ く

ださい。

スキャンのエージェン トが
サポート されていません

SAVで、選択した管理対象サーバー上

で実行中のサーバーエージ ェ ン ト
バージ ョ ンがサポー ト されていま
せん。 

SA エージェン ト 7.0以上が必要

です。

スキャンのOSがサポート されて

いません

SAVで、選択した管理対象サーバー上

で実行中のオペレーテ ィ ングシステ
ムがサポート されていません。 

サポー ト 対象オペレーテ ィ ン
グシステム (9 ページ ) を参照し

て ください。

表6 SAVのサーバーエラーメ ッセージ （続き）

エラー 説明 アクシ ョ ン

表7 SAVでのネッ トワークデバイスのスキャンエラー 

エラー 説明 アクシ ョ ン

NAスキャンがタイムアウト NAデータの収集に要した時間がタイ

ムアウト を超過しました。

スキャンするデバイスを少な く
するか、 NAサーバーがこの要求

を処理できるまで待機します。

NAスキャンが失敗しました NAデータの収集に失敗しました。 このスナッ プシ ョ ッ ト をビジ
ネスアプ リケーシ ョ ンに保存
して、 SAの管理者にお問い合わ

せください。

表8 SAVでのスト レージデバイスのスキャンエラー 

エラー 説明 アクシ ョ ン

スキャンがタイムアウト ス ト レージデータの収集に要した時
間がタイムアウト を超過しました。

スキャンするデバイスを少な
くするか、 SAコアサーバーがこ

の要求を処理できるまで待機
します。

NASスキャンが失敗しました ス ト レージデータの収集に失敗しま
した。

このスナッ プシ ョ ッ ト をビジ
ネスアプ リケーシ ョ ンにエク
スポート して、 SAの管理者にお

問い合わせください。
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